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「恋はいつか終わります」

　そんな風ふうに先せん輩ぱいに話した日のことを、熱を帯びた頭で思い出す。

　十月中ちゆう旬じゆんで。風が冷たくなりだした頃ころで。

　放課後ごの、部室でのことだった。

　すべての恋はいつか終わる。

　私はそう思っていた。

　ときめきやドキドキはいつか消えてなくなると信じていた。

　だって、そうに決まっている。

　どんなに泣いた漫まん画がも、気に入った服も、いつまでも好きではいられなかった。

　思いも、気持ちも、必ず風ふう化かしてしまう。

　なら、恋も同じだ。

　気持ちがずっと続くなんてことは、ありえない──。




　だけどその考えは、今日きようまでにひどく揺らいで不ふ確たしかなものになった。

「終わらない恋もあるのかも」と、少しだけ期待をしてしまった。

　先輩のせいで、彼に恋をしたせいで、私の考えはすっかり変わってしまったのだ。




　だから私は今──彼に「その言葉」を告げながら。

　同時に「その言葉」を告げられながら、もう一度、夢ゆめ見みがちな期待を捨てる。




「──別れましょう」

「──別れよう」




　恋はいつか終わる。必ず終わる。

　終わりのない気持ちなんて、どこにもない。

　例えそれが、どんなに大切な、尊とうとい気持ちであっても。




　──こうして、私の恋の終わりがはじまった。

　──これは、恋を知らなかった私が、初めて恋を失う物語。
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　二月の下げ旬じゆん。

　まだまだ寒さが続く、宇う田た路ろ市しの午後。

　ミス研部ぶ室しつにて、俺おれと百もも瀬せはいつものようにクライアントの訪問を待っていた。

　俺は文ぶん庫こ本ぼんを、百瀬は少女漫まん画がの新刊を読みながら。

　窓の外を見ると、いまだ雪の積もる宇田路市し街がい地ちを見み渡わたすことができた。暦こよみの上では春はる間ま近ぢか、ということになるのだろう。それでも、北ほつ海かい道どう西部に位置するこの町の景色けしきは、真冬と見分けがつかない。

　室内に響ひびくのは、俺たちがページを繰くる音だけだった。その静けさが心地ここち良よくて、暖房の熱はじんわり暖かくて、俺は気付かぬうちにうとうとしはじめてしまう。

　しかし、

「──あの、失礼します……！」

　そんなセリフと同時に乱らん暴ぼうに扉とびらが開けられ、俺はあっと言う間に現実に引き戻された。

　見れば、廊下には黒くろ髪かみを頭の上でお団だん子ごにした女子が立っている。

「あのですね、私……二年の忍野おしの千ち尋ひろっていうんですけど……彼かれ氏しに……振られまして……！」

　唇くちびるをわなわなと震わせ、そう言う彼女。

「だからちょっと、失しつ恋れん探たん偵ていにお願いしたいことがあって……！」

　……どうやらクライアントらしい。

「あ、は、はい。お話伺うかがいますので、どうぞ入ってください」

　目め元もとをこすり、俺は彼女を部屋の中に案内した。

　……なんか、歯とか食いしばってるけど、大だい丈じよう夫ぶだろうかこの人……。完全に、爆ばく発はつ寸すん前ぜんって感じだぞ……。

　──俺、野の々の村むら九つ十く九もと隣となりに座る千ち代よ田だ百瀬は、「失恋探偵」として宇田路中央高校内ないで日々活動している。その名のとおり、「失恋した人」が未み練れんなく恋を終わらせられるよう、お手伝いするために。

　今日きようも俺たちはクライアントの訪問を受け、これから事情を話してもらうところ、というわけだ。

「彼……名前は代だい沢ざわ圭けいっていうんですけど……！」

　百瀬の向かい、椅い子すに腰かけた忍野さんは低い声で説明をはじめた。

「大学受験で忙いそがしくなるし、自分は東京、私は北海道の短大で遠えん距離になっちゃうからって……振られまして……！」

「なるほど」

　髪かみを掻かきながらうなずく百瀬。

「忍野さんはあまりそれに納なつ得とくがいっていないのですね」

「そ……そうなんです……」

　声を震わせ、深く首を縦たてに振る忍野おしのさん。そして彼女は──

「ほんとに……ほんとにぜんっぜん納なつ得とくいかないの!!」

　──その身を乗り出し、堰せきを切ったように話しはじめた。

「その程てい度どのことで別れるのかよって！　だってさ、私、短大卒業したら東京行くつもりだったんだよ!?　離れるのたった二年だし！　なのに圭けい『どうせ俺おれのこと忘れるでしょ』とか言って！」

「……は、はあ」

「確かに私、忘れっぽいけど彼かれ氏しのことまで忘れるかっつーの！」

「……」「……」

　……彼女の言葉が途と切ぎれ、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが流れる。

　この豹ひよう変へん……やっぱり相そう当とう思うところがあったんだな……。

「……ま、まあまあ」

　無む理りに声を上げ、肩で息をする忍野さんをなだめに入った。

「確かに、遠えん距離になる程度であっさり別れるとか、納得いかないですよね……。しかも『どうせ忘れる』なんて、忍野さん怒って当然だと思います」

「でしょ!?」

「ええ。でも彼氏の気持ちもわからないでもないんですよね……。遠えん恋れんてやっぱり不安にはなるでしょうし。だから、そんなに怒らないであげてください……」

「私もわからないわけではないよ！」

　忍野さんは背もたれに身を預け、鼻から息を吐はき出す。

「私だって、遠距離になったら寂しいし心配もするよ。でもね、彼、付き合う前とかすごいアプローチしてきたんだよ!?　圭さ、転てん校こう生せいだったんだ。一年の終わりくらいにこの町に引っ越してきて。でね、出会ってすぐの私にすごくかまってきて、しかもそれが好こう意いむき出しだったの！　自分で言うのもなんだけど『運うん命めいの人に会った！』ってくらいの勢いで！　なのに、こんな簡単に振るんだって……」

「ああ、そういうことですか……」

　そんな経緯いきさつなら、忍野さんのこの怒りようも仕方がないのかもしれない。

　まあ、その代だい沢ざわ君くんもこの押しの強い性格に引いてしまったんじゃないか、とは思うけど……。

「……あ、今助じよ手しゆさん、私が気が強いせいだと思ったでしょ！」

「……!?」

　ばれた!?

「あ！　いえ、決してそんなつもりじゃ……！」

　慌あわてて取り繕つくろうが、

「……まあ、いいよ別に。私だって自覚はあるし」

　忍野おしのさんは吊つり上げていた眉まゆを、八はちの字じ型がたに寄せた。

「でも圭けい……付き合う前にそういうとこも好きだって言ってくれたんだよ？　だから本当、この人なら受け入れてくれるんだなって……本当に私のことを好きでいてくれるんだなって思ったのに……」

　忍野さんは視線を落とす。

　その表情が切せつなげにゆがむ。

　……口では色々言っているけれど、代だい沢ざわ君くんのことを好きな気持ちは本ほん物ものだったんだな。過か剰じようなくらい怒っているのも、だからこそなのかもしれない……。

「……でね！」

　仕し切きり直すように声こわ色いろを変えると、忍野さんは鞄かばんから携けい帯たいを取り出した。

「今日きようここに来たのは、彼に関して調べてもらいたいことがあったからなんだけど……彼、こんな感じなの」

　言いながら何度かボタンを押すと、画面をこちらへ向ける。

　百もも瀬せと頭をつき合わせ、俺おれたちはディスプレイを覗のぞき込んだ。

　そこに映っていたのは……けばけばしく盛られた茶ちや髪ぱつにカメラに向かってダブルピース、変へん顔がおで舌したを出している男子……。

　──いわゆる『チャラ男お』の姿すがただった。
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「……あー……」

　思わずそう漏もらしてしまう。

　黒くろ髪かみに凛り々りしい眉まゆ、化け粧しようもしていないサバサバした忍野おしのさんの印いん象しようから、なんとなく代だい沢ざわ君くんもさっぱりしたタイプなのかと思っていたけど……こう来たか。

「やっぱそういうリアクションになるよね……」

　忍野さんは苦く笑しようする。

「そう、チャラいんだよ！　圭けいね、この学校でもトップクラスでチャラいんだよ！　しかも見た目だけじゃなくて中なか身みまで！」

　腕うでを組み、忍野さんはもう一度その顔に憤ふん慨がいの色を浮かべた。

「なんかさ、いっつもギャル男おみたいな友達とばっかり遊んでるし、なんかあると『ウェーイ！』とか言い出すし、私と付き合いはじめてからも女の子と遊びに行ったりするし……もう、ひどくて！」

「……じゃあ忍野さんは」

　俺おれは思わず声を上げる。

「別にこう、チャラいタイプが好きだったりするわけではないんですね？　付き合っていたとはいえ」

「当たり前じゃん！　チャラ男が好きな女の子なんていると思う？」

　……どうだろう、いるのかもしれないとは思うけど。

「そんなチャラ男でも付き合おうって思うほど、熱ねつ烈れつなアプローチを受けたということでしょうか？」

「……そうだね」

　百もも瀬せの問いに、忍野さんは声のトーンを落とした。

「本当に、大だい事じにしてくれてさ……。あとは、えっと……寂しかったっていうのもあるのかも。ちょっと重い話なんだけど、その頃ころうちの親がちょうど離り婚こんしたばっかりで……結けつ構こう私、凹へこんでたんだよね」

　……そうか。確かに弱っているときに心しん底そこ優しくされたのなら、なびいてしまうのも仕方がないかもしれない。たとえ相手が、自分の好みではないチャラ男だったとしても。

「でも今となってみれば、優しくしてくれたのも結局、あいつにとっては何でもないことだったのかなって思うの！」

　忍野さんは椅い子すに座り直した。

「あれだけ言い寄っといてあっさり振るってことは、圭にとってはそれが普通で、これまでもたくさんの女の子にそうしてたんだろうなって。だからもうその辺はっきりさせて、あんな奴やつのこと早く忘れたくてさ！」

　忍野さんは百瀬の方を向く。

「圭けいがこれまで何人くらいの女の子を好きになってきたか。どんな女の子を好きになってきたかを知りたいと思ったんだ！」

「なるほど」

　百もも瀬せはぐしゃぐしゃと髪かみを掻かいた。

「では、今回のご依い頼らいは、『代だい沢ざわ圭が恋をしてきた相手の人にん数ずう、人となりを知りたい』でよろしいですね？」

「うん！」

　勢い良くうなずく忍野おしのさん。

「調査の結果、思いもよらない事実が判はん明めいすることもあります。予よ想そう以上に残ざん酷こくな事実や、受け入れるのが難しい事実に直面する可能性もあります。それでも調査を望まれますか？」

「もちろん！　全然かまいません！」

「では、失しつ恋れん探たん偵てい百瀬とその助じよ手しゆ野の々の村むら、間違いなく、あなたの依い頼らいを受じゆ理りしました」




「好きになった人の人数かー……」

　忍野おしのさんの去った部室。机に頬ほお杖づえをつきつつ、俺おれはそうこぼした。

「初めてのタイプの依頼だな」

「そうですね」

　俺が取ったメモから顔を上げ、百瀬はうなずく。

「とはいえ、やはりそういったことが気になる人もいるのでしょう。『恋人の過去』は、少女漫まん画がでもよく取り上げられる題だい材ざいです」

　これまで俺たちに持ち掛けられた依頼は「自分が振られた理由を知りたい」というものがほとんどだった。やはり失恋に対する心残りとしては「どうしてダメだったのか」という疑問がスタンダードなようなのだ。もちろん、それ以外にも色々なタイプの依頼があったし、忍野さんの気持ちも理解できるのだけど。

「今回も、調査自じ体たいはいつもどおりの手て順じゆんでやりましょう」

　百瀬は髪かみをわちゃわちゃと掻いた。

「まずは情報収しゆう集しゆうです」

「オッケー。てことは、明あ日すは部ぶ室しつ集合だな」

「ですね。聞き込みからはじめます。代沢さんのクラスメイトに色々と質問してみましょう」

　本ほん職しよくの探偵のみなさん同どう様よう、失恋探偵も調査対たい象しように関する情報収集が活動の大だい部分を占しめる。「依頼を受ける」→「聞き込み」→「張り込み」という順じゆん番ばんの調査が、ここまでの俺たちの基本だった。今回もその流れで行くらしい。

　と、そこで百瀬は窓の方を向き、ガラスに映った自分の姿すがたを確かく認にんしてから、

「先せん輩ぱい？」

　俺おれに頭を振って見せた。

　ぐしゃぐしゃやったせいで爆ばく発はつ状態になった髪かみが、それに合わせてふわふわと揺れた。

「おう」

　俺は席を立つと、彼女の背後にまわりその髪を整えはじめた。

　──実は俺と百もも瀬せは、先月から付き合いはじめたばかりだったりする。

　失しつ恋れん探たん偵ていの活動の中で揉もめたり仲直りしたりを繰り返した結果、両りよう思おもいだと判はん明めいし彼かれ氏し彼かの女じよの関係になったのだ。

　ただ、失恋探偵の性質上じよう、自分たちが幸せであることを大っぴらにしてしまうのは好ましくない。学校や外では彼氏彼女であることを隠かくすのが、俺たちの間でルールになっている。

　本当は、こうやって髪を直してやるのもちょっと微び妙みようなのだろう。それでも、今この部室には現げん在ざい俺と百瀬しかいないし、そもそもこうやって髪を直してやるのは付き合う前からの習しゆう慣かんだったのだ。誰だれも咎とがめはしないはず。

「……まさかこうなるとは」

　どこか感かん慨がい深げに、百瀬は言う。

「最初に出会った頃ころには、思いもしませんでしたよ……」

「そうだな」

　百瀬と出会ったのは去きよ年ねんの春、一学期の始し業ぎよう式しきの日の話だった。あのときは百瀬がミス研けんに入部するとは思わなかったし、失恋探偵なんてはじめるとは思わなかった。ましてや「彼氏彼女の関係」になるなんて……。

「そろそろ、俺たちが知り合って一年になるのか」

「……もうそんなになるんですね」

「うん、色々あったようなあっという間だったような、不ふ思し議ぎな気分だなー……」

「はい……」

　絡からみ合った髪の毛が、俺の手の中でするするとほどけていく。元々の髪かみ質しつはいいのだろう、一いつ旦たん絡まりがほぐれると、髪はしっとりとまとまって絹きぬみたいな光こう沢たくを放った。立ち上る甘いにおいに、鼓こ動どうがわずかに加か速そくする。

　数分ほどそうして、髪型を直し終えた。

　俺は席に戻り、百瀬は満足そうにボブヘアーを撫なでる。

「……あ、そうだ」

　ふと思いつき、俺はもう一いち度ど彼女の方を見た。

「せっかくだし……一周年の記念日には、二人でお祝いしない？」

「お祝いですか？」

「うん、そんな大したことはできないだろうけど……始業式の後とか、食事行いったりとか」

　これまでも、クリスマスやお正しよう月がつなど、季節のイベントは何度か一いつ緒しよに過ごしてきた。それでも「自分たちの記念日」を祝うことはなかったし、「出会って一いつ周しゆう年ねん」はきっといい機き会かいになるだろう。

「ふむ」

　頬ほおをわずかに染そめ、百もも瀬せはおとなしくうなずく。

「そうですね、そうしましょう」

　──ちょっと前までは、喧けん嘩かをすることもあった。

　一いち時期は、もうそばにいることができないとまで思った。

　それでも、このところ関係は安定していて、穏おだやかで、楽しい仲でいることができていて。

　これが恋の醍だい醐ご味みなのかもしれないなんて、そんな大げさなことを本気で思った。

　……一周年記念日、サプライズでプレゼントでも用意しよう。

　こっそり心に決めながら、俺おれは帰き宅たくの準備をはじめた。
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　四日ほど経たった放課後ご。

　百瀬と並んで学校の正門を抜け、俺たちはまだ雪の積もる坂道を宇う田た路ろ駅えきの方に向かって歩きはじめた。

　前ぜん方ぽう数メートルほど先には、盛もりに盛った茶ちや髪ぱつに着き崩くずした制せい服ふく、隣となりの友人たちと談だん笑しようしながら帰宅する代だい沢ざわ圭けいの姿すがたがある。

「よし、この距離なら……会話もちゃんと聞こえるな」

「ええ」

　百瀬は髪かみをわしゃわしゃと掻かいた。

「代沢さん、声もリアクションも大きいので状況を掴つかみやすそうです」

「だな」

　うなずきながら、俺はここ数日繰くり返していた聞き込みのことを思い出した。

　実のところ──彼の知ち人じんたちからは、有ゆう益えきな情報を得ることはできなかった。

　クラスメイト、部ぶ活かつ仲間、様々な繋つながりの人に声をかけたのに、調査に繋がる事実を知ることはできなかったのだ。

　ただそれも当然。一年前、彼が転てん校こうしてくる以前のことを知る人間は、この町に一人もいない。必ひつ然ぜん的てきに、得られる情報は彼が忍野おしのさんと出会って以い降こうのことばかりになる。

　事じ態たいが好こう転てんしないまま三日が経ち、俺と百瀬はこれ以上聞きき込みをしても進しん展てんがないと判はん断だん。とりあえず、彼の人となりを知るため調査の手段を張り込みに変へん更こうした。

「こないださー、前も言った一年の女子と遊び行ったんだけど」

「あー、どうだったんあれ？　俺ずっと気になってたし」

　だるそうに切り出す友人に、代だい沢ざわ圭けいは舌した足たらずな口く調ちようで尋たずねる。どうも、女の子の話をしているらしい。

「なんかさー、カラオケ行っても全ぜん然ぜん盛り上がる気き見せないし、こっちが散さん々ざん煽あおってもノってこないしさー、超ちようさみーわと思ってさっさと切り上げてシンジのとこ遊び行ったわー」

「マジか！　そういうの礼れい儀ぎなってないわー、超ありえんわー」

「だべ？　まー別にこっちもガチで行こうと思ってたわけでもねえんだけどさー」

「あくまで遊びっしょ？　ならまー別にいいわな」

　……予想どおり、チャラさ全ぜん開かいの会話だな……。

　ずいぶん男だん女じよ関係を軽く見ているというかなんというか……。あまり俺おれとは価か値ち観かんが合わなそうだ。

　こんな男の過去の恋愛遍へん歴れきとなると、やっぱり忍野おしのさんにはつらい事実を教えることになるかもしれない……。

　しかし、そんな会話を聴ききつつ坂道も終わりに差し掛かったところで、

「あ、代沢この後あと暇ひま？　適当に女の子呼んでカラオケいかね？」

　友人のそんな誘さそいに、代沢圭は首を振る。

「あー、いやー、俺この後予よ備び校こうで自じ習しゆうなんだわー！　サーセン！」

「マジ？　早くね？　まだ三年にもなってないのに」

「そうだけどさ、俺あれだから、結けつ構こうな難なん関かん大だい目指してっから」

「あ、そういやそんなこと言ってたなー」

「もう今から気ぃ抜けねーんだよなー」

　……ふむ、勉強に関しては真ま面じ目めなところがあるらしい。友達の誘いより自習を優ゆう先せんするか……。となると、「東京の大学に行きたい」という進しん路ろの希望も、それなりに真剣なものなのだろう。

　友人と別れた代沢圭の後に続き、俺と百もも瀬せは住宅街がいの中を歩いていく。そういえば、この先にこの界かい隈わいでも有名な予備校があったはず。そこに向かっているのかもしれない。

　……と、曲がり角かどを曲がろうとしたところで──百瀬が段だん差さで躓つまずいた。

「……わ！」

　彼女はバランスを崩くずし、俺の腕うでにドン、と抱きつく。

「ちょ……大だい丈じよう夫ぶか？」

「す、すみません」

「いや、いいけど……気を付けて歩きなよ……」

　……言いながらも、二にの腕辺りに感じる柔らかい感かん触しよくにドギマギしてしまう。この百瀬、背が低い割に体つきは本当に女の子らしい。これまでも、うっかり「当たって」しまうたびにそのボリューム感には驚かされてきた。

　動どう揺ようを悟さとられないよう十分に気を付けながら、彼女の手を握り体たい勢せいを立て直し、もう一度歩あるき出した。

　しかし、数歩進すすんだところで、

「……あっ！」

　今度は百もも瀬せと手をつないだままなことに気付く。

「ご、ごめん……！　な、なんか癖くせになってて……調査中ちゆうなのに……」

　慌あわてて手を離すも……ダメだ。顔から火が出そうに熱い。

　二人のときならまだしも、こんな街まち中なかでうっかり手をつないでしまうなんて……。無む意い識しきだっただけに、余よ計けい恥ずかしい……。

「構いませんよ」

　俺おれの心しん境きようを察したのだろう、わずかに顔をほころばせ百瀬はそう言った。

「代だい沢ざわさん、全くこちらを気にかけていませんし、周りに人もいませんし。それに」

　彼女はわざとらしく、俺に肩をポンとぶつける。

「ちょっとうれしいです」

「……」

　顔が熱を帯びていく。

　心しん臓ぞうがバクバク言いはじめる。まずいぞ……これはちょっと……張り込みどころじゃなくなってしまう……。

「しかしまあ……」

　なんとか話題をそらすため、俺はもう一度代沢圭けいに視線を戻した。

「こうやってても情報集あつめられそうにねえな……。どうしよう、なんかほかの方法考えたほうがいいかな……」

「そうですね」

　百瀬も前を向き、髪かみをもしゃりと掻かき回した。

「根本的に、やり方を考え直す必要があるかもしれません」

　……例えば、「自分がなぜ振られたのか知りたい」というような依い頼らいだったら、こうやって張り込んでいるうちに答えが見えることもあると思う。それでも、「これまで好きになった人の数」を知るのに、今のやり方が効果的だとはちょっと思えない。

「どうするかな……なんか、いい方法ないかな……」

　なんて言いながら、顎あごを撫なでていたそのときだった。

「──ねえ」

　──突とつ然ぜん背後からそう呼びかけられ、俺は思わず声を上げた。

「うわ！　って、な、なんです……か……」

　振り返った俺は、言葉を失う。

　そこには──見覚えのある人物がいた。

　茶ちや色いろく明るい髪かみに、ばっちり化け粧しようのされた顔。

　白いコートに妙みようにキラキラした鞄かばんを持った、ギャル風ふうの女性。

「あ、やっぱりそうだ、あれっしょ、君ら失しつ恋れん探たん偵ていでしょ？　時とき田たに頼まれて、私の事調しらべてた」

　──去年の秋に俺おれたちの調査対たい象しようとなった、奈な菜な緒お悠ゆうさんだった。

　十月のことだっただろうか、時田郁いく郎ろうさん、というクライアントから依頼を受け、俺たちはこの奈菜緒さんを調査したのだ。

　その結果、時田さんと奈菜緒さんは両りよう思おもいであることが判はん明めい。その後、二人は付き合いはじめたようだったのだけど……。

「……え……なんで……俺らのこと……わかるんですか？」

　混乱で、うまく言葉が出てこない。

　俺たちはあくまで時田さんから依頼を受け、奈菜緒さんを調査しただけだ。

　こちらは奈菜緒さんのことをよく知っているけれど……向こうは俺たちのことを知らないはず……。なのに……なぜ？

「そんなビビんなくていいって」

　奈菜緒さんは「あはは」と笑った。

「実はさ、あの後あと時田に全部話はなし聞いたんだよ。失恋探偵に調査を頼んで、私がその……色々勘かん違ちがいしてるってわかったんだとか、そういうことを。だから、いつか礼を言いたくてさ、学校で時田に二人の顔だけ教えてもらってたんだ」

「……あ、ああ、そういうことですか」

　ようやく合が点てんがいって、俺は胸をなでおろした。

「すみません、突然だったんで、驚いちゃって……」

「だよな、ごめんな急に声かけて。えっと、君が野の々の村むらで、こっちの子が百もも瀬せちゃんか。改めて、初めまして、奈菜緒悠です」

「はい、初めまして」「初めまして、百瀬です」

　頭を下げる俺の隣となりで、百瀬もぺこりと頭を下げた。

　……と、俺の視し界かいの隅すみに、道の向こうに遠くなっていく代だい沢さわ圭けいの姿すがたが映った。

　まずいな……このままだと見失ってしまう。

「あ、もしかして」

　視線の意味に気付いたのか、奈菜緒さんは俺の方を向いた。

「今も調査中ちゆうだった？　すまん、急に話しかけて」

「ああ、いや」

　一いち度ど百瀬の表情を窺うかがってから、俺は首を振る。

「調査中ちゆうではあるんですけど、結けつ構こう行き詰まってて……一回最さい初しよから立て直そうかなと思ってたとこなんです」

「ふーん、そっか……」

　と、奈な菜な緒おさんは俺おれたちの視線の先に目をやり、

「……あれ？　代だい沢ざわじゃね？」

　驚いた様よう子すでそんな声を上げる。

「え、なに？　失しつ恋れん探たん偵ていって今、代沢を調査してるの？」

「お知り合いなのですか？」

「うん、そうだよ」

　尋たずねる百もも瀬せに、奈菜緒さんはうなずいた。

「あいつとは結けつ構こう繋つながりがあってさ……直ちよく属ぞくの後こう輩はいみたいな感じなんだよ。なんか困ってるんだったら助けるけど？　もう私、受験終おわったし、恩おん返がえしもしたいし」

「本当ですか！」

　思わぬ助すけっ人との登場に、テンションが上がってしまう。彼の知り合いが味み方かたに付いてくれるなら、調査の幅もぐっと広がるだろう。

「そうしてもらえると助かります！」

「私からも、お願いします」

「おう！」

　頭を下げる俺たちに、奈菜緒さんはにやりとほほえんだ。

「お姉ねえさんに任せときな！」




「どうする？　お前何なに頼たのむ？　私はコーヒーにするけど」

「んー、そっすねー……」

　予よ備び校こうからほど近い場所にあるファミレス。

　店内奥おくの席で、奈菜緒さんと代沢圭けいはメニュー一いち覧らんを眺ながめていた。

「遠えん慮りよせず好きなの頼めよ、おごってやるからさ」

「え、マジすか？　じゃああれいいっすか？　スイーツ系けい行っちゃっても」

「おー、いいぞー」

「じゃあそっすね……パフェとホットケーキと、あとこの杏あん仁にん豆どう腐ふっすかね……」

「いや一つにしろ!?」

　──事情を一通り話した結果、奈菜緒さんは「直接あいつに訊きいちゃうわ！」と代沢圭に声をかけに行った。確かに、お互い知り合いなら変に探りを入れるより、はっきり訊いてしまう方が手っ取り早いだろう。

　勉強を優ゆう先せんされるのでは？　とも思ったけれど、代沢圭は奈菜緒さんの「ちょっとお茶でもしねー？」という誘さそいを瞬しゆん殺さつで了りよう承しよう。彼らの界かい隈わいでは、縦たての権けん力りよく関係は絶対らしい。

　オーダーを取りに来た店員に、奈な菜な緒おさんはコーヒーを、代だい沢ざわ圭けいはイチゴのミニパフェを注ちゆう文もんした。すぐ近くの席に腰かけている俺おれと百もも瀬せも、適当に飲み物をオーダーする。

「お前、ほんと甘いもん好きだなー……」

　頬ほお杖づえをつく奈菜緒さんに、代沢圭は人ひと懐なつっこい笑顔でうなずいた。

「はい、好きっすねー。生クリームもチョコもフルーツも大好きっす。でも、特にここのパフェは絶ぜつ品ぴんなんすよ」

「そうなんだ、今度頼たのんでみるかな」

「是ぜ非ひ是非。ちなみに悠ゆうさん、例の彼かれ氏しさんはあんま甘いものとか食べないんすか？」

「……はあ!?」

　それまで冷静だった奈菜緒さんが、突然声こえをひっくり返した。

「し、知らんし、あいつが何食べるとか……」

　ぶっきらぼうにそう言いつつも、彼女の顔は真まっ赤かだ。

「そうっすかー」

　ほほえましげな表情で、代沢圭はうんうんうなずいている。

「相変わらずラブラブみたいっすねー」

「は？　知らんし……。ていうか、お前こそどうなんだよ！　最近例れいの彼女とはどうしてんだよ？」

　……おお、自分の話からナチュラルに相手に切り返した。

「あー……別れたっすね……」

　舌した足たらずにそう言って、代沢圭は表情を曇らせる。

「ちょっとその、色々あって……」

「そっか……お前の浮うわ気き、ばれたのか……」

「へぁ!?　してないっすよ!?　浮気とか！」

「ほんとかなー。お前、割と軽そうじゃん」

「そんなことないっすって！　今回はその、仕方ない理由があって……」

　視線をそらす代沢圭。そんな彼に、煽あおるような口く調ちようで奈菜緒さんは尋たずねる。

「ふーん。じゃあ例えば、これまで何回くらい女の子好きになったよ？　どうせ二十回超ごえとかすげえ数なんじゃねーの？」

「いやいやいや！　そんなことないっすって！　ええっと……」

　あっさり誘いに引っ掛かり、代沢圭は腕うでを組んだ。

「……この間あいだ別れた彼女を含めて、四回っすね。ほら、別に多くないっしょ？」

　……マジですげえな、奈菜緒さん。

　調査の協力なんて生まれて初めてだろうに、自然な展開で話をここまで持って行った……。

「えー、ほんとかよー？　ちなみに最近だといつごろ好きになったよ？　こないだの彼女の前は」

「えっと、千ち尋ひろの前は……」

　代だい沢ざわ圭けいはテーブルに視線を落とした。

「……中二の頃ころすね、クラスの子でした」

「中二ってことは、こっち越してくる前か。名前は？」

「……名前っすか？」

「うん、なんか、面白いから知りたい」

「そんなん知って何が面白いんすか……んー、まあ、姉あね帯たい君きみ子こさんて言うんすけどね」

「へー。姉帯さん。お嬢じよう様っぽい名前だな。どんな子？　遊び人だったとかじゃなくて？」

「……そういうとこも訊きくんすか!?」

「当たり前だろー！　四回しか恋したことなくても、その相手全ぜん部ぶ男とっかえひっかえのビッチだったのかもしれねーし」

「ビッチとかじゃないっす！　……まあ正直、姉帯さんは結けつ構こうギャルではあったんすけど、動物とかには優しくて良い子だったんすよー」

「動物好ずきかー、根は悪い子じゃなさそうだな。で、その前は？」

「……なんなんすかマジで!?　悠ゆうさん今日きようおかしいっすよ!?」

「いいからいいから！　お前だって彼のことでいじってきたじゃねーか！」

「そうっすけど……。えっと……小学校のとき同じクラスだった安あ房ぼうさんっすね。安房志し乃のさん」

「その子もギャル？」

「いえ、まだ小っちゃかったんでギャルとかではなかったっす。けどこの子も派は手ででしたね……」

「やっぱどっちかっていうと派手な子が好きなんだな。じゃああれか、初はつ恋こいの子も派手めだったん？」

「いやー……派手とかではないっす。幼よう稚ち園えんの年ねん長ちようで同じ組の『いーちゃん』て呼んでた子なんですけど。懐なつかしいなー……」

「いーちゃん？　本ほん名みようは？」

「……あー」

　一いつ瞬しゆん間を空あけてから、代沢圭は唸うなった。

「……それが覚えてないんすよね。でも、泣き虫だった俺おれを助けたりしてくれて、かっこいい子でしたねー」

「覚えてないかー……」

　奈な菜な緒おさんはむーんと唸うなってから、運ばれてきたコーヒーに口をつけた。

「もう十年以上前のことだしな」

「そうっすね……。でもあれなんすよ、姉あね帯たいさんと安あ房ぼうさんは最近プロフブックで友達になったりして、また絡からむようになったんすよねー」

　プロフブック。最さい近きん流行のＳＮＳだ。

　実じつ名めいでの登とう録ろくが基本ルールだから、代だい沢ざわ圭けいの言うとおり昔の知り合いと再会できたりする。

「あーそっか、三人とも東京の人だから、もうネットでくらいしか会えないんだもんな」

「そうっすね。まあ実は俺おれ、幼よう稚ち園えんはこの辺のみなとまち幼稚園に通ってたんで、いーちゃんは宇う田た路ろの人なんすけどね」

「え、マジ？　代沢、幼稚園のとき宇田路住んでたの？」

「そうなんすよー」

　言いながら、代沢圭はようやく届いたイチゴパフェにスプーンを延ばした。

「小一いっぱいまでこっちいて、二年生のときに東京行いった感じっす。で、高こう二にでまたこっちに出で戻もどって来たんすよ」

「はー、そうだったんかー」

　奈な菜な緒おさんは息を短く吐くと、右手で頬ほお杖づえをついた。

「確かに……話に聴きく限りでは、真ま面じ目めに恋愛してきた感じだな……」

「もちろんっすよ」

　イチゴのへたをよけながら、代沢圭は満足げにうなずいた。

「これでわかったっすよね？　結けつ構こう俺、恋れん愛あい関係しっかりしてるんすよ」




「全部で四回だってさ」

　俺たちのテーブルに移動し、奈菜緒さんは言う。

　代沢圭はちょっと前に「じゃあ、予よ備び校こう行ってくるっす！」と店を出て行った。

「思ったより少なめだったなー。中学のときの姉帯さんと小学校の安房さん？　はプロフブックやってるそうだし、調べれば簡単にどういう子かわかるだろ」

「そうですね……ありがとうございました」

「ただなー……」

　奈菜緒さんは腕うでを組む。

「幼稚園のいーちゃん、どうするかだなー……」

「ええ」

　うなずいて、百もも瀬せはぐしゃぐしゃと髪かみを掻かいた。

「なんとかもう少し調べたいのですが、手段は考えなければいけません」

　宇田路の幼稚園に通っていた、ということはその「いーちゃん」は今もこの町にいる可能性があるだろう。代沢圭と同い年なら、俺とも同どう学年ということになる。

　ただ……そうは言ってもさすがに手掛かりが足りない。

　十数年前まえに宇う田た路ろみなとまち幼よう稚ち園えんに通っていた、名前に「い」のつく女の子……きっと何人もいるだろう。どうすれば、そこから代だい沢ざわ圭けいの初はつ恋こいの「いーちゃん」を探し出せるだろうか……。

「うーん……」「んー……」「……」

　三人そろって悩みはじめた、そのときだった。

「……あのー」

　通路からそんな声がして、俺おれは顔を上げる。

「……何してるんですか？」

　そこには──時とき田たさんが。

　去年の秋、奈な菜な緒おさんへの調査を依頼してきた三年生男だん子し、時田郁いく郎ろうさんが立っていた。

「おー、ごめんな急に呼び出して」

　言いながら、奈菜緒さんは自分の隣となりの席を空あけた。

「実はさ、たまたま失しつ恋れん探たん偵ていに会って話しかけたんだけど、その流れで調査手て伝つだうことになったんだ」

　なるほど、奈菜緒さんが呼び出したんだな。

「そうだったんですか」

　納なつ得とくした表情の時田さんに、俺と百もも瀬せは一通り挨あい拶さつした。

　この人と話すのも、去きよ年ねんの調査のとき以来だな……。相変わらずさわやかなイケメン風ふうのルックスに、懐なつかしい気分になった。

　奈菜緒さんがこれまでの調査のことを、ざっくり時田さんに説明する。

「──ってわけで、大だい体たい代沢の恋愛遍へん歴れきはわかったんだけど、幼稚園の『いーちゃん』だけいまいちでさ……」

「はあ、なるほど」

　なんだか妙みように軽い口く調ちようで、時田さんは相あい槌づちを打つ。

「だったら私、みなとまち幼稚園出しゆつ身しんなんで、何か調べられるかもしれませんね」

「……ほんとですか!?」

　俺は思わず、席から立ち上がった。

「ええ、ちなみにその代沢さんは、今いま何年生せいですか？」

「二年生です。もうすぐ三年生になる年ねん齢れいですね」

「ああ、でしたら」

　百瀬の言葉に、時田さんは笑顔でうなずいた。

「ちょうどいいです、弟が同い年なので、きっと家に卒そつ園えんアルバムがありますよ」

　……マジか！

　なんという幸運！

　張り込み中には本気で行き詰まったかと思ったが、奈な菜な緒おさんが来てからは本当にとんとん拍びよう子しだ……。これなら何とかなるかもしれない……！

「では、行きましょうか、私の家！」




　ということで、三十分後ご。

　時とき田た邸てい、二階の南側にある時田さんの個人部べ屋や。

「やっぱりありました！」

　時田さんはその手に何なん冊さつかのアルバムやＤＶＤのようなものを抱え、笑顔で部屋に戻ってきた。

「卒そつアルだけじゃなくて、親が撮とった写真や映えい像ぞうもあるみたいですねー」

「さっそく見てみるか！」

「そうですね」

　言いながら、アルバムのページを開く奈菜緒さんと百もも瀬せ。その隣となりで、なんだかむずがゆい気分になりながら、俺おれは周囲を見回した。

　六畳じようほどの部屋。

　フローリングの床には絨じゆう毯たんが敷しかれ、勉強机づくえやベッドが置いてある。その辺りは俺の部屋と全く変わりがない。

　しかし──壁かべ一面に貼はられたアニメ雑誌付ふ録ろくのポスター。

　机や棚たなにぎっしりと置かれたフィギュア。

　本棚に所ところ狭せましと並ぶ漫まん画が、ラノベ、アニメのソフト……。

　──この時田さん。実はかなりヘビーな部ぶ類るいのオタクなのだ。

　去きよ年ねん依い頼らいをもらったのも、このオタク趣しゆ味みに関する問題がきっかけだった。

　あのときの調査を境さかいに、俺もこういう作品を鑑かん賞しようするようにはなったのだけど……さすがにこの部屋には、どういうリアクションをすればいいかわからなくなる。ていうか、結けつ構こうエロいポスターも貼はってあるぞ……。

「……気にならないんですか？　この感じ……」

　小こ声ごえで奈菜緒さんに尋たずねると、

「ああ、うん」

　卒アルに目を落としたまま、彼女はうなずく。

「もう慣れた」

「……なるほど、すでに結構来てるんですね、ここ」

「……はあ!?」

　納なつ得とくする俺のセリフに、奈菜緒さんは妙みように過か敏びんに反応した。

「し、知らんし！　そ、そんな来てないし！」

　……ふむ。この人、仲良しなのがばれるのが本当に恥はずかしいんだな。

　代だい沢ざわさんがいじりたがってたのもよくわかる……。

「……この組ですね」

　助け舟ぶねを出すつもりか、ページを眺ながめていた百もも瀬せが声を上げた。

　顔を真まっ赤かにしていた奈な菜な緒おさんも、すぐにそれに続く。

「……本当だ、いるな代沢」

　俺おれも首を伸ばし、二人の後ろから写真を確かく認にんした。

　園えん庭ていにずらっと並ぶ園えん児じたちの写真。その下に、一人一人の名前が印刷されている。

「先せん輩ぱい、ここです」

　言って、百もも瀬せが指ゆびさしたところには──一人の気き弱よわそうな男子が写っていた。

　髪かみは盛もられていないし変へん顔がおでポーズも決めていない。泣きそうな顔の男の子。その下には「代沢圭けい」の文字が記されている。

「はー……これが幼よう稚ち園えんのときの代沢さんか……」

　本ほん人にんが言っていたとおり、なんだか「泣き虫」っぽい印いん象しようだった。今とはずいぶん雰ふん囲い気きが違うな……。

　とはいえ、顔のつくりは今の代沢さんのままだ。高めのすっと通った鼻に細い目。間違いなくこの子が成長した結果、今の代沢さんになったのだ。

「で、『いーちゃん』は……」

　言いながら、俺は名前を一つ一つ見ていく。この中に、苗みよう字じか名前が「い」ではじまる女の子がいるはず。

　しばらくそうやって紙し面めんとにらめっこしてから、

「……『い』ではじまるのは、この『伊い藤とう』って子だけだな」

「そうですね」

　俺は息を吐はき頭を掻かいた。

「しかし、参まいったな……」

　もう一いち度ど名前を確かめる。

「伊藤……巧たくみ君くん……。男子じゃねえか……」

　短い髪に喧けん嘩かっ早ぱやそうな表情。「い」で名前がはじまる唯ゆい一いつの園児は──男の子だった。

「これ、どういうことだろ……」

「ありえないことではないでしょう」

　さほど困こん惑わくする様よう子すもなく、百瀬は伊藤君の写真を眺めている。

「男の子が男の子を好きになっても何の不ふ思し議ぎもありません。ホモセクシャルやバイセクシャルの方も、少なからずいるわけですし」

「私の友達にも、一人女おんな好ずきな女がいたわー」

　百もも瀬せの隣となりで奈な菜な緒おさんもうなずく。

「ああ。まあそうだよな……ちょっとびっくりしたけど」

「ですね。のでまずこの伊い藤とう君くんが、代だい沢ざわさんの初はつ恋こいの相手の有力候こう補ほです。ただ」

　百瀬はこちらを向き、床ゆかの上に座り直した。

「これで調ちよう査さ終了というわけにもいきません。もう少し、決め手が欲しいです」




　卒そつ園えんアルバムだけでなく、時とき田たさんのご両親撮さつ影えいの資し料りようも確かく認にんしていく。

　基本的にその被ひ写しや体たいは時田さんの弟さんなのだけど、ところどころ代沢圭けいの姿すがたも見み切きれていた。

　ただ、伊藤君と代沢圭が一いつ緒しよにいるような場面は、一度も映されていない。どうも彼らはそれぞれ違うグループに所しよ属ぞくしていたらしく、頻ひん繁ぱんに交流していたわけではなさそうだ……。

「仲が良かったわけではないようですね、代沢さんと伊藤さんは」

　資料の中にあったＤＶＤ、当時の運動会の映えい像ぞうを時田さんのパソコンで眺めながら、百瀬は顎あごを撫なでている。

「これにもたまに代沢さんが映り込みますが、彼はあくまで自分と同じような、気き弱よわそうな男子ばかりといる様よう子すです。対する伊藤さんは元気のいい男子と常に一緒ですね」

「ほんとだな……」

　かけっこでゴールテープを切る時田さん（弟）を眺めながら、なんだか俺おれは釈しやく然ぜんとしない気分になった。

「これで好きだったとか、ちょっと実感がわかないな……」

「私も同どう感かん」

　奈菜緒さんもソファの上で腕うでを組む。

「そんなにいっぱい映像見みてるわけじゃないからはっきりは言えねーけど、むしろ代沢をいじめてたのが伊藤グループだったんじゃないかって気がする」

　……それは俺も同じようなことを思っていた。どちらかというと、伊藤君は弱いものを助けるタイプというよりも、組の中でも王おう様さま的なポジションにいそうな男の子だった。あくまで、映像を見た印いん象しようでは、だけれど。

「でも、そういう強いやつを好きになっちゃうこともあるのかもしれないですよね……」

「まーそういうやつもいるだろうけどな」

　話しているうちに、映像は昼休み、皆で弁べん当とうを食べているシーンに切り替わる。

　時田家けも園えん庭ていの隅すみにシートを敷しき、家族で仲なか睦むつまじく弁当をつついていた。

　そしてちょうどその奥に──代沢一いつ家かも腰を下ろしている。

　画面の中で代沢圭は、

「──いやだ！　いやだ!!」

　何か嫌いやなことでもあったのか、母親に縋すがり付いて泣き声を上げていた。

「おがあざん！　いいごいいごおお！」

　その手に何かのへたを持ったまま、彼はボロボロ涙をこぼしている。

「甘あまえん坊ぼうだなーこいつ」

　あきれたような声を上げつつも、奈な菜な緒おさんの表情はどこかほほえましげだった。

「『いいこいいこ』とか、男の子のくせに恥はずかしくねーのかよ」

「確かに、幼よう稚ち園えんの頃ころとかもう結けつ構こう男の子はカッコつけたがりますよね……」

　言いながら時とき田たさんの方を向くと、

「そうですね。私も当時は、ポケモンごっこで強いポケモン役を取ろうと必ひつ死しでした……」

「あー！　やりましたねポケモンごっこ！」

　そんな会話をする横で、百もも瀬せは卒そつアルを再び手に取った。

　彼女はページをめくり、しばらく代だい沢ざわ圭けいの組の写真を眺ながめると……こんなことを言い出す。

「──近いうちに、忍野おしのさんを部室に呼び出しましょう」

　──奈菜緒さんと時田さんが、ぽかんとする。

「……え、なに、どうしたの？　急に……」

　怪け訝げんそうな顔で奈菜緒さんは尋たずねた。

「忍野さんて、今回の依い頼らい者しやっしょ？　なんか気になることがあった？」

「そうですね、ちょっと『あること』に気が付いたのです。まだ確かく信しんは持てませんが、おおむね今回の調査はこれで完了なのではないかと」

「……マジで!?」

「ええ。ただ、一つ依頼者本ほん人にんに確かく認にんしたいことがありまして、呼び出して直接聞ききたいなと」

「……本当ですか？」

　奈菜緒さんの隣となり、時田さんもいまだに百瀬の言うことが信じられない様よう子すだ。

「いや、以前の依頼のこともありますし、疑うつもりもないのですけど……探たん偵ていさんが持っている情報は、私とそんなに変わらないですよね？　たったこれだけの状況で、一体何なにがわかったのですか……？」

「それはこれから説明いたします。というのも」

　言って、百瀬は時田さんと奈菜緒さんの顔を順じゆん番ばんに見た。

「ちょっとお願いしたいことがあるのです」




「すみませんでした、突然お邪じや魔ましちゃって……」

　時田邸ていの前で、俺おれは見送りに来てくれた二人に頭を下げた。

「でもほんとに助かりました。おかげさまで、調査もなんとかなりそうです」

「ありがとうございました」

　俺おれに続き、百もも瀬せもちょこんとお辞じ儀ぎする。最近こいつも、少しずつ最さい低てい限げんの礼れい儀ぎを覚えはじめたようだ。

「いえいえ全然です！」

「そーだよ！　なんか、私らも楽しかったし！」

　時とき田たさんと奈な菜な緒おさんは、隣となり同どう士しそう言って笑った。

「つーか、話に聴きいてたとおりほんとにすげえな……。映えい像ぞうと写真だけで、あそこまで考えられるとか……」

「でしょう！」

　感かん慨がい深ぶかげな奈菜緒さんに、時田さんは誇ほこらしげに胸を張った。

「だから言っていたじゃないですか！　すごい人たちなんだって！」

「別にお前が自じ慢まんすることじゃねーだろ！」

　言って、奈菜緒さんは時田さんの首くび元もとにチョップを入れた。

　そして、彼女はちょっと迷ったようにもじもじすると、

「てゆーかあれだ……時田と私がその……こういう感じになれたのは二人のおかげだなんだよな……」

　視線をそらし、頬ほおを赤く染そめた。

「本当に、感謝してるから……ずっと、お礼も言いたくて……」

「そ、そうなんです！」

　首を撫なでていた時田さんも、慌あわてたようにこちらを向いた。

「調査をお願いしたときは、最後ドタバタしてしまってきちんとご挨あい拶さつもできませんでしたし……。本当に、ありがとうございました……」

　真まっ赤かな顔の二人に、なんだかこちらまでおろおろしてしまう。

「あ、いや、そんなわざわざお礼なんて！　できることしたまでですから！」

「でも、ほんとありがたかったよ……だからその」

　奈菜緒さんは視線をこちらに戻し、ニヤッと笑った。

「そっちの二人も、幸せにな」

「……！」
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　……気付かれてたのか、俺と百瀬の関係。

　特にそれらしい言げん動どうをこの人たちの前でしたつもりもなかったのに……なんだか恥はずかしい。

「ありがとうございます……」

　百瀬と二人、顔を赤くしながら頭を下げた。

「お互い、これからも上う手まく行くよう頑がん張ばりましょう……」

「……おう、そうだな！」
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「お忙いそがしいところ、ご足そく労ろういただきありがとうございます」

　数日後ご。

　放課後のミス研部ぶ室しつにて。

　百もも瀬せは忍野おしのさんを前に、静かに口を開いた。

「いくつか伺うかがいたいことがあり、今日きようはお呼びしたのです」

「そうなんだ。何？　何が聴ききたいの？」

　尋たずねる忍野さんは、依い頼らいに来た日よりもずいぶんと落ち着いた様よう子すだ。声を荒あらげることも眉まゆを吊つり上げることもなく、彼女はクライアントシートに腰かけている。

　やっぱりあのときは、相そう当とう気持ちが高ぶっていたんだろう。

「はい、では早さつ速そく伺わせていただきますが」

　百瀬は両手でぐしゃぐしゃと髪かみを掻かいた。

「忍野さんは先せん日じつ依頼に見えた際、去きよ年ねんご両親が離り婚こんされた、とおっしゃっていましたね？」

「……ああ、うんそうだね。春頃ごろのことだけど」

「では、現在の苗みよう字じは以前とは別のもの、となりますでしょうか？」

「……そうだよ」

　怪け訝げんな表情でうなずく忍野おしのさん。恋人の過去に関する依い頼らいをしたのに自分のことを訊きかれ、意い図とが理解できないのだろう。

「なるほど。では、旧きゆう姓せいは──『昭あき島しま』でよろしいですか？」

「……えっ」

　忍野さんはその目を見開いた。

「そうだけど……なんで知ってるの……？」

「ふむ。やはりそうですね」

　満足げに言って、百もも瀬せは椅い子すに座り直す。

「では、これで調ちよう査さ完了ということで間違いなさそうです。ここからは、結けつ果か報告とさせていただきます」

「は、はい……」

　いまだにいまいち流れがつかめない様よう子すで、忍野さんは首を縦たてに振った。

「今回のご依頼は、聞き込みと代だい沢ざわさん本ほん人にんの張り込みのほか、プロフブックの確かく認にんやその他資し料りようの閲えつ覧らんにより調査させていただきました。その他た資料というのは、代沢さんが通っていた幼よう稚ち園えんの卒そつ園えんアルバムなどですね」

「へー……そんなのまで調べてくれたんだ」

「はい。結果、わかったのはまず、代沢さんがこれまで恋をした回数は、今回の忍野さんへの恋を含め計けい四回だったということです」

「……四回」

　眉まゆを顰ひそめ、忍野さんはその言葉を繰り返した。

「思ったより少ないな……」

「続いて残りの三人の詳しよう細さいも判はん明めいいたしましたので、そちらを説明させていただきます」

　百瀬は順じゆん番ばんに、代沢君が恋をしてきた女の子の説明をはじめた。中学のときの姉あね帯たいさん、小学校のときの安あ房ぼうさんと、時じ系けい列れつをさかのぼる形で。この二人は、プロフブックで現在の様よう子すも確認済ずみだ。確実で詳細な情報を、忍野さんに教えることができる。

「ふーん、やっぱり派は手でめの子ばっかりだね……」

　二人に関する話を聞き、忍野さんは腕うでを組む。

「まあ、予想どおりってところかな……」

「そして最後、幼稚園時代の『いーちゃん』ですが──この方の素す性じようを探るのには、少々時間がかかりました」

　百瀬が顎あごを撫なで、忍野さんがうなずいた。

「代沢さんが『本ほん名みようを覚えていない』と主張された上、彼らが一いつ緒しよの幼稚園に通っていたのはもう十年以上前まえのことです。調べようにも、なかなかその手段がなかったのです。ただ、当時二人が通っていた幼よう稚ち園えんがこの宇う田た路ろ市しにある『みなとまち幼稚園』であること、現げん在ざい高校二年生にあたる年ねん齢れいであることはわかりました。なので私たちは、その年のみなとまち幼稚園の卒そつ園えんアルバムを持っている知ち人じんに協力を求めました」

　百もも瀬せは鞄かばんを漁あさり、時とき田たさんから借りてきた卒園アルバムを取り出す。

　と──その表紙を見た忍野おしのさんの表情に変化があった。

　口をわずかに開け、目を細める彼女。

　構わず百瀬は説明を続ける。

「これがその知人に借りてきた卒園アルバムなのですが──このページに代だい沢ざわさんが載のっていますね。ここです」

　百瀬が指ゆびさすと、忍野さんはこくりとうなずいた。

「……本当だね。今とはだいぶ違うけど結けつ構こう面おも影かげが残ってる。ちょっとかわいいな……」

「はい、そしてこの組にいる『いーちゃん』。名前か苗みよう字じの頭に『い』がつくのは──この伊い藤とう巧たくみ君くんだけです」

「うん……」

　口くち元もとに手を当て、しばらく唸うなってから忍野さんは百瀬の方を向いた。

「え、なに？　圭けいの初はつ恋こいの人は、男の子だったってこと？」

「その可能性が考えられました。ただ、次にお見せする映えい像ぞうをきっかけに、私の中ではもう一つの説が立ち上がりました」

　百瀬のそのセリフに、俺おれはポケットからスマホを取り出し忍野さんに向ける。

　そして、動どう画がファイルフォルダの中から例の「運動会」の動画を選び再さい生せいした。

　小さな画面に、園えん庭ていを元気いっぱい走り回る園えん児じたちの姿すがたが表ひよう示じされる。

「……はー。これ、圭が幼稚園のときの動画、ってことだよね」

「そうですね。そして実際、次のお昼休みのシーンでも代沢さんは画面に映り込んでいます」

　百瀬がそう言うと同時に、画面が切り替わった。

　仲良さそうにお弁べん当とうを食べる時田家けの皆さんと、その向こうに映る代沢家。

「あ、いたいた……」

　忍野さんが身を乗り出す。

「チャラ男おじゃない圭……かわいい……」

　そしてしばらくすると、

『──いやだ！　いやだ!!』

　代沢圭は、お弁当箱を片手に派は手でな泣き声を上げた。

『おがあざん！　いいごいいごおお！』

「うわー、甘あまえん坊ぼう」

　こらえきれない様よう子すで笑う忍野さん。

「いいこいいことか、赤ちゃんみたい……」

「そうですね、私も最初は同じようなことを思いました」

　百もも瀬せは左手で髪かみを掻かき、反対の右手で、

「ただ、ここをご覧らんください」

　スマホのディスプレイ、代だい沢ざわ圭けいの手の辺りを指さす。

「代沢さんが持っているのはイチゴのへたです。先日、張り込みの際にも代沢さんはイチゴパフェを食べていました。好こう物ぶつだったそうですね」

「そうだね。あいつ、フルーツとか大好きで……特にイチゴは最低週しゆう一いちは食べてたみたい」

「ということは、代沢さんはこの頃ころからイチゴが大好きだったのかもしれません。そこで私の中に、一つの仮か説せつが生まれました」

　百瀬はまっすぐ、忍野おしのさんの目を見る。

「先ほどの『いいごいいご』と聞こえるセリフ、これは実は──『イチゴイチゴ』と言っているのではないかという仮説です」

「……あー……」

　数すう瞬しゆんの間を置いて、忍野さんはこくこくとうなずいた。

「幼よう稚ち園えんくらいの年ねん齢れいですと、『ち』や『しゅ』など発音が上う手まくできない子がたまにいます。ゆえにこれは『ち』が上手く発音できず、『イチゴ』が『いいご』になってしまったのではないかと。実じつ際さい現在も、代沢さんは少し滑かつ舌ぜつが悪い様よう子すでした」

「うん……確かに圭……『い』の段の発音が苦にが手てだって言ってた……」

「だとすると、新たな可能性が出てきます──『いーちゃん』が、本来は『ちーちゃん』だった可能性です」

　……少しずつ、忍野さんの表情にうろたえるような気け配はいがにじみはじめた。

　この段階で、ことの真しん相そうを理解しはじめたのかもしれない。

「では、卒そつ園えんアルバムで名前か苗みよう字じが『ち』ではじまる人を探してみましょう」

　百瀬はもう一度アルバムを広げ、名前を指で一つ一つ確かく認にんしていく。

　そして──

「一人だけいましたね」

　──その指は、ある女の子の名前のところで止まった。

「『昭あき島しま千ち尋ひろ』さん。現在の忍野さんです」

　そこに映っているのは──ショートカットのよく似に合あう、明るい笑顔の女の子だった。

　髪かみ型がたは今とずいぶん違う。顔のつくりにだって変化が見られる。それでも、そこかしこに見られる特とく徴ちよう、口くち元もとのほくろや凛り々りしい眉まゆが──彼女が現在の忍野さんであることをはっきり物語っていた。

「……確かにさ」

　額ひたいに手を当て、忍野おしのさんは吐き出すように言った。

「私、みなとまち幼よう稚ち園えん出身だし、アルバム見せられたときは驚いたけど……まさか、圭けいと同じ組だったなんて……全然覚おぼえてなかった……」

「ということで」

　百もも瀬せはアルバムを閉じ、髪かみをぐしゃりと掻かく。

「このことに気付いた私は、代だい沢ざわさんとも知り合いである知ち人じんに頼み、彼に話を聞きに行ってもらいました。そのときの音声が、こちらです」

　百瀬に促うながされ、俺おれはスマホで音声データを再さい生せいする。

　流れ出したのは、

『──つーか、気付いちゃったんだけど』

『はい、なんすかね……？』

　奈な菜な緒おさんと、代沢圭の声だった。

　時とき田た邸てい訪ほう問もんの日、最後に百瀬が奈菜緒さんにお願いしたのは、これだ。

　代沢圭に「いーちゃん」の正しよう体たいを確かく認にんしに行ってもらったのだ。

『お前この間さ、幼稚園の頃ころ「いーちゃん」って子が好きだったって言ってただろ？　それって──』

　卒業アルバムのページをめくる音がする。

『──この昭あき島しま千ち尋ひろちゃん。つまり、この間まで付き合ってた忍野千尋ちゃんじゃね？』

　奈菜緒さんはそういう結けつ論ろんに至った経けい緯いを説明する。彼かれ氏しの家に卒アルがあったこと、映えい像ぞうで「いいごいいご」と泣いていたことなどを、失しつ恋れん探たん偵ていの存在を伏せながら。

『だからさ、きっとお前の初はつ恋こいの相手はこの、昭島千尋ちゃんなんじゃないかと思ったんだけど……どうよ？』

『……いやいやいや』

　代沢圭は、参まいったような声を上げた。

　そして彼は、迷うようにしばし沈ちん黙もくしてから、

『……察しが良すぎですよ……なんでそこまで、わかったんすか……』

　観かん念ねんしたようにそう答える。

『ふん。女子はこういうことには鋭いんだよ。ていうかお前、こないだ「いーちゃんの本ほん名みよう忘れた」とか言ってたよな？　本当は全然覚おぼえてたんじゃねーか』

『当たり前じゃないっすか！』

　代沢圭の声に力が込もる。

『初恋の女の子ですよ！　忘れるわけないっすよ！　まあ……向こうは俺おれのこと、完全に忘れてたんすけどね……』

『そうだろうな。十年以上前まえのことだろうし、覚えてろって方が無む理りがあるだろ』

『……そうっすけど……でも、千ち尋ひろ本当に、いろんなことすぐ忘れちゃう子で……』

　代だい沢ざわ圭けいの口く調ちように、切せつなげな成せい分ぶんが混じりはじめた。

『俺おれの誕たん生じよう日びとか、付き合った記念日とか、そういうの、全然覚おぼえててくれないんすよ……』

『……マメだなーお前』

『そうなんすかね……。でも、彼女にはそういうの、忘れないでほしかったんです……』

『……まあ、その気持ちはわかんなくもないけどさ』

『だからきっと……きっと、大学バラバラになったら、すぐ俺のこと忘れるだろうなって……不安になっちゃって……』

　──目の前から、息をのむ音が聞こえた。

　顔を上げると、忍野おしのさんが口くち元もとに手を当て、目に涙を浮かべている。

『もしかしてお前……だから千尋ちゃんと別れたのか？』

『……そうっすね。仕方ないとはいえショックだったんすよ、幼よう稚ち園えんのときのこと、全然覚えてなかったの。もうあんな悲しい思い、できればしたくなくて……』

『そういうことか……』

「──これでおわかりいただけたでしょう」

　百もも瀬せはスマホに手を伸ばし、音声の再さい生せいを中ちゆう断だんした。

「代沢さんが最初に好きになった女の子、初はつ恋こいの『いーちゃん』は忍野千尋さん。あなたです」

「……そっか」

　口に手を当てたままで、震える声で忍野さんはうなずいた。

「そうだったんだ……圭は……私が忘れてたから……」

「そのようですね。その不安が、彼に別れを決意させたようです」

　……部室内ないに流れる沈ちん黙もく。

　たっぷり数秒間かんほど経たってから、

「……なら」

　顔を上げ、忍野さんは涙をふく。

「私やっぱり……圭と話さなきゃ」

　その表情には、迷いもいら立ちも全く見えなかった。

「圭がそうやってずっと、私のこと覚えていてくれて……好きでいてくれたなら……ちゃんと謝らなきゃ。それにやっぱり私──簡単に終わらせたくない」

「そうですか」

「今度は忘れないって……ずっと圭のこと考えて二年過すごすって……約束したい」

「解わかりました」

　百もも瀬せはぐしゃりと髪かみを掻かいた。

「では、以上で調査結けつ果かの報告を終わります。この事実をどう受け止めるかはあなた次し第だいです。でも、いつかまたあなたに恋の終わりが訪れたら、そしてそれにどこか引っかかりを感じていたら、もう一度ここにいらしてください」

　言って、百瀬はその表情を緩ゆるめた。

「──失しつ恋れん探たん偵ていが、あなたの恋の終わりをお手伝いします」
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「初はつ恋こいって、やはり特別なものなのですね」

　忍野おしのさんが去った部室で、百瀬は髪かみを掻かきつぶやくようにそう言った。

「……どうしたんだよ、急に」

「あのですね。以前も言ったとおり、私が初めて好きになったのは先せん輩ぱいです。今まさに、私は初恋の最さい中ちゆうなのです。なので、忍野さんや代だい沢ざわさんが他の恋れん愛あいと比べてそれを重じゆう要よう視ししているのが、なんだか新しん鮮せんだったのですよ」

「……なるほどね」

　確かに、多くの人にとって「初恋」は大切で、特別なものだろう。

　友人と話していても初恋の人を忘れられないやつは何人かいたし、そのときの記き憶おくを宝たから物ものみたいに扱うやつもいた。

　そして俺おれ自身──自分の初恋は大切な、とても大切な思い出だった。

　一生忘れられないであろう、俺という人間を形かたち作づくった恋愛だった。

　──だから、

「それとですね」

　そう前まえ置おきしてから百瀬が続けた言葉に──俺はドキリとする。

「──先輩の初恋が、どのようなものだったのかも気になりました」

「……俺の初恋？」

「ええ」

　百瀬はうなずいた。

「こういう話、これまでしたことがありませんでしたし、是ぜ非ひ知りたいなと」

　……彼女の言うとおり、俺はこれまで過去の恋愛について、自分から口にはしないようにしていた。言う必要もなかったし、機き会かいもなかったし……何より、今の恋人にそういう話をしていいものか、わからなかったから。

　ただ、本ほん人にんが望むのなら話しても問題はないか……。そういうのを知ってこそ、仲が深まる部分もある気がするし。

「……そうだなー、小学校の三年のときだったな。もう……八年くらい前のことになるのかな」

　当時のことを思い出しながら、俺おれは話しはじめる。

「相手は、近所に住んでた年とし上うえの女の子だったよ」

「年上の女の子ですか」

　ちょっとだけ唇くちびるを尖とがらせ、百もも瀬せは顎あごを撫なでた。

「どのような経緯いきさつで知りあったのでしょう？　どんな関係だったのですか」

「確か最初は……公園で偶ぐう然ぜん出会ったのがきっかけだったと思う。それからは、本を貸し借りして、感想を言い合うことが多かったな。ていうか、実はミステリを好きになったのもその人に見せてもらったからなんだ」

「はあ、ミステリファンの女の子だったのですね？」

「うん、向こうもまだ小学生だったけど、結けつ構こういっぱい読んでるみたいで俺もそれに影えい響きようされてさ……」

　言いながら、懐なつかしい気き分ぶんが胸にこみ上げる。

　あの頃ころは、あの人と話す口こう実じつが欲しくてミステリを読んでいるようなものだった。だから俺が読むのは常に、あの人から教えてもらったものばかり。いつの間にか本当にミステリ好きになり、彼女のことも関係なく過去の名作を漁あさるようになったのだけど……彼女への恋がなければ、ミス研に入部するようなこともなかったと思う。

「そうだったのですか……」

　百瀬は髪かみをぐしゃぐしゃと掻かき、頬ほおを膨ふくらませた。

「先せん輩ぱいに大きな影響を与えた恋れん愛あい、というわけですね……」

「うん……」

「なんだか悔くやしいですね……他の女の子にそういう役割を取られてしまったのは」

　ふてくされたようなその表情に、焦あせると同時にほほえましい気分になった。やきもちを焼かれるのは、ちょっとだけうれしい。

「まあまあ、それは……仕方がないよ。当時は知り合ってもいなかったんだし……」

「むー……そうではありますが」

「でもこれからは」

　言って、俺は百瀬から視線をそらす。

「百瀬が俺に一番影響を与えるんだから……多分一いつ生しよう影響を与えるんだから、それでいいんじゃないかって思うけどな」

「……」

　百瀬は無む言ごんで髪を掻く。うつむき気ぎ味みのその頬がわずかに赤くなっていることに気付いて、俺も今いま更さら自分のセリフが恥はずかしくなった。

「……確かに、そうですね。ちなみに、他にはその年上の子がどんな子だったか覚えていませんか？　敵てき情じよう視し察さつをしておきたいです」

「敵って……。うーん、そうだなー……」

　言いながら、彼女のことを思い出す。

「実は、名前も知らないままなんだよな……。えっと、かなり背は低かったよ。俺おれよりも十センチくらい小さかったかも。だから、最初は年とし下しただと思ってたんだよなー。で、色いろ白じろで、黒くろ髪かみで……そうそう。いつも手に革かわのカバーかけた文ぶん庫こ本ぼん持ってたんだ！　その内面の大人おとなっぽさと、見た目のギャップが──」

「──ちょっと待ってください」

　唐とう突とつに、百もも瀬せが話を遮さえぎった。

　無む口くちな彼女にしてはこんなことは珍めずらしい。どうしたのだろう。

　そして、視線を前に向けた俺は──彼女の目の色が変わっていることに気が付く。

「革のカバーを、本にかけていたのですか？」

「え、うん、そうだけど……」

「先せん輩ぱいの年とし上うえの、色白で黒くろ髪かみの女の子、ですよね？」

「う、うん」

「……え、ええっと」

　珍しくうろたえた様よう子すで、彼女は鞄かばんを漁あさりはじめる。

「まさかとは……まさかとは思うのですが、その革のカバーって……」

　彼女は「あるもの」を鞄から取り出した。

「……これじゃないですか？」

　その手にあるのは──年ねん季きが入り、くたびれた革の文庫本カバーだった。

　間違いない……初はつ恋こいの彼女が持っていたものだ。

「え……な、なんで百瀬がこれを──」

「──これなのですね？　その女の子が持っていたのは、このカバーなのですね？」

「う、うん……」

「で、では、その女の子というのは──」

　俺の問いには答えず、百瀬はもう一いち度ど鞄に手を入れる。

　その表情からは完全に余よ裕ゆうが消え去っていて、俺も不安を覚える。

　彼女は財さい布ふを引っ張り出し、その中から一枚のボロボロの写真を取り出すと、

「──こ、この子ではありませんか……？」

　ひどく震える手で、こちらに向けた。

　そこに写っていたのは。

　色白な頬ほおに黒くろ目めがちの大きな瞳ひとみ、綺き麗れいな黒髪の小こ柄がらな女の子。

　──あの日の、初恋の相手だった。

　そして俺おれはようやく……ここにきてようやく、彼女が百もも瀬せと瓜うり二ふたつであることに気付く。

「ど、どういうことだよ……全然意い味みが……」

「この人は」

　百瀬はかすれた声で、こう答えた。

「この人は……八年前に亡なくなった、私の姉です」
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「あっという間のことでした」

　姉の病気について、百もも瀬せはそう言った。

「熱が引かなくて連れていかれた病院で病名が判はん明めいしてから、ほんの数か月しか保もちませんでした。亡なくなったのは、八年前の秋のことです」

　八年前の秋──公園で彼女を見かけなくなって、しばらくした頃ころだ。

　俺おれが知らない間に彼女は病やまいに蝕むしばまれ……ひっそりと息を引き取った。

　ショックだった。

　うろたえた。

　突然知しらされた「初はつ恋こいの人の死」という事実に。

　そして後こう悔かいした。百瀬にそんな話をしてしまったことを。

　家族がいなくなってしまうなんて、俺には想そう像ぞうもできないほどつらい出で来き事ごとだったはずだ。不ふ可か抗こう力りよくだったとは言え、うっかりそこに足を踏み入れた自分に、話題に出してしまった自分に怒りすら覚えた。

　だが──あれから数日。

　百瀬本ほん人にんが、そのことを気にする様よう子すは、気に掛ける気け配はいは……全く見られなかった。

　今だって、

「……うれしそうだな」

「ええ」

　帰り道の途と中ちゆうの坂道、隣となりを歩く百瀬は、本屋の紙かみ袋ぶくろを手に頬ほおをほころばせている。

「この限げん定てい版ばん、なかなか手に入らないのですよ。お店に残っていてよかったです。それに実はですね、この漫まん画がの主人公こう、顔や性格が先せん輩ぱいに似ているのです。なんだか応おう援えんしたくなるのです」

　──姉と俺の関係を知った直後こそ驚いていた。ショックを受けたようにも見えていた。

　しかしそれ以い降こう、彼女は特にそこに触れることもなく、完全に、完かん璧ぺきにこれまでどおりであり続けている。

　……気にしていないのだろうか。

　驚くべき事実が判はん明めいしたと思うのだけど、何とも思っていないのだろうか。

　だとしたら、俺としてもほっとするところなのだけど……本当に全く変化が見られないことに、その話題すら出さないことに違い和わ感かんを覚える。

「……はぁ」

　小さくため息をつき、視線を百瀬から前に戻した。

　昨日きのう降った雪がすでに除のけられた、急な坂道。

　……色々と気にはなるが、俺もとりあえずはこれまでどおりでいよう……。

　いつかはもう一度、姉について話す機き会かいがあったほうがいいのかもしれない。けれど、現状百もも瀬せがこれまでと変わらない様よう子すでい続けているのなら、それに合わせるのがきっとベストなのだ。迂う闊かつなことをして、もう一いち度ど百瀬にショックを与えるようなことは絶対にしたくなかった。

　と、そんなことを考えながら歩いている俺おれの視し界かいに、

「……ん？」

　ふと気になる光こう景けいが映り込む。

「……おい百瀬、あれ……」

　俺が指さす先には、小さな公園がある。

　そしてその園内、ブランコの辺りで、小学生らしき女の子三人が何やら話し込んでいた。

　──全員が、ひどくおびえたような表情で。

「どうしたのでしょう」

　悪い予よ感かんを感じ取ったのか、百瀬も眉まゆを顰ひそめる。

「なにやら不ふ穏おんな気け配はいですね」

「トラブルに巻き込まれた、とかじゃなきゃいいんだけどな……」

「声をかけに行ってみますか？」

「……そうするか」

　うなずいて、俺と百瀬は公園の方に向かって歩き出した。

　ただ、

「あの、一応、不ふ審しん者しやとして通つう報ほうされないよう気を付けてくださいね」

　……百瀬のそのセリフに、俺は緊きん張ちよう感かんを覚える。

「わ、わかった……」

　確かにその辺、今センシティブだからな……。




「こんにちは！」

　できるだけ朗ほがらかな笑えみを作りながら、俺は女の子三人にそう声をかけた。

「どうしたのかな？　何か困っているみたいに見えるけど……お兄にいさんに力になれることだったら、手助けするよ！」

　……よし、明るい口く調ちようでさわやかに尋たずねることができた。まかり間違っても、「声かけ事じ案あん」として通つう報ほうされることはないはず……。

　が──

「……ちょっとアンタ、なによ！」

　──女の子のうちの一人、金きん色いろに近い茶ちや髪ぱつの女の子が、警けい戒かい心しんに満ちた目をこちらに向けた。

「もしかして変へん態たい？　私たちにいたずらするつもり？　その気なら、いつでも通報できるのよ！」

　彼女はスカートのポケットをまさぐると──印いん籠ろうでも見せつけるかのように、子供用携けい帯たいをこちらに差し出した。

「あ、いやいや！　そ、そういうわけじゃないよ！」

　いかん。さっそく警察沙ざ汰たの気け配はいが……！

「ほら、なんか本当に怖こわがってたみたいだし……そこの稲いな穂ほ小学校の子かなと思って！　俺おれもあそこ通かよってたからさ！」

「……ああ、卒業生の方なんですね」

　三人のうちの一人、黒くろ髪かみの真ま面じ目めそうな女の子が俺の顔を見上げた。

「そちらのお姉ねえさんも、ですか……？」

「うん、そうだよ」

　それまで一歩引いて見ていた百もも瀬せが、話の輪に加わった。

「今いま高校一年生だから、四年前まで通ってたんだ」

「そうだったんだー……」

　少々ぼーっとしたロングヘアーの子が、安心したようにうなずく。

「急に知らないお兄にいさんに話しかけられたから、びっくりしたー……」

「そうだよね。ごめんね」

　百瀬は身をかがめ、視線の高さを彼女たちに合わせる。

「でも本当に、すごくおびえてるように見えたから、お姉さんたち、どうしたのかなって心配になったんだ」

「……そうか」

　茶ちや髪ぱつは腕うでを組み視線を落とす。

　警けい戒かい心しん全ぜん開かいだった彼女も、百瀬の登場にやや気持ちがほぐれた様よう子す。

「それならまあ、話してみてもいいか……。いいよね？　蒼そ空ら」

「う、うん……いいよ。隠かくすようなことでもないし」

「わかった」

　真面目そうな女の子──蒼空ちゃんの了りよう承しようを得て、茶髪は百瀬の方を向いた。

「……あの、実はさ」

　彼女は蒼空ちゃんを指さす。

「蒼空にラブレターが来たんだよ──幽ゆう霊れいからのラブレターが」

「……へ!?」

　幽霊からのラブレター？　どういうことだ……？

「もう樹じゆ利り亜あ！　幽霊って決まったわけじゃないでしょー！」

　蒼空ちゃんが困ったような顔で抗こう議ぎした。

「やめようよーそういう言い方するの……」

「でもあれは、幽ゆう霊れいじゃないとあり得ないだろ！　な、密ひそか!?」

「うん……幽霊だと思う……」

　ぼーっとした女の子──密ちゃんも、青ざめた顔でうなずく。

「もしよければ。詳くわしく教えてくれないかな？」

「あ、うん、昨日きのうのことなんだけどさー……」

　百もも瀬せの問いにうなずくと、樹じゆ利り亜あちゃんは声を潜ひそめ説明をはじめた。

「蒼そ空らと密は日につ直ちよくでね──」

　──彼女の話を要よう約やくすると、こういうことだった。

　昨日、備び品ひんの片付けなど日直の仕事を終えた蒼空ちゃん、密ちゃんは、教室に戻り鍵かぎを閉め、その鍵を先生に返へん却きやくしたうえで帰き宅たくした。

　しかし、帰り道の途と中ちゆう、蒼空ちゃんは宿しゆく題だいで使う道具を教室のロッカーに忘れたことに気付く。彼女は学校に戻り先生のもとを訪ねると、事情を話して教室の鍵を開けてもらうことになった。

　すでに日が落ちていることもあり、教室には先生もついてきてくれた。帰き宅たくする準備もできていたらしく、鞄かばんやコートを持ったうえで。

　教室の鍵を開けてもらい、蒼空ちゃんはロッカーにしまっていた道具を回かい収しゆう。帰ろうとしたところで──彼女は自分の机の上に手紙が置いてあることに気が付く。

　──つい先ほど、自分たちが鍵を閉めるときには、なかったはずの手紙が。

　おかしいな、と思い中なか身みを確かく認にんすると、「いつも見ています」なんて文ぶん面めんの、ラブレターとしか思えない内容だった。差さし出だし人にんは、記き載さいなし。

　そこにきてようやく、蒼空ちゃんは薄うす気き味み悪さを覚える。

　教室はずっと鍵が閉められていたはずなのに──誰だれがこの手紙を置いたのだろう。

　先生に事情を話すと、廊下で待たい機きしていた彼は教室に入り、窓など出入り口の鍵をチェック、そこが完全に密みつ室しつだったことを確認する。

　ただ、この時点で先生はまだ、何かの勘かん違ちがいくらいに考えていたようだ。彼はおびえてラブレターから目を離せない蒼空ちゃんをよそに、携けい帯たいをいじりつつロッカーや掃そう除じ用具入いれを確認していった。

「何もないなあ。どうやったんだろう。おかしいなあ」

　なんて、ぼやくように言いながら。

　ただ彼は、教きよう壇だん辺りを見て回り、しばらくしたところで──悲鳴を上げた。

「う……うわああああああ！」

　蒼空ちゃんが顔を上げ、先生の方を見ると──彼の足もと、教壇の一部に、真まっ赤かな血だまりが広がっていた。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった二人は慌あわてて教室を出ると鍵を閉め、逃げるように帰宅した。

「なるほど」

　話を聴きき終え、百もも瀬せは両手で髪かみをぐしゃぐしゃと掻かく。

「確かにそれは不ふ思し議ぎな出で来き事ごとだね。怪かい談だんの本にでも載のってそう」

「でしょう！」

　樹じゆ利り亜あちゃんは、恐きよう怖ふと高こう揚ようの混じった顔でうなずいた。

「私もその話を朝あさ聴いて、もうこれ、幽ゆう霊れいに間違いないって！　ちなみにこれが、そのラブレターだよ！」

　差し出されたのは、シンプルな封ふう筒とうとその中に入った一枚の便びん箋せんだった。

　便箋には幼い文字で「いつも見ています」「ずっと好きでした」「僕みたいに思う人がいることを知ってもらいたくて」なんてフレーズがつづられている。話にあったとおり、差さし出だし人にんの名前はなし。冷静に見れば普通のラブレターだけれど、これが夜の教室に置かれていたら確かにちょっと怖こわい。

「ふうん、そうか」

　便箋を手にしばし考えると──百瀬は三人に、こう尋たずねた。

「ねえ、その幽霊の真実──知りたくない？」

「は？」

「へえ……？」

「幽霊の……真実ですか？」

「うん」

　百瀬はうなずく。

「あのね、私たちがきちんと調べれば、どうしてそういうことが起きたのか。なぜ密みつ室しつにラブレターを置くことができたのか、突き止められるかもしれない」

「……本当ですか？」

「ええ」

　蒼そ空らちゃんの問いに、百瀬は力強くうなずいた。

「私たちは──失しつ恋れん探たん偵ていだからね」

　──基本的に、失恋探偵は「失恋をした人」からの依い頼らいを受け、調査をする探偵だ。自分から調査を提てい案あんすることはないし、失恋が絡からまない依頼も受けることはない。

　ただ今回は例れい外がい的てきに、ラブレターをもらった側のために調査を名乗り出るつもりのようだ。百瀬なりに、蒼空ちゃんたちのことを気き遣づかっているのかもしれない。最近この子、少しずつ人の気持ちを思いやるようになってきたしな……。

「じゃ、じゃあ、お願いしたいです！」

　蒼空ちゃんは、必ひつ死しの表情でこくこくとうなずく。

「何であんなことが起きたのか、本当に幽霊の仕し業わざなのか……知りたいです！」

「わかったよ。それでは──失しつ恋れん探たん偵てい百もも瀬せとその助じよ手しゆ野の々の村むら、間違いなく、あなたの依い頼らいを受じゆ理りしました」




　改めてお互い自己紹しよう介かいしたのち、まずは実際に学校へ行き、現げん場ばを確かく認にんすることとなった。

　普通、学校に部ぶ外がい者しやは立ち入ることはできないはずだけど、ＯＢ、ＯＧである俺おれたちなら大だい丈じよう夫ぶだろう。実際、ちょっと前に当時の恩おん師しに挨あい拶さつに行ったりもしたし。

　というようなことはまあいいとして。

　……実を言うと、こんな状況で俺は淡い高こう揚ようを覚えていた。

　ちょっとだけ、ドキドキしていた。

「……密みつ室しつトリックだな」

　隣となりを歩く百瀬に、俺はそう声をかける。

「これ……ミステリの定てい番ばん、密室トリックだよ……」

　──そう、今回のこの調査、多くの推すい理り小説で取りざたされる「密室」の謎なぞを解く調査なのだ。いっぱしのミステリファンとしては、胸が熱くなってしまう。

「そうですね。こういうのに関しては、もしかしたら先せん輩ぱいの方が得とく意いかもしれません」

　髪かみをぐしゃぐしゃと掻かき、百瀬はほほえんだ。

「是ぜ非ひ、トリックを見み破やぶってもらえればと思います」

「おう……頑がん張ばってみる！」

　典てん型けい的てきな密室トリックのパターンはすでに何通りも頭の中に入っている。

　この知ち識しきを活用すれば、これまで調査ではあまり活かつ躍やくできなかった俺も、何かしら役に立てるはずだ。

　見えてきた小学校校こう舎しやを見上げると、俺は深しん呼吸して気き合あいを入れ直した。

「とりあえず、俺たちは来らい客きやく受付に行こう。蒼そ空らちゃん。みんなは昇しよう降こう口ぐちから学校に入っててくれるかな？　俺たちも、すぐそっちに向かうから」




　来客受付で在ざい校こう当時の先生にばったり会ったりしつつ（おかげでスムーズに校内に入れた）、俺と百瀬は蒼空ちゃんたちと再さい度ど合流。校舎の一階にある、彼女たちの教室に到とう着ちやくした。

「ここだよ！」

　教室の、ちょうど中央辺りにある机を指さしながら、樹じゆ利り亜あちゃんは声を上げる。

「この机が蒼空のなんだけど、ここにラブレターが置かれてたの」

「そうなんだ、ありがとう」

　言って、机を眺ながめはじめる百瀬。

　どこかスローな動きの彼女をよそに、俺は教室内ない部ぶを手早く確認していく。

　構こう造ぞう自体は、俺が通っていた頃ころと全く変わらない。

　北側に廊下があり南側には校庭に続く窓がある。昨日きのう降った雪が片付けられていないせいで、二重ガラスの向こうは足あし跡あと一つないきれいな雪せつ原げんになっていた。

　西側の壁には黒こく板ばんがすえつけられていて、その前には教きよう壇だん、教きよう卓たくがある。この辺りに血が流れていたんだな……。もうすでにきれいにふき取られていて、その痕こん跡せきは見当たらないけど。そして、黒板の反対、東側には生徒が使うロッカーと、背の高い掃そう除じ用具入いれがある。

　作りとしては、全国どこでも見られる比ひ較かく的てきスタンダードな形だろう。

　入り口となりうるのは廊下に面した前後二か所の扉とびらと、南側一面の窓か。一階という位置を考えれば……推すい理りの幅はぐっと広がりそうだ。

「どう？　何かわかりそう？」

「うーん、まだ何とも言えないね」

　そんな会話をする百もも瀬せと樹じゆ利り亜あちゃん。

　彼女たちを尻しり目めに俺おれはもう少し教室内を確かく認にんし、

「……ふっふっふっふっふ」

　思わず、そんな声を漏もらしてしまう。

「何よ、急に笑い出して」

「ちょっとキモイ……」

　顔をしかめる樹利亜ちゃん、密ひそかちゃんを、

「二人とも、そんなこと言わないの！」

　蒼そ空らちゃんが慌あわてて諌いさめた。

「謎なぞが解けたよ！」

　胸を張り、宣せん言げんするように俺は皆に言った。

「密みつ室しつ状態の教室にどうやってラブレター置いたのか、もう俺にはわかってしまいました！　やっぱり幽ゆう霊れいじゃなくて、これは人間の仕し業わざなんだ」

「ほんとかよ……」

　疑わしげな目つきで、樹利亜ちゃんは俺を見る。

「なーんか信しん用よう置おけないな……」

「ふふふ、じゃあ説明するよ」

　言って、俺は話をはじめた。

「まず、俺はこの教室に存在する『出入り口』に注ちゆう目もくしたんだ。密室状態とはいえ、人は必ず入り口から入って、出口から出ていくものだからね。で、この教室で人が出入りできそうなのは、廊下に続く扉と窓だ」

　俺はその二つの出入り口のうち──窓の方に近付いていく。

「蒼空ちゃん。確認なんだけど、昨日きのうは窓の鍵かぎをきちんと閉めたうえで学校を出て、その後あと戻もどってきたときにもちゃんと閉まってたんだよね？」

「は、はい、そうですね！」

　蒼そ空らちゃんはこくこくとうなずいた。

「帰るときには私と密ひそかでちゃんと確かく認にんしましたし、戻ってきたときにも、先生が全部チェックしてくれました……」

「そっか、ありがとう。だとすると、普通に考えれば窓からの教室の出入りは不可能だ。この鍵かぎが、しまっていたわけだから」

　言って、俺おれは窓の鍵を開け閉めして見せた。三み日か月づき形がたの金かな具ぐを回転させ、フックに引っ掛けて窓を固定する「クレセント錠じよう」というタイプの鍵。多くの教室の窓に、このタイプの鍵が採用されているだろう。

「ただ俺は──それを可能にする方法を思いついた。まあ、すごく古こ典てん的てきな手段なんだけどね。えっと……誰だれか、ひも持ってないかな？」

「あ、私お裁さい縫ほうセットあります……」

　蒼空ちゃんが教室後こう部ぶのロッカーに向かい、裁縫箱ばこの中からひもを取り出してこちらに渡す。

「ありがとう。で、まずこれを、鍵のつまみの部分に結び付ける。こんな風ふうにね。で、そのひもの先の部分をこう……窓と窓の隙すき間まから外に出した状態で、鍵をかけるんだ」

　実際にやって見せる。鍵のつまみに結ゆわえつけられたひもが、外から引っ張れる形で窓が固定された。

「もうこれを見ればわかるよね？　外からこのひもを下に引っ張れば、鍵が開く。で、教室に侵しん入にゆうしてラブレターを置いたらまた窓から出て──今度はひもを上に引っ張れば、鍵が閉まって密みつ室しつ完成！　ってわけさ！」

「……す、すごい！」

　蒼空ちゃんは言いながら、窓に駆かけ寄り鍵を確認する。

「これなら……確かに人が忍しのび込めますね！」

「ほ、ほんとだ！」

「幽ゆう霊れいじゃなかったんだねー……」

　感かん心しんする三人に、得意な気分になった。

　まあ、ミステリファンからしてみればこれしきの密室、楽らく勝しようなのだ。これまで失しつ恋れん探たん偵ていの調査では活いかし切れずにいたけれど、俺のミステリの知ち識しきもときには役に立つ、ということだろう。

　しかし、

「先せん輩ぱい」

　百もも瀬せはもしゃりと髪かみを掻かきながらこちらを見る。

「残念ながら、その推すい理りは間違いですね」

「……な、なんでだよ！」

「まず、校庭には昨日きのうの昼ひる降ふった雪が一面に積もっています。昨さく晩ばんその上を歩いてきたなら足あし跡あとがついているはずですが──ごらんのとおり、窓の下には足跡はありません」

　……見れば、彼女の言うとおり窓の下にはきれいな雪の平面が広がっている。

「というわけで、窓からの人の出入りがなかったのは間違いありません。それから」

　百もも瀬せは窓まど際ぎわまで歩き、クレセント錠じようを指さした。

「この鍵かぎ、ロックがついてます。指で押しながらじゃないと、開かい錠じようできないようになっているのですね。なので、外からひもで引いて開けること自体が不ふ可能です」

「……ぐっ！」

　あまりに致ち命めい的てきなその指し摘てきに、俺おれはもはや反はん論ろんもできない。

「ほら！　やっぱ幽ゆう霊れいなんだよ！」

「じゃあ、まだこの辺りにその幽霊いるんじゃー……」
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「そ、そんなわけないよ！　……ないと思うんだけどな……」

「ちょ、ちょっと待って皆、もっと推すい理りしてみるから！」

　騒ぎ出した女子三人を慌あわててなだめ、これまで読んだミステリの知ち識しきを総そう動どう員いんする。

「こう、氷でなんとかしたとか……ちがうな、火を使った装そう置ちで鍵を開けた……？　いや、形けい跡せきは残る……実はドアが外はずせるとか……外せない。秘ひ密みつの抜け穴があるかも……ってあるわけないわ……」

「やっぱり幽ゆう霊れいだー！」

「お祓はらい呼んだ方がいいかなー……」

「よ、よし、方針を変えよう！」

　言って、教室中じゆうを歩き回っていた俺おれは蒼そ空らちゃんの前に立つ。

「蒼空ちゃん、例えばラブレターが幽霊の仕し業わざじゃなかったとしたらさ」

「は、はい！」

「誰だれがしたことか、心こころ当あたりってありそう……？」

「……え、ええっと」

　困ったように、蒼空ちゃんは眉まゆを寄せた。確かに、考えてみれば「自分にラブレター送りそうな人いる？」なんて質問、答えにくいだろう。それでも、トリックが見み抜ぬけないなら容よう疑ぎ者しやから探さぐっていくしかない。

「いっぱいいるじゃん！」

　樹じゆ利り亜あちゃんが横から口を出す。

「蒼空ほんと、男子にモテるからねー！」

「そうだよねー……」

　うんうん、と密ひそかちゃんもうなずいた。

「ほらあれ、サッカー部の──」「──いや、バスケ部のフォワードの──」「──学級委い員いんやってるあいつだって──」

　あっと言う間に、何人かの名前が挙あがった。

　話を聴きく限りでは、スポーツもできるイケメンが多いようだ。本当にモテるんだな……。

　それでも、蒼空ちゃん本ほん人にんは、

「……ああ、うう……」

　なんだかピンとこない様よう子すで、もじもじしている。好こう意いは寄せられているけれど、本人としてはそんなに乗り気ではないらしい。もしかしたら、他に好きな男の子がいるのかもしれない。

　まあ、十分に容よう疑ぎ者しやの名前は知ることができただろう。そこから上う手まく推すい理りを展開させられればいい。

　のだけど……、

「あの、先せん輩ぱい？」

　百もも瀬せが声を上げた。

「もう少し情報を収しゆう集しゆうしましょう。今はまだ、何かを判はん断だんするほど事情がつかめていません。蒼空ちゃんと一いつ緒しよに鍵かぎを開けた先生と話がしたいです」

「ああ。そうだな……」

　確かに、蒼空ちゃん一人の証しよう言げんに頼るのではなく、大人おとなに話を聴くことで見えてくるものもあるかもしれない。

「……てことで」

　俺おれは蒼そ空らちゃんたちの方を振り返る。

「昨日きのう蒼空ちゃんと一いつ緒しよに教室に来た先生の話を聴ききたいんだけど……どこにいるかわかるかな？」

「ああ、藤ふじ原わら先生なら……」

「今いま体育館じゃないかなー……？」

　密ひそかちゃんが俺の顔を見上げる。

「藤原先生ね、演えん劇げきクラブの顧こ問もんもしてるのー……演劇クラブは、体育館の舞台で練習したりするからー……」

「ああ！　そう言えば本ほん番ばん近いって言ってたわね！　確かにあそこかも！」

「そっか、演劇クラブね」

　樹じゆ利り亜あちゃんも同意するのを見て、俺はうなずいた。

「じゃあ行こうか、体育館！」




　体育館に向かって、五人で移動する。

　先せん導どうしてくれる蒼空ちゃん、樹利亜ちゃん、密ちゃんたちに、俺と百もも瀬せが続く形で。

　歩いている廊下の脇わき、並んでいる教室はどこも高校とは違ってカラフルで……懐なつかしい気分が胸に湧わき上がった。

「俺と百もも瀬せ、ここに通かよってたんだよな……」

　思わず独ひとり言ごちると、百瀬は首をかしげてこちらを向いた。

「ええ。なんだか不ふ思し議ぎな感覚ですよね」

「……うん」

　つい五年前まで、俺は毎日のようにこの校舎の中にいたのだ。そして百瀬も四年前までランドセルを背負ってここに登とう下げ校こうしていた。想そう像ぞうはつくのだけどあまりその実じつ感かんはわかなくて、百瀬のいうとおり奇き妙みような感覚を覚える。

と、そこで百瀬は前を歩く蒼空ちゃんたちに聴こえないようにか声せい量りようを抑えながら、

「ところで、小学校の頃ころ、といえば」

「ん？　どうした？」

「先せん輩ぱいと姉との仲って、どのようなものでしたか？」

　何なに食くわぬ顔で、そんなことを尋たずねた。

「……」

　突然のその話題に、思し考こうが一いつ瞬しゆんフリーズする。

　……俺と姉の仲？

　どうしたんだ……？　ここまで一度も触れてこなかったのに……なぜ急に、姉の話をここで出すんだ？

「特に意い図とがあるわけではないのです」

　俺おれの心しん情じようを読み取ったのか、彼女は相変わらずの軽い声でそう付け足す。

「なんとなく知っておきたいと思ったのですよ。もしかしたら、私の知らない姉の一面をご存じかもしれませんし」

　……そういうこと……なのか？

　本当にただ、ちょっと気になっただけ？

　確かに、百もも瀬せの口く調ちように含むところは感じられない。逆にそれが不ふ自然な気もするのだけど……本当に、思いついただけのように聞こえなくもない。

　だとしたら……ここは素直に回かい答とうしておくしかないだろう。

「んー……まあそもそも、あの人とはそんなに長い時間一いつ緒しよにいたわけではないんだよな……」

　ちょっと考えてから、俺はそう答えた。

「それこそ、名前も知らなかったわけだし……。道みち端ばたで会って話したり、そのままどっか公園行ったり、それくらいだよ。でも、そのときいつも探たん偵ていもののお話読よんでたから、俺も影えい響きようされて読みはじめて、って感じで……」

「なるほど。ではこう、憧あこがれのお姉ねえさんといった感じだったのでしょうか？」

「……ああ、そうではあったけど」

　言って、俺は小さくためらいを覚えてから、

「どっちかって言うと、守らなくちゃって風ふうにも、思ってたかも」

「守らなきゃ、ですか」

　意い外がいそうな百瀬の声。確かに、小学生の男子が年とし上うえを守らなきゃなんて、ちょっと変わった発想だろう。

「うん、まあ、子供だったからな……。勢いで、簡単にそういうこと思ってたんだよ」

　……話をしながら、俺は百瀬の横よこ顔がおにふと思い出す。

　そう言えば……姉とも一度だけ、校内で会ったことがあったな……。

　あれは確か、出会ってしばらく経たった頃ころ、雨の降る放課後ごだった。

　あれから十年近くが経ち──俺は今、彼女の妹と並んでこの廊下を歩いている。

　不ふ思し議ぎな気分だった。初はつ恋こいの人の、もうこの世にいないあの人の妹に恋をしているなんて。

　その後も、二、三彼女とのことについて話をすると、

「ありがとうございます。すみませんでした、いろいろと訊きいてしまって」

　そう言って、彼女は小さく頭を下げた。

「本当に、ちょっと気になっただけなのであまり気にしないでください」

「……うん」

　……うなずきつつも、当とう然ぜん気にしないわけにはいかない。

　本当の本当に、ふと思いついただけの質問だったんだろうか……。何か意い図とが、隠かくしている気持ちがあるんじゃないだろうか……。

　しかし、そんな疑問は、

「あら……もしかして、千ち代よ田ださん？」

　廊下の向こうから来た中ちゆう年ねんの女性教きよう諭ゆが、すれ違いざまに百もも瀬せに声をかけて霧む散さんする。

「ああ、保ほ科しな先生」

　百瀬は立ち止まり、お辞じ儀ぎをした。

「はい、私、千代田です。お久しぶりです」

　彼女は振り返ると「二年生のときの、担たん任にんの先生です」と小さな声で教えてくれた。

　そう言えば、なんだかこの人には見み覚おぼえがあるな……。俺おれも小学生時代、何度か話したことがあるのかもしれない。

「卒業して以来……になるのかしら？　元気にしてた？」

「ええ、おかげさまで元気です」

　そう言うと、百瀬は彼女ににっこりとほほえみかけた。

「……それにしても、ずいぶん変わったわねえ」

　保科先生はその目を細める。

「立りつ派ぱなお姉ねえさんになって……」

「そう、でしょうか？」

「ええ、そうよ。あなた本当に、危なっかしかったからねえ……」

　……危なっかしかった……か。

　もしかしたら、姉が亡なくなった当時のことを言っているのかもしれない。

　今でこそ姉が話題に出ても平然としている百瀬だけど……まさにその頃ころは、当然冷れい静せいでなんていられなかっただろうし……。

「ところで、今日きようはどうしてここに来たのかしら？」

　そう言って、俺たちの方を見て首をかしげる保科先生に、百瀬はざっと事情を説明した。失しつ恋れん探たん偵てい、というフレーズは出さずに、困っているようだったから手助けを申もうし出たのだと。

「まあ、ずいぶんと優しいのね」

「いえいえ、ただ何となく、そうしたいと思っただけですので」

「それでもすごいわよ、初しよ対たい面めんの人のためにそんなことができるなんて……。今日は忙いそがしいみたいだから、また今後ゆっくりお話でもしましょうね」

　保科先生は、優しい笑えみを百瀬に浮かべた。

「また是ぜ非ひここに、遊びに来てちょうだい」

　──その表情に、この先生は本当に百瀬のことを心配しているのだなと、はっきりと感じた。彼女の過去を、苦しかった時期を知っていて、今も百瀬を気き遣づかっている。

　そして俺おれは──その心配を自分ができないことに、姉が亡なくなった頃ころを知らない自分に、歯がゆい気分になる。
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　到とう着ちやくした体育館。

　壇だん上じようでは何人かの生徒が、まさに通し稽げい古この真まっ最さい中ちゆうだった。

　衣い装しようも演えん技ぎも気き合あいが入っていて、舞台素人しろうとの俺にもなかなかハイレベルなのが伝わってくる。

　しかし──彼らがまとっているのは、ボロボロに破れた服。

　そして発しているのも、

「うああ～～!!」

「うおおおおおん！」

　セリフと言うよりはむしろ、うめき声と形けい容ようするのがしっくりくる声だった。

「な、何の劇をやってるんだ……？」

「藤ふじ原わらせんせー！」

　俺の疑問をよそに、樹じゆ利り亜あちゃんたちが、壇上を正面から確かく認にんしていた男性のもとへかけていく。

「おー、どうしたー！　樹利亜ちゃんに蒼そ空らちゃんに密ひそかちゃんー！」

　振り返ったのは、背の高いやせ形の男性教きよう諭ゆだった。

　年の頃は三十前半だろうか。長めの髪かみを後ろで縛しばり、無ぶ精しようひげを蓄たくわえていて、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけている。

　……教きよう師しというよりも、どこか芸げい術じゆつ家かっぽい印いん象しようのルックスだ。

「練習見みに来たのかい？　……と、そちらのお兄にいさんたちは」

　俺と百もも瀬せに気付いた藤原先生は、その笑顔をこちらに向け尋たずねる。

「もしかしてここの卒業生？」

「はい……そうなんですが」

　うなずきながら、俺はちらりと舞台上じように視線をやった。

「これって今……どういう劇を……」

「ああ、これはねえ！」

　藤原先生は得意げに胸を張る。

「僕が脚きやく本ほん、演えん出しゆつ、監かん督とくすべて務めるオリジナル演えん劇げき『優しいゾンビ』さ！」

「……優しい……ゾンビ？」

「そう！　人間よりも心こころ優やさしいゾンビのチャーリーが、街の皆と仲良くなっていく劇なんだ。いやあ実は僕、ゾンビ映画ファンでね、毎回こうやってゾンビを題だい材ざいとしたオリジナルの演えん劇げきを学校の皆や地域の方にお見せしてるんだよ！」

「はあ、なるほど……」

　そういうことだったのか。確かに、ボロボロの衣い装しようもあのうめき声もゾンビものだったら納なつ得とくいく。顔にそれらしきメイクが施ほどこされていないせいで、そのことに気付けなかったけれど……。

　しかし……なかなかに変わった人だな。

　ゾンビ映画好きなのはまだしも、演劇を自分で作って小学生に演じさせるとは……。その辺、倫りん理り的には大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……。

「藤ふじ原わら先生の劇、すごく面白いのよ！」

　樹じゆ利り亜あちゃんが、そう言ってつぶらな瞳ひとみを輝かせる。

「そうそう、私も毎回楽たのしみにしてるー……」

「私も、怖こわいけど好きなんですよね」

「なるほど……確かにこうやって見てても、ちゃんと作り込まれてるみたいだもんなあ。書かき割わりとか、衣い装しようも……」

「まあ、とはいっても準備途と中ちゆうだからね。発表も近いし、今日きよう中じゆうに色々作らなきゃいけないものもあるんだ。……と、ところで」

　藤原先生がこちらを向く。

「今日きよう君たちは、どうしてここに来たのかな……？」

「ああ、実はですね……」
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「物もの好ずきだねえ」

　事情を話し、「ならちょっと話そうか」と連れていかれた校こう舎しや内ない、演劇クラブ準備室しつ。

　パイプ椅い子すに腰かけると、藤原先生はその顔に人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべた。

　彼の周囲には大おお道具や小こ道具、衣装の類たぐいが雑ざつ然ぜんと置かれている。ボロボロの洋服が多く目に入るあたり、本当にゾンビものの演劇ばかりやってきたんだろうな……。

「知らない子のために密みつ室しつの謎なぞを解こうなんて、なかなかできることじゃないよ。……あ、もしかしてオカルト好きだったりするのかな？　蒼そ空らちゃんたちも、幽ゆう霊れいの仕し業わざだと思ってるみたいだし」

「いえ、そうではなくてですね……」

　その問いに、俺おれは適当に理由を説明する。

「実は俺、ミステリファンなので……密室ってやっぱり気になるんですよね。どうすれば、鍵かぎのかかった教室にラブレターを置けるのか……」

「そういうことか」

　納なつ得とくした様よう子すで、藤ふじ原わら先生はこくこくとうなずいた。

「そりゃ確かに気になるよね、あの状況は。本当に不ふ可か解かいだったよ」

　彼は説明をはじめる。

「えっとまず、蒼そ空らちゃんと密ひそかちゃんが扉とびらの鍵かぎをちゃんとかけてくれていたのは間違いない。忘れ物を取りに戻ったときちゃんと鍵はかかっていたからね」

「なるほど」

　先生の向かいで、百もも瀬せが髪かみを掻かきうなずく。

「教室内ないにも、不ふ審しんなところはありませんでしたでしょうか？」

「うん。ラブレターが見つかった後、教室内はくまなく見て回ったよ。万まんが一いち、不審者しやの侵しん入にゆうがあったらことだからね。でも、窓も全部しまっていたし開けたのとは反対のドアも施せ錠じようできていた。もちろん、教きよう卓たく内ないもロッカーの中も異常なし。完全に完かん璧ぺきに、密みつ室しつ状じよう態たいだったのさ……」

　藤原先生は、ふうむと唸うなって顎あごに手を当てる。

「どういうことなんだろうね……」

「蒼空ちゃんと密ちゃんが帰ってから、誰だれかが鍵かぎを借りて教室を開けた可能性は？」

「もちろん、それも確かく認にんしたよ」

　藤原先生はうなずいた。

「その場合、職しよく員いん室しつのキーボックス担たん当とうの先生が把は握あくしているはずだ。貸かし出だしリストもあるから、名前も記き載さいされているはず。なのに……その時間の貸し出しはなかった。キーボックス自体も担当の先生の机の中だから、こっそり持っていくこともできない」

「つまり」

　百瀬は息を吐き出す。

「蒼空ちゃんたちが鍵を閉めてから先生が鍵を開けるまでは、間違いなく密室だった。その中で、ラブレターは忽こつ然ぜんと蒼空ちゃんの机に現れた、そういうことですね」

「そう……なるね……」

　藤原先生は、そう言って蒼空ちゃんたちの方を見る。

　三人は不安げな表情で、話の成り行きを見守っていた。

　……担たん任にんとしては、できる限り彼女たちを怖こわがらせたくないのかもしれない。

「それから、私が気になっているのは教きよう壇だんに広がっていたという血です」

　百瀬は質問を続ける。

「水や赤い絵の具がこぼれていたのを見み間ま違ちがえた、ということはありませんか？」

　……そうだ、密室にばかり気を取られてすっかり後あと回まわしにしていたけど、血がぶちまけられていた件もあるのだ。むしろこっちの方が、正しよう体たいを見み極きわめるのが難しそうな気がする。

「うーん、赤い絵の具、かはわからないけど、少なくとも水ではなかったよ。教室の電気はついていたし、今け朝さも確かく認にんした。間違いなく赤い液えき体たいだった」

「ふむ」

「ただ……本ほん物ものの血ではないだろうね。見つけたときは、びっくりしちゃったけど」

「では先生は」

　百もも瀬せは先生を見たまま、顎あごを撫なでる。

「あの状況は幽ゆう霊れいによるものではないと考えるのですね」

「もちろんさ」

　はっきりと、藤ふじ原わら先生は言い切った。

「蒼そ空らちゃんたちが幽霊だって怖こわがっちゃうのはわかるし、僕もゾンビものの劇なんて作ってるけど……結局今こん回かいのことは、手の込んだいたずらだよ。それこそ、密みつ室しつトリックみたいな。幽霊とかそういうものは、お話の中にしか存在しないんじゃないかな」

　残念だけどね、と藤原先生は最後に付け足たした。

　……意い外がいに常じよう識しき的な考え方だな。彼に変へん人じんっぽいイメージを抱いていた俺おれとしては、ちょっと驚いてしまう。

「ちなみに、赤い液体は先ほど教室にはもうなかったのですが、どうされたのでしょうか？」

「今朝僕が拭ふいて片付けたんだ。さすがにほら、生徒の皆が登校するまでにはなんとかしないといけなかったからさ……。もちろん、本物の血けつ液えきだったら拭くわけにもいかないけど、いたずらだろうしね」

「そうですか」

　髪かみを掻かく百瀬。彼女はしばらくそうしてから、

「では、伺うかがいたいことは以上です、ありがとうございました」

　そう言って席を立ち、深々と頭を下げた。

「それからもう一つお願いなのですが。この件もう少し私たちでも調べてみていいでしょうか？　やはりどうしても、真しん相そうが気になるので」

「ああ、構わない。僕の方でももうちょっと状況を確かく認にんしてみるよ。でももし原因というか、ああなった経緯いきさつがわかったら教えてくれるとうれしいな」

「わかりました」

　去り際ぎわ、演えん劇げきクラブ準備室しつの入り口で、藤原先生は蒼空ちゃんたちにほほえみかける。

「そんなに怖がることないって」

「……そうでしょうか」

「うん、きっと、ただのいたずらだからさ。絶対に、幽霊なんかじゃないよ」
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「今日きようは、ここまでにしようか」

　廊下を昇しよう降こう口ぐちに向かって歩きながら、百もも瀬せは蒼そ空らちゃんたちに言う。

「調べられるところは一通り調べたし、もうちょっとで日が沈んじゃうからね」

　……蒼空ちゃんたちの表情には相変わらず怯おびえが垣かい間ま見みえる。確かに、こんな状態で日が暮れてから帰すわけにはいかないだろう。

「続きはまた明日あしたからにしようね」

「わかりました」

　蒼空ちゃんがうなずいた。

「すみません、千ち代よ田ださん、野の々の村むらさん……巻き込んでしまって」

「ううん、いいんだよ。私たちがそうしたいと思ったんだし」

　学校正せい門もん前まえにて、百瀬は蒼空ちゃんと連れん絡らく先さきを交換し（色々配はい慮りよして、俺おれとは交換しなかった……）、彼女たちの帰き宅たくを見送る。

　その姿すがたが見えなくなったところで百瀬の方を向き、「さて、じゃあ俺たちも帰るか」と言いかけた……が。しかし俺は、百瀬が視線を落とし、髪かみを掻かいているのに気が付く。

　こういうときの百瀬は──何かを全力で考えている。

　これまで手に入れた情報を元に、解決の糸いと口ぐちを探さぐっている。

　そして案あんの定じよう、

「これで一つ、可能性が浮かんだように思います」

　彼女は顔を上げ、こちらを見た。

「確かく信しんはありませんが、状況的にそれで確かく定ていのような気もします。なので──」

　言って、百瀬は再び校内に向かって歩き出す。

「ちょっとそれを、確かく認にんに行きましょう。きっと今なら、事実を把は握あくしやすいはずです」

「……おう、行くか」

　いつもどおり何をどう気付いたのかわからないまま、俺も彼女に続いて歩き出した。
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「……おや、どうしたんだい？」

　再び訪ねた彼──藤ふじ原わら先生は、演えん劇げきクラブ準備室しつから顔を出し首をかしげた。その長身に、なぜか先ほどはしていなかったエプロンをして。

「蒼空ちゃんたちはいないのか……何か用かな？」

「そうですね、お伺うかがいしたいことがありまして。しかしすみません、もう作業に入られていたのですね」

　百もも瀬せはエプロンに目をやる。

「ああ、まあそうだけど……話くらいは全然できるよ」

「そうですか、助かります」

　言って、百瀬は頭を下げた。

　そして彼女は──

「──やはり、血のりを作るときは服に飛ばないように気を遣つかうのですね」

　──何なに食くわぬ顔で、そんなことを言い出した。

　……血のり？

　なんでいきなり、そんな単たん語ごが出てくるんだ……？

　そして先生も、驚くような表情を見せてから、

「……よくわかったね、僕が今、血のり作ってるって」

　その顔に、不ふ敵てきな笑えみを浮かべる。

「ああ、それはですね」

　百瀬は説明をはじめた。

「先ほど舞台では、通し稽げい古こが行われているようでした。衣い装しようも書かき割わりも全部そろえた、本当に本ほん番ばんに近づけた稽古が。発表の機き会かいが近いということでしたから、最終リハーサルだったのかもしれませんね。なのに、そこまで手をかけているのに、生徒たちの顔にゾンビらしいメイクはされてなかったのです。そして先生は、今日きよう中じゆうに作らなければいけないものがあるとおっしゃっていた。となると、血のりじゃないかと──」

　百瀬は先生を見上げる。

「──昨日きのう、教室にぶちまけてしまった血のりじゃないかと思ったのです」

　……ん!?

　……どういうことだ？

　ぶちまけた？　話の流れがつかめない……。

「……ばれちゃってたかー」

「そうですね。実は確かく信しんがあったわけではないのですが、今の先生の様よう子すを見て、ほぼ間違いないかなと」

　困ったような顔で頭を掻かく先生に、百瀬はうなずいて見せる。

「じゃあちょっと、入ろうか。いろいろ訊ききたいことも、話したいこともあるし」

　先生は、俺おれたちを再び演えん劇げきクラブ準備室しつに招き入れた。




「まず気になるのは」

　パイプ椅い子すに腰かけ向かい合い、先生はその身をこちらに乗り出す。

「どうやって『僕がやった』って気付いたか、だ。確かに、隠いんぺい工こう作さくをしたわけでもないけどバレバレってこともなかっただろうし、是ぜ非ひ教えてもらいたい」

　その問いに、百もも瀬せはまずこう答えた。

「蒼そ空らちゃんたちに事情を聴きかされて、私はまず疑問を抱きました──なぜラブレターの主ぬしは、教室を密みつ室しつにしたのか、という疑問です」

「ふむ」

「メリットが、ないのですよ」

　百瀬は考えを説明していく。

「幽ゆう霊れい騒さわぎを起こして驚かせるためだったら、ラブレターという体てい裁さいを取らずストレートに怖こわい手紙を置くべきでしょう。なのに、あの手紙は内容だけ見ればごく純じゆん粋すいな恋こい文ぶみだった。逆に、恋れん愛あい感情を伝えるのであれば密室なんて状況必ひつ要ようありません。ましてや血が流れているなんて、マイナス要よう素そ以外の何物でもないでしょう。そこで、私はこう考えました──密室は、意い図とせず生まれてしまったのではないかと。ラブレターの主の望まない形で密室になってしまった」

「……ほう」

　……なるほど、百瀬はそういう切きり口くちで密室を考えたのか……。なぜ、その教室が密室にならなければいけなかったのか。

　最初にトリックを見み破やぶろうとした俺おれとは、反対の方法だ。

「とすると、犯はん人にんは『密室でない』ときに教室に入り、『密室でなくなって』から教室を出たと考えるのが自然です。例えば──蒼空ちゃんたちが教室に鍵かぎをかける前にすでに教室にいて、彼女たちが去ったのちにラブレターを机に置き、先生たちが鍵を開けてから教室を出た。もちろん、普通であればこれは不ふ可か能のうです。教室内に人がいることに気付かないまま鍵を閉めることはあり得ないですし、鍵を開けた後も蒼空ちゃんと先生がその存在に気付かないはずがない。身を隠かくす場所は、確かにありました。掃そう除じ用具入いれは人が一人入れる大きさです。教きよう卓たくの下のスペースにも隠れられるでしょう。ただ、そこは先生が確かく認にん済ずみで、誰だれもいなかったことがわかっています」

　だから、と百瀬は前まえ置おきして、はっきりとこう言った。

「私は、先生に疑いの目を向けました」

「……」

　先生は無む言ごんで、百瀬の目を見ている。

「先に流れをざっと話しましょうか。ラブレターを机に置いておくため、『その男の子』は放課後ごの教室にいた。しかし、廊下から蒼空ちゃんと密ひそかちゃんの足音が聞こえ、彼は慌あわてて掃除用具入れに身を隠かくし──そのまま鍵を閉められてしまう。彼女たちが去り、彼は掃除用具入れから出るが、ここで教室に閉じ込められている自分に気付く。教室の扉とびらは外からしか開かないタイプのものだし、窓の鍵かぎを開けっぱなしにして帰るわけにもいかない。男の子はとりあえずラブレターを机に置きどうするか思し案あんする。しばらくして、もう一いち度ど先生と蒼そ空らちゃんの足音が聞こえて、男の子は再さい度ど掃そう除じ用具入いれに身を隠かくした──以上が、密みつ室しつ状態だったのにラブレターが机に置かれていた経緯いきさつの予想です」

　……なるほど、確かにその流れなら「鍵が閉まっていたのにラブレターが置かれている！」という状況が発はつ生せいする。

　問題は……その後あと男の子がどうしたか、だ。

　まさか、一ひと晩ばん中じゆう教室にいたのか……？

「ここで、視し点てんを先生に移しましょう。蒼空ちゃんに鍵を開けてほしいと言われた先生は、帰り支じ度たくを整えたうえで教室へ向かい、蒼空ちゃんの机にラブレターがあるのを知る。この段階で、先生は教室内ないに男だん子しがいることに気付いたのではないでしょうか。続いて、先生は手紙にくぎ付けの蒼空ちゃんをよそに、携けい帯たいをいじりながら教室内をチェックしていく。このとき、掃除用具入れも確かく認にんし、中に男子生徒がいることを確認。彼に携帯に打ち込んだメッセージを見せた。内容はおそらく、驚かなくてもいい、ということと──自分が注意をひくから、その間に逃げろ、ということでしょう。そして先生は──」

　百もも瀬せは、先生の向こうにある作業机づくえ──その上に置かれた、血のり入りのペットボトルを指さす。

「──たまたま持っていた、ゾンビメイク用の血のりを教きよう壇だんにぶちまけ、蒼空ちゃんの視線を引いたうえで、男の子を逃がした」

　以上です、と言って百瀬は髪かみをもしゃもしゃと掻かいた。

「これで、実際と合っていますでしょうか？」

「……すごいもんだね」

　藤ふじ原わら先生は顎あごに手を当て苦く笑しようする。

「完かん璧ぺきに隠せたとは思ってなかったけど……まさかそこまで見み抜ぬかれるとは……」

　やはり……百瀬の言うとおりだったということか。教室に閉じ込められる形になっていた男子生徒を、先生が救った。

「いやね、その男の子、気き弱よわだけど本当に優しい子で……蒼空ちゃんのこと好きなのもよくわかっていたから、なんとか今回は逃がしてあげたかったんだよ」

　……ふむ。確かに、不ふ本ほん意いな形で気持ちが伝わってしまうのはかわいそうだ。藤原先生がそうしようと考えたのには、俺おれとしても共きよう感かんできる。

　ただ、

「その逃がし方に関して、一点疑ぎ問もんがあるのですが」

　百瀬はそう言って、首をかしげた。

「男子生徒を蒼空ちゃんにばれないように教室から抜け出させる方法は、いくらでもあったと思うのです」

「……そうだね」

　藤ふじ原わら先生の表情が曇くもる。

「例えば、血のりなどまかずに、一いつ旦たん蒼そ空らちゃんを帰してから男の子は別べつ途と帰き宅たくさせる、などですね。しかし先生は、その場ですぐに教室を抜け出させた。これは、突然の出で来き事ごとだったから慌あわててそうしてしまったのか、あるいは──作ったばかりの血のりを使用してみたかったのか、どちらでしょう？」

「前者だよ……と言いたいところなんだけど」

　藤原先生は、ため息をついた。

「正直、自分の血のりを何も知らない生徒が見て、どう思うか知りたい気持ちがなかったとは言い切れないね。とっさにそうした、というのは事実だけど、それだけだと言えば嘘うそになる。だから今……本当に後こう悔かいしているよ、あんなに蒼空ちゃん、樹じゆ利り亜あちゃん、密ひそかちゃんを怖こわがらせてしまって」

　……なるほど。

　確かに、徒いたずらに彼女たちをあそこまで怯おびえさせているのは、教きよう師しとして手落ちがあったと言わざるを得ないだろう。本来そうせずに済ませる方法があったとなればなおさらだ。今いま彼ができるだけ蒼空ちゃんたちを怖がらせまいとしているのは、それが理由なんだな……。

「これから先生は、どうされるつもりなのですか？」

「とりあえずは、現状維い持じで考えてる」

　腕うでを組む藤原先生。

「本来であれば、事情をすべて明かして謝るべきなんだと思う。ラブレターは幽ゆう霊れいじゃなくてちゃんと生きてる男の子からのものだし、教きよう壇だんに広がっていたのも僕の作った血のりだとね。ただそうすると、今度はラブレターの主ぬしの──霧きり島しま君くんに迷めい惑わくをかけてしまう」

「なるほど」

「だからまずは、彼と話してからかなと思ってるんだ」

　……うん、確かにそうする必要があるかもしれない。

　その霧島君は、あくまで「好こう意いを持っている人間がいる」ということを蒼空ちゃんに伝えたかっただけなのだ。それでも、事情を説明すれば当然「ラブレターの主ぬしが誰だれか」という話題にはなるだろうし、そこを伏せ続けるのはちょっと苦しい気がする。

　だとしたら、先生や俺おれたちの一いち存ぞんですべてを明かしてしまうわけにはいかないだろう。

「……だからさ、君たちも、蒼空ちゃんのために事実を調べてくれたんだと思うけど」

　藤原先生は、こちらに手を合わせ頭を下げた。

「しばらくの間……このことは内ない密みつにしてくれないかな」




　とりあえず様よう子す見み、ということで話がまとまり、俺おれと百もも瀬せは帰り支じ度たくをする。

「すまないねえ、手て間まをかけさせて……」

「いえいえ、事情が事情ですからね……」

　藤ふじ原わら先生に笑いかける俺の横で……百瀬は何やら辺りを見回していた。

「……どうした？」

「あの、マフラーをどこに置いたかと思いまして……」

　そう言えば、ここに来るまでしていた百もも瀬せのマフラーが見当たらない。コートはパイプ椅い子すの背にかかっていたのだけど。

「お、どこだろうな……」

「僕も探すよ」

　藤原先生も含め、三人でしばらく辺りを探す。床にも、準備室前まえの廊下にも、マフラーは見当たらない。

　しかし、

「……千ち代よ田ださん、それ」

　藤原先生が、準備室の床に置かれていた百瀬の鞄かばんを指さす。

　そのサイドのポケットには──きちんと折りたたまれたマフラー生き地じの裾すそが覗のぞいていた。

「あっ……」

　百瀬は鞄に駆かけ寄りその生地を確かく認にんし、

「し、失礼しました……」

　そう言ってうつむくと、頬ほおを染そめた。

「すっかり、ここにしまったのを忘れていました……」

　──以前から、百瀬はこうだった。

　推すい理りに夢む中ちゆうになると周りが見えなくなって、ドジを繰り返してしまう。

　……正直、ちょっと前までは彼女のこういううっかりをめんどくさいと思っていた。フォローをするたびに、なぜ俺がこんなことを……と不満に思ってきた。

　それでもなぜだろう、最近はそんな百瀬もかわいいと思えて。

　抜けたところも含めて愛いとしいと思えて、俺はまた、胸に温かいものがこみ上げたのを感じる。




　──しかし。

　──そのときだった。




　とろけかけていた俺の脳のう裏りに──「ある予よ感かん」が唐とう突とつによぎる。

　何の前まえ触ぶれも、前ぜん兆ちようもなく。

「最悪の考え」が浮かぶ。




　心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように鳴り出した。

　罪ざい悪あく感かんが水に落ちた黒い墨すみみたいに胸の中を広がっていく。

　熱に浮かされたみたいに、視し界かいが歪ゆがむ。

「……先せん輩ぱい？」

　俺おれの様よう子すがおかしいのに気が付いたのか、百もも瀬せがこちらを覗のぞき込んだ。

「どうされました……？」

　──最初にこみ上げたのは「そんなはずがない」という否定の気持ちだった。

　俺と百瀬は、これまでずっと一いつ緒しよにいたのだ。そばにいて、恋をしてきたのだ。

　なのに、この気持ちが……「そんなもの」であるはずは……。

「……先輩？　ねえ、先輩？」

　それでも、一度認にん識しきした「その可能性せい」は、どんどん自分の中で大きなものになっていく。逃のがれようがないほど、重みを増していく。

　では、もし「そう」なのだとしたら……俺はなんてことをしてしまっているのだろう。

　なんてひどい裏うら切ぎりを……。

「先輩！」

「──あっ！　……す、すまん」

　百瀬に肩をつかまれ、ようやく俺は我に返った。

「どうしたのですか。様よう子すがおかしいですよ……」

「な、なんでもないよ……ちょっと、考えごとしてただけで……」

「にしても、顔色がひどいよ……？　本当に大だい丈じよう夫ぶかい？」

　藤ふじ原わら先生まで、不安げに俺の顔を覗のぞき込んだ。

「保健室しつに行こうか？　今ならまだ、養よう護ごの先生がいると思う」

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです……このところ、ちょっと睡すい眠みん不足だっただけで……」

「そうか……。それならまあ、いいんだけど……」

　そう言う先生の横で、じっと俺の目を見る百瀬。

　そして彼女はうつむき、髪かみをぐしゃぐしゃと掻かき乱すと、ほんのわずかに──怜れい悧りだった表情をゆがませた。

　……察した、のか？

　俺が今、何を考えたのか気付いてしまったのか……？

　いや、冷静に考えればその可能性は低いはず。気持ちを読み取るなんて、エスパーでもなければ不ふ可能なはずだ。

　それでも……俺は不安にとらわれる。

　百瀬なら……これまでいくつも失しつ恋れんの真実を解き明かしてきた百瀬なら、俺の気持ちを探さぐり当ててしまうかもしれない。

　そしてそんなタイミングで──

「……電話だ。霧きり島しまから」

　──俺おれたちのやりとりを呆ぼう然ぜんと見ていた先生が、携けい帯たいを手にそんな声を上げた。

「ごめん、ちょっと出るよ……」
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　翌よく日じつ。

　俺と百もも瀬せは、小学校近ちかくの公園で蒼そ空らちゃんと並んでベンチに腰かけていた。

「──というわけで、密みつ室しつ状態だったと見せかけて、実は先生が男の子を逃がしたんだ」

「……そ、そうだったんですか」

　真剣な表情で、蒼空ちゃんは何度もうなずく。

　──百瀬は結局、昨日きのう判はん明めいした密室の経緯いきさつを、彼女に説明した。

　ラブレターの主ぬしが誰だれなのかを伏せた状態で。

　というのも──

「でね、今日きようはちょっと、蒼空ちゃんにお話ししたいっていう人がいるんだ。──霧島君！」

　百瀬が呼びかけると、小こ柄がらで眼鏡めがねをかけた気き弱よわそうな男の子──霧島君が、物もの陰かげからこちらに出てくる。

　──霧島君が、すべてを蒼空ちゃんに伝えたいと希望したのだ。

　彼は彼で、蒼空ちゃんたちを怖こわがらせてしまったこと、ラブレターに差さし出だし人にんを書かなかったことを後こう悔かいし続けていたらしい。さんざん悩んだ挙あげ句く事情を明かすことにした彼は、けじめをつけるために藤ふじ原わら先生に連れん絡らくを取ったのだ。

　ただ、密みつ室しつになった過か程ていを説明するのは、引っ込み思じ案あんの彼には難しい。

　そこだけは百瀬が引き受けることになった。

「え、えっと……蒼空ちゃん……」

　顔を真まっ赤かにして、霧島君は蒼空ちゃんに話しはじめる。

「ご、ごめん……怖がらせちゃって……その、全部、僕のせいなんだ……」

　そして、

「う、ううん……仕方ないから……いいよ別に……」

　向かいでベンチに腰かける蒼空ちゃんは、彼と同どう等とうかそれ以上に緊きん張ちようした面おも持もちだった。

「あの、知ってほしくて……細ほそ谷や君とか、赤あか塚つか君とかかっこいい子だけじゃなくって……目立たないけど、僕みたいなやつも……そういう気持ちなんだって……知ってほしくて……」

「うん……」

「だから……もうわかってると思うけど……」

　霧きり島しま君は声を震わせる。

「蒼そ空らちゃんのこと好きなんだ……」

「……」

「……その……これからも、仲良くしてほしいです……」

　蒼空ちゃんはゆっくり顔を上げる。

　そして恥はずかしげに霧島君から目をそらしながら、

「うん……こっちこそ、よろしくね……」

　震える声で、そう言った。

　──ぼんやりと、俺おれは思う。

　ああ、蒼空ちゃんが好きなのは──この霧島君だったのかもしれない。

　霧島君が好きだったからこそ、ラブレターの主ぬしにあげられた候こう補ほに、喜べなかったのかもしれない……と。

　……胸がぎゅっと苦しくなった。苦にがい自己嫌けん悪おが、のど元にこみ上げる。

　この子たちに引き換え俺は──。

　初うい々ういしい二人に比べて何な故ぜ俺は──百もも瀬せに対して「こんな気持ち」を抱いているんだ。
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　　　インターミッション──百瀬






　先せん輩ぱいに、嘘うそをついている。




　彼の初はつ恋こいの相手が、姉だとわかったときから、今日きようまでずっと。

　取り繕つくろって、平へい静せいを装よそおって、何なに食くわぬ顔をし続けるなんていう「嘘」を。

　我ながら、演えん技ぎがうまくなったと思う。

　きっと彼は、私の本ほん心しんに一ミリだって気付くことができていないだろう。

　実際は、こんなにも不安で。苦しくて。どうにかなってしまいそうなのに。

　限界が近いのは自分でも感じている。

　本当はすべて明かしてしまうべきなのだとも思う。

　それでも、そんなこと到とう底ていできないのだ。

　だから私は、蒼そ空らちゃんへの調ちよう査さ結果報ほう告こくを終え、帰り道を先輩と歩きながら。

　一人、幼い日のことを思い出す。

　姉といた、日々のことを。




　──小学校低てい学がく年ねんくらいまで、私は本当に出来の悪い子だった。

　ドジで、注意力散さん漫まんで、失敗してばかりの子だった。

　学校でも、周りの人によく迷めい惑わくをかけていたのを覚えている。男の子にいじめられて先生に泣きついたり、大切なものを失なくして大おお騒さわぎになったり。そんなことばかりだった。

　だからこそ──私は姉のことが大好きだった。

　強くて、賢かしこくて、凛り々りしい姉のことが。

　思い出せる限りの昔から、姉は完かん璧ぺきな女の子だった。

　成せい績せきは抜ばつ群ぐんに良かったし、学がつ級きゆう委員に何度も選ばれていたから人じん望ぼうもあったのだろう。男の子にもよくモテていたし、女の子の友達も多かった。そのうえ、近所からの評ひよう判ばんも上じよう々じようで、両親もさぞ鼻が高かったんじゃないかと思う。彼女のおかげで、私も周囲に良くしてもらっていた気がする。

　いつでもどこでもどんなことがあっても、彼女は冷れい静せいで大人おとなびていた。それこそ──死の間ま際ぎわまで。

　──彼女がいなくなって、私の家族はあっさりめちゃくちゃになった。

　母親は途と方ほうに暮れ笑うことができなくなり、父は精神を病やんだ。後になって知ったけれど、当時二人は離り婚こんまで考えていたらしい。一いつ緒しよにいることで姉の「不ふ在ざい」を意い識しきしてしまうのが、耐えがたいほどに辛つらかったそうだ。

　そして私も──毎日のように泣いて暮らす日々を送っていた。

　姉がいないのが悲しかった。辛かった。苦しかった。

　憧あこがれの存在が亡なくなってしまうなんて、小学生の私にとって「最さい悪あく」としか言い表せない出で来き事ごとだった。何度も姉が帰ってくる夢を見て、目を覚ましてから一人で泣いた。

　そのうえ、私はある事実に。

　これまで気付かなかったことに、気付いてしまう。




　──誰だれも私を。

　──私という個人を、必要としていない。




　周囲にいる人ひと皆みなが、私を「姉の妹」として認にん識しきしていた。

　友達も、親しん戚せきも、両親ですらも、どこか私を「姉の付ふ属ぞく物ぶつ」として見ていたことに、気が付いてしまったのだ。

　その証しよう拠こに、私の周りからは潮しおが引いていくように人が去って行った。彼らの関心の対たい象しようは姉であって、私はあくまで、たまたま彼女のそばにいた女の子でしかなかったのだ。

　そしていつしか、姉と私を比べるような声まで、聞こえるようになった。

「やっぱり妹は、姉のようにはいかないな」

「あの子がお姉ねえさんくらいしっかりしていれば、千ち代よ田ださんの家もああならずに済んだかもしれないのにね……」

　だからごく自然なことだったと思う──私が「姉みたいになろう」と、心に決めたのは。

　姉のように強くなろうと、姉のように賢かしこくなろうと、まだ小学生だった私はこの胸に誓ちかった。

　そうすればきっと──少しは昔みたいな日々に近づける。

　家族だって、元通りになる。

　たとえその過か程ていで、自分自じ身しんの幸せを放ほう棄きすることになるとしても。

　私は──そうしたいと願った。




　姉のようになる計画は、順じゆん調ちように進められた。

　見た目はもともと似ていたし、身長は年が離れているにもかかわらずほとんど同じだった。

　であれば、変えるのは内面だけでいい。

　勉強は、やればやるだけできるようになった。素そ養ようはあったのかもしれない。

　落ち着いた態度を装よそおうこともできるようになったし、失敗する回数も減った。口く調ちようも姉に似せることに成功した。試しに録ろく音おんしてみた私のしゃべり声は、記き憶おくの中の姉とそっくりになっていた。

　結果──家族には少し落ち着きが戻りはじめた。

　父は復ふく職しよくし母には笑顔が見えるようになった。二人とも、最初のうちは突然の私の変化に戸と惑まどった様よう子すだったけれど、「姉の死を乗り越えて妹が成長した」と判はん断だんしたらしい。すぐに新しい私の性格を受け入れた。

　すべてが上う手まくいったわけではない。失敗はゼロにはならなかったし、空気や流れを理解することは、いつまで経たってもできるようにならなかった。姉のように、周囲に人が集まってくることもなかった。

　辛つらくなかった、といえば嘘うそになる。

　無む理りをしていることも、この状況を本ほん心しんから望んでいるわけではないこともわかっていた。

　でも──そうすべきだと思った。

　そうであるべきだと思った。

　必要とされていたのは、私ではなく姉だったから。

　──このとき私は、すっかり呪のろいにかかっていたのだ。

　──消えることのない、姉の影という名の呪いに

　いつの間にか私の心は、完全に凍こおり付いてしまっていた。




　──そんな私に、一人だけのこのこ近づいてくる人がいた。

　野の々の村むら九つ十く九も、という名前の、一つ年とし上うえの男の子だった。

　彼はあの日──初めて出会った入学式の日、困っている私を助けてくれた。

　人ひと込ごみに阻はばまれ帰き宅たくできなくなった私を、安全なところまで連れて行ってくれた。

　初しよ対たい面めんで優しくされるなんて、初めてのことだったと思う。

　そのうえ彼は私に居い場ば所しよと、優しさと、気持ちをくれて、だから私は──あっさり彼に恋をした。無む意い識しきのうちに、夢む中ちゆうになってしまった。

　多分少しだけ、期待をしたのだ。

　私は私として、認めてもらえるかもしれないと。

　千ち代よ田だ百もも瀬せとして、幸せになってもいいのかもしれないと。




　だから、今さら彼の後ろに姉がいたなんて、どうすればいいのかわからない。

　やっと幸せを手に入れようとしているのに、姉が初はつ恋こいの相手だなんて冷れい静せいでいられない。

　私は、マフラーを見つけたときの彼の表情に、はっきりと思ってしまったのだ。

　──先せん輩ぱいは、ミスした私と完かん璧ぺきだった姉を比ひ較かくしているのかもしれない。

　──あの頃ころの、周りの人たちと同じように。

　もしそうなら、私は絶対に姉に勝てない。先輩は、間違いなく「姉の方が良かった」と思うだろう。

　そう考えると、怖こわくて息もできなくなった。逃げ出してしまいたくなった。

　ここまで何なに食くわぬ顔を貫つらぬいてきたけれど、気にしないふりを装よそおってきたけれど、もうこれ以上耐たえる自信はない。




　──意い識しきを現実に戻す。

　見上げれば、もう少しで坂の頂ちよう上じようだ。

　あと数メートルで、先せん輩ぱいとは別の道に分かれることになる。

　そこまでくれば──ひとまず今日きようはしのげるだろう。

　しかしそのとき、

「わっ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか……！」

　何もないところで躓つまずいて、私はその場に転んでしまう。膝ひざに鈍い痛みが走り、アスファルトに手をついた。

　すぐに彼は駆かけ寄ってきてくれた。いつもどおり、これまでどおりに優しい先輩。

　なのに彼は──こちらに手を差し伸べることもなく、私の一歩手て前まえで立ち止まる。

「……先輩？」

　呼びかけに、彼はうつむいていた顔を上げた。

　その顔が、本当に苦しげに、悲しげにゆがんでいて、

「今──」

　私は反射的に、尋たずねてしまう。

「──姉のこと、考えました？」

「……」

　先輩が、言葉に詰まった。

　──図ず星ぼしだ。

　先輩は──姉と私を比べている。

　──風が強く、二人の間を通り過ぎていった。

「……そうですよね」

　ほとんど無む意い識しきのうちに、そんな言葉が口からこぼれた。

「先輩も、姉のこと、考えますよね。どうせ、私なんかじゃなくて、姉のことを考えますよね」

　言いながら……自分のしていることが理解できない。

　──私は、何を言っているんだ？

　──なんて言葉を、彼にぶつけているんだ？

「こうなると思ったんです。初はつ恋こいのこと知ったときから、こうなるってわかってたんです。いいえ、そうじゃなくて、本当はもっと最初からわかってました。いつか、こんな日が来るって。気持ちが終わる日が来るって」

　先せん輩ぱいの顔がみるみる青ざめていく。

　その手がわなわなと震える。

　……こんなこと先輩に言いたくない。

　彼を傷つけたくない。

　それでも私は彼の気持ちを、責め続けてしまう。

「なんで、ずっと続く恋なんて、私に信じさせたんですか。なんでそんな嘘うそを、信じさせたんですか。そんなの知らなければ、こんな思いしなくて、苦しまなくて済んだのに。悲しまなくて済んだのに」

　嫌きらわれる。

　こんな暴ぼう言げんをぶつけたら、幻げん滅めつされてしまう。

　だめだ、やめなきゃ、とめなきゃ。




　なのに私は──

「先輩の」

　──そう言って、彼にとどめを刺してしまう。

「先輩の、嘘つき」




　先輩の目から──涙が一ひと筋すじ流れた。




　ああ……もうこれで、終わりだ。




　すべて、終わってしまったんだ。




　熱に浮かされたみたいな頭で、私は彼に告げた──





　　　インターミッション──九十九






　百もも瀬せに、隠かくしごとをしている。

　口が裂さけても明かすことができない、ひどい隠しごとを。




　蒼そ空らちゃんたちと別れ、百瀬と並んで歩く俺おれの心の中は、めちゃくちゃだった。

　すさまじい罪ざい悪あく感かんに、体中に重おもりが付いたような気分だ。

　これから俺は……どうすればいいのだろう。

「あんなこと」に気付いてしまって、どう百瀬に接すればいいのだろう。

　できることなら──逃げ出したいと思う。

「こんな気持ち」はなかったことにして、これまでどおりの関係を続けていたいと思う。

　それでも、もはや「その気持ち」は無む視しできるものではないし、目をそらすこともできなかった。

　空に目をやる。

　まだ降りはじめてはいないものの、いつ雪がこぼれ出してもおかしくない曇くもり空。

　……自分に何ができるのだろう。

　こんな気持ちを胸に秘ひめて。百瀬にも、自分にも不ふ誠せい実じつなままで、一体、何ができるというのだろう。

　考えてみても、到とう底てい答えは出そうになくて……俺はこぶしをぎゅっと握りしめた。




　──そのときだった、

「わっ」

　百瀬が躓つまずき、その場にこてんと転んだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか……！」

　怪け我がはしていないようだけど痛かっただろう。助け起こそうと、俺は慌あわてて彼女に駆かけ寄る。

　しかし……そのときこみ上げた「愛いとおしさ」に、温かい気持ちに、確かく信しんしてしまう。

　自分の気持ちを、もう一度はっきり理解してしまう。

　もうこの状況に──打つ手はない。

　俺は絶対にこの気持ちを──解決できない。




「……先せん輩ぱい？」

　不安そうに揺れる百もも瀬せの声。

　そして彼女は、

「今──」

　静かに、こう尋たずねた。

「──姉のこと、考えました？」

　背せ筋すじが凍こおり付いた。

　──気付いている。

　──百瀬は、俺おれの気持ちを理解している。

「……そうですよね」

　俺が答える前に、百瀬はそう言って笑うように口くち元もとを歪ゆがめた。

「先せん輩ぱいも、姉のこと、考えますよね。どうせ、私なんかじゃなくて、姉のことを考えますよね」

　──反はん論ろんできない。

　指先ひとつ動かすこともできない。

「こうなると思ったんです。初はつ恋こいのこと知ったときから、こうなるってわかってたんです。いいえ、そうじゃなくて、本当はもっと最初からわかってました。いつか、こんな日が来るって。気持ちが終わる日が来るって」

　口元は笑っているのに──目から大おお粒つぶの涙をこぼす百瀬。

　そうだ──俺は百瀬を裏うら切ぎった。

　彼女の気持ちを、向けてくれた好こう意いを、最さい悪あくの形で裏切った。

　悪あく夢むみたいな自己嫌けん悪お感かんが、全身で泡あわ立だつ。この場で消えてしまうことが出来ればどれだけいいだろうと、本ほん気きで思う。

「なんで、ずっと続く恋なんて、私に信じさせたんですか。なんでそんな嘘うそを、信じさせたんですか。そんなの知らなければ、こんな思いしなくて、苦しまなくて済んだのに。悲しまなくて済んだのに」

　そして彼女は、俺の目を見てはっきりと、こう言った。

「先輩の──先輩の、嘘つき」




　──そのとおりだ。

　百瀬の言うとおり、俺は最悪の嘘つきだ。




　だから俺は、

　息を吸い込み、彼女に告げる──
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「別れよう」

「別れましょう」
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　──こうして、俺おれと百もも瀬せは別れた。

　──終わらないと思った恋の終わりが、はじまった。
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　先せん輩ぱいと別れたその夜。私は泣いた。

　ベッドで布ふ団とんにくるまり、声を殺すこともできないまま私は泣いた。

　嗚お咽えつが漏もれる。涙があふれ出る。

　胸が痛くて苦しくて、心しん臓ぞうが煮にえたぎっているみたいだ。

　私の初はつ恋こいは。

　一生続つづくと思った気持ちは。

　めまいがするような最さい悪あくの結けつ末まつを迎えてしまった。




　この一年間は、夢でしかなかった。

　自分を殺して生きることを決めた私が、うっかり見てしまった長い夢。

「彼も別れを切り出した」のが、そのいい証しよう拠こだ。

　先輩は、私ではなく姉を必要としたのだ。

　賢かしこくて、凛り々りしくて、私なんかよりずっとよくできた姉を。

　結局──誰だれも私を、必要としない。

　当たり前だ。

　恋人をあんな風ふうに傷つける女なんて、誰かのそばにいる資し格かくもない。

　先輩は、最後にそのことを、身をもって教えてくれたのだ。




　これから私は、誰からも好かれず、心を通かよわせず、独ひとりぼっちで生きていくのだろう。

　そのことが、ひどく悲しかった。

　そしてそれ以上に、「先輩と別れた」という事実が、胸が張り裂さけそうなほどに苦しかった。

　もう彼と一いつ緒しよに登校することも、部室でだらだらすることも、調査をすることもできなくなってしまったのだ。

　私は、その楽しみを知ってしまったというのに。

　こんな風になるなら。

　恋が終わってしまうなら。

　先輩になんて、出会わなければ良かった。

　幸せが存在するなんて、知らないままでいたかった。




　──どれくらいの時間泣ないたのだろう。

　窓の外が白しらみはじめた頃ころ。私の心は、再び完全に凍こおり付いてしまっていた。

　誰かと仲良くしたいとも、幸せになりたいとも思えなくなっていた。

　もうどうだっていいのだ。

　姉のようにさえ生きられれば。

　誰だれもがそれを、望んでいるのだ。

　他には何もいらないし、欲しくないし、私には手に入れる権けん利りもない。

　そんな風ふうに思った。

　まるで──先せん輩ぱいと出会う前の、あの頃ころみたいに。
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　一いつ睡すいもできないまま、学校へ向かう。

　見上げた空は雲一つない晴せい天てんで、それが妙みようにわざとらしく思えて、疎うとましい。

　考えてみれば、一人で学校へ向かうのも久しぶりだ。こうやって通つう学がく路ろを歩くとき、いつも隣となりには先輩がいたのだ。

　決して寂しいとは思わない。

　それでも、なんとなく彼の分のスペースを空あけて歩く癖くせがついているのに気付いて、私は歩道の真まん中なかを通るように心がける。

　教室についた。

　自分の席に腰かけると、近くで志し穂ほ里りと──私の親友である四よ十い八な願ら志穂里と友人数すう人にんが、深しん刻こくな顔でなにやら話していた。

「──でもさー、あれってテレビだからあんな演えん出しゆつしてただけで、実際はあんな気まずく離れちゃうこととかありえなくね？」

「いやそうでもないって、私も中学のときあんな感じになったし……」

「マジかよ……やだなーそういうの……ってモモ!?」

　私にちらりと視線をやると、志穂里は血けつ相そうを変えた。

「お前、顔真まっ青さおだぞ!?　どうしたんだよ？」

　──なるほど、今いま私は顔かお色いろが悪いのか。

　寝ね不ぶ足そくのせいだろうか、言われてみれば体調は完全に崩くずれている。ひどくぼんやりしているせいで、自覚がなかったけれど。

　ただ、心配そうな志穂里に──

「別に、何でもない」

　──私は淡たん泊ぱくな言葉を返した。

「……は？　何もなくて、そんなになるわけないだろ！」

「何でもないの」

　この子とは、もうかれこれ一年近く親しい仲だった。先輩と出会った直後にできた初めての親友で、この子になら、何でも話せる気がしていた。

　それでも──その関係だって終わりだ。

　もう私は、誰だれとも気持ちを通かよわせる気になれない。

「……体調悪わるいとかだったら、保健室しつつれてくぞ？」

　しつこいくらいに、志し穂ほ里りは質問を重ねる。

「なんかあったんじゃないのかよ……？」

「……」

「なあ……？」

　異い変へんが起きているのに気が付いたのか、クラスメイトの視線があつまりはじめた。

　これ以上注ちゆう目もくされたくない。できるだけ早く会話を終わらせたい。

　だとしたら──端たん的てきに事情を話すのが、手てっ取とり早ばやいか。

「先せん輩ぱいと別れた」

「……は!?」

　短く言うと志穂里は目を見開き、大声を上げた。

「別れた!?」

　──あっと言う間にクラスメイト中の視線が集中する。

　しまった、逆ぎやく効こう果かだった。

「……いつだよ!?」

「……昨日きのう」

「なんで!?　どっちから、そんなこと言い出したんだよ!?」

「両方」

「……ちょ、ちょっと待てよ」

　完全に混乱した様よう子すで、志穂里は頭に手を当てた。

「なんだそれ、全ぜん然ぜん意味がわかんない……。だって、もううまくいくだろうなって、そう思うまで、見み届とどけたのに……」

「……」

「……先輩と納なつ得とくいくまで話したんだよな？」

「話してないけど、もう別に、いい。あと、騒さわがないで」

「……なんだよそれ！」

　志穂里は椅い子すから立ち上がった。

「騒がずにいられるか！　ダメだろそんなん……！　ちゃんと話した方がいいって！」

「別にいい。わかってるから。だからもう、放っておいて」

「何なに言ってんだよ！」

　志穂里は私の腕うでをつかんだ。

「聴ききに行くぞ今から！　一発殴なぐって、全ぜん部ぶ聴き出してやる！　ほら行くぞ──」

「──放ほっといてって言ってるでしょ！」

　志し穂ほ里りの手を振り払った。口をついて出た声が存ぞん外がい大きくて、自分で少し驚いた。

　彼女は目を真まん丸まるにして、硬こう直ちよくする。
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「もういいの、放っておいて。話しかけないで」

「……な、なんで……」

　志穂里の顔から、みるみる表情が失うせていった。

「話しかけないでって……全然、意味わかんないよ……」

「もう全部終おわりなの。失しつ恋れん探たん偵ていも、先せん輩ぱいとのことも、他も全部」

「なんだよ終わりって……私たちもかよ」

「そうだよ」

「……なんで」

　志穂里の目からぽろりと涙がこぼれた。あとを追うように、しずくが幾いく筋すじも頬ほおを伝っていく。

　血けつ色しよくのいいその唇くちびるが震える。

「何があったか……教えて……くれてもいいじゃん……」

　──胸が痛まなかった、といえば、嘘うそになるかもしれない。

　それでもこれが──本来あるべき私たちの距離感かんなのだ。

　私はきっと──志穂里の友達でいるべきではない。

　志穂里はしばらくそこに立ち尽くすと、返事がない私に諦あきらめたのか、グッと唇をかみしめ自分の席へ戻って行った。

　その背中を短く眺ながめてから、私は視線を机に戻した。




　　　　[image: ]




　数日が経たった。

　放課後ご。私はミス研けんの部室で、一人ぼんやり窓の外を眺ながめている。

　別れた翌よく日じつ、先せん輩ぱいから「もう部室にもいかない、自由に使ってくれ」とメールがあり、私だけが使うようになったこの部屋。

　授業が終わってからしばらくここにいるのが、このところの日につ課かになってしまっている。過去のことを引きずっているわけではない。それでも、沁しみついた習しゆう慣かんはなかなか変えることができなかった。

　私はただ、無む為いに日々を送っていた。

　学校に来て、授業を受けて、誰だれともしゃべらないままここに来て、何もせずに帰る毎日。志し穂ほ里りも私に話しかけてくることはなくなったし、それに合わせてほかのクラスメイトにも声をかけられなくなった。皆の前であんな風ふうに揉もめたのだ、それも当然だと思う。

　形式上じようは私が唯ゆい一いつのミス研部ぶ員いん、ということになるのだろうか。だとしたら、こんな風にぼーっとせずミステリを読むべきなのだろう。姉に似せる、という意味でも、推すい理り小説にはもっと親しんでおくべきだ。

　それでも、どうしてもそんな気になれなくて、だから私は何も考えず──雪が解けはじめた宇う田た路ろの街を眺ながめる。

　今日きようも天気は晴れ。

　見下ろす通学路には、楽しげに雑ざつ談だんしながら帰き宅たくする生徒たちの姿すがたが見えた。それをどこか、別べつ世界の出で来き事ごとのように感じながら──きっとこんな日が、卒業までずっと続くのだと思う。

　退たい屈くつで、穏おだやかで、無む味み乾かん燥そうな毎日が、この校こう舎しやを去るまでずっと。

　いや、もしかしたら卒業までではなく、死ぬまでなのかもしれない。姉が戻ってこない以上、この呪のろいは永えい遠えんに解けない。

　でもそれこそが、周囲に求められている私の生き方なのだ。

　もう今いま更さら、引き返すこともできないし引き返したいとも思わなかった。

　そのとき、背後で扉とびらの開く音がした。

「こんにちは」

　振り返ると、そこには背の高い大和やまと撫子なでしこ風ふうの女じよ生徒。

　矜きよう持じヶ谷や摩ま緒おさんが立っていた。

　彼女はかつての失しつ恋れん探たん偵ていのクライアントであり、先輩のクラスメイトでもある美人だ。

　上じよう品ひんに整った顔に穏おだやかな笑えみをたたえ、彼女は首をかしげる。

「入ってもいいかしら？」

　……何をしに来たのかはわからないが、特に断る理由もない。

　どうぞ、と答えると彼女は静かに部室に入り、私の前の椅い子すに腰かけた。

　そして、

「……最近、野の々の村むら君がミス研けんに行っていないようだけど」

　あくまで世せ間けん話ばなしみたいな口く調ちようで、矜きよう持じヶ谷やさんは切り出す。

「何かあったのかしら？」

　そうか。この人はこの人で、私たちの関係の変化に気付いたのか。そして、その原因を私に確かく認にんしに来た。

　……どう答えるべきだろうか。

　深しん刻こくな雰ふん囲い気きというわけでもない。ごまかすのがベストか？　いっそのこと、無む視ししてしまう方がいいのかもしれない。上品なこの人のことだ、志し穂ほ里りみたいに追つい及きゆうされることもないだろう。

　それでも……悪あく意いの全く感じられない視線に、下へ手たな逃げはできない気分になってしまう。この人のことは、だませない。

「別れました、先せん輩ぱいとは」

「そうなの」

　短く言うと、矜持ヶ谷さんは驚きもせずにそう返した。

「どうしてかしら？」

「……色々あったんです」

「そっか……」

　息をふうと吐き出す矜持ヶ谷さん。

　しばし会話が途と切ぎれる。

　……なんだろう。矜持ヶ谷さんは、何を考えているのだろう。

　あるいは、特に何も考えず、本当にただ気になったことを尋たずねただけだろうか……。

「……ところで千ち代よ田ださん」

　矜持ヶ谷さんは、再びこちらを向いた。

「私今いま、友達の用事が終わるのを待っているのだけど、教室は人が多くて落ち着かないの。しばらくここにいてもいいかしら？」

　──思ってもいなかった問いに、私は戸と惑まどった。

　ここにいてもいいか。

　……拒きよ絶ぜつするべきかもしれない。

　部屋には入れてしまったけれど、本来なら私はこの人とも仲良くすべきではないのだ。志し穂ほ里りにだって、あんなに冷たくあたったわけだし。

　なのに、

「……いいですが」

　私は反射的に、そう答えてしまう。

「そう、ありがとう。じゃあちょっと失礼して」

　彼女はほほえみ、鞄かばんから文ぶん庫こ本ぼんを取り出すと……黙もく々もくとそれを読みはじめた。

　……なぜだろう。

　なぜこんなことになってしまったんだろう。

　できるだけ、人とかかわるのは避けたいはずなのに……。

　それでも、この静けさは。矜きよう持じヶ谷やさんといる狭い部室は、決して不ふ愉ゆ快かいではなくて。

　私は視線を窓の外に戻し、再びぼんやりしはじめた。




　二時間ほど経たっただろうか。

　日は傾き、街を照らす光に赤みが混じりはじめた。

　それでも矜持ヶ谷さんは──未いまだに帰るような気け配はいを見せない。

「あの」

　思わず私は、彼女に声をかける。

「何？」

「本当に、お友達を待っているのですか？」

「本当よ」

　言って、矜持ヶ谷さんは髪かみを耳にかけた。

「一いつ緒しよに帰ろうと約束している友達が生徒会役やく員いんなの。だからどうしても遅くなるのね。まあ……ここにいるのは、それだけが理由ではないけれど」

　……やっぱりそうか。

　どう見ても、彼女の様よう子すはただ友達を待っているようには見えなかった。

「……他にはどんな理由があるのでしょう？」

「そうね……これは持じ論ろんなのだけど」

　矜持ヶ谷さんは文庫本を机に置き、こちらを向いた。

「何か思いつめている女の子には──誰だれかが静かにそばにいるのが、一番だと思うの」

　──そのセリフに、ドキリとした。

　何かを思いつめている女の子……。

　私のこと……だろう。

「差し出がましかったらごめんなさい。それでもね、なんだか今の千ち代よ田ださんは、いろんなことを思いつめていっぱいいっぱいになっているように見えたの。とはいえ、誰かに助けを求めるつもりもないみたいよね。だから、私がただそばにいて、言いたいことがあったらぶつけてもらえればいいかなって思ったのよ」

　矜きよう持じヶ谷やさんは、わずかに頬ほおを持ち上げる。

「ほら。私が振られたときには助けてもらったじゃない？　だから千ち代よ田ださんにも何かあったなら、力になりたくて……。もしかして、お邪じや魔まだったかしら？」

「い、いえ、そうではありませんが……」

　……言われてみて、自覚する。

　確かに私は、心のどこかでこうなることを望んでいたのかもしれない。

　彼女に先せん輩ぱいと別れたことを伝えたのも、彼女がここにいるのを拒きよ絶ぜつしなかったのも──そばにいてほしかったから。

　もちろんそんなこと……本来あってはいけないのだ。

　先輩に暴ぼう言げんを吐き、志し穂ほ里りまで拒きよ絶ぜつした私が、今いま更さら他人に縋すがるわけにはいかない。

　なのに、さらに私は──矜持ヶ谷さんの考えが気になってしまう。

　ひどい失しつ恋れんを経験した矜持ヶ谷さんが、私の失恋をどう思うのか知りたくなってしまう。

「……話してみてくれても、いいのよ？」

　まるで私の気持ちを読み取ったように、矜持ヶ谷さんはこちらを覗のぞき込んだ。

「私でよければ、いくらでも聴きかせてもらうわ。もちろん、無む理りにとは言わないけれどね」

　……数秒考かんがえ、決心した。

「……では、ちょっとだけ……いいでしょうか……」

　恐おそる恐る尋たずねると、矜持ヶ谷さんは咳せき払ばらいして椅い子すに座り直した。

「──よろこんで」

　──私は矜持ヶ谷さんに話しはじめた。

　自分には、姉がいたこと。憧あこがれの姉だったこと。彼女が病びよう死ししてしまったこと。

　そして──先輩が、かつてその姉を好きだったことを。

　矜持ヶ谷さんは真剣な表情で、時に眉まゆを顰ひそめながらそれを聴いてくれた。

「きっと彼は、私と姉を比べたのだと思います」

　そう言う頃ころには、部室内ないにはオレンジの光が差し込みはじめていた。

「他の人たちがそうだったように、私と姉を比べて、姉の方が良かったのだと判はん断だんしたのだと思います。だからこそ、別れようという結けつ論ろんに至ったのです。そして私も、そうやって比べられることが辛つらくて、先輩にひどいことを言いました」

「そういうことだったのね……」

「ですから、もう誰だれとも深くかかわらないでおこうと思うのです。親友のことも、先日拒絶しました。これからは、もう一人で生きていきます」

「なるほど」

　うなずくと──矜きよう持じヶ谷やさんは腕うでを組み視線を落とす。

　そして、おもむろに椅い子すから立ち上がり、私の前まで歩いてくると──

「……それは……辛つらかったわね」

　──私の背中に手を回し、ぎゅっと抱きしめた。

「きょ、矜持ヶ谷さん？」

　体を包み込む、温かくて柔やわらかい感覚。

　鼻をくすぐる、優しくて甘いにおい。

　先せん輩ぱいと家族以い外がいにこうされるのは初めてで──私はうろたえた。

「ど、どうしたのですか……？」

「……嫌いやだったら離れるわ」

「嫌では……ありませんが」

「そう。じゃあ」

　彼女は腕に力を入れると、

「しばらくこうしていましょう」

　耳みみ元もとで、静かにそうささやいた。

　……一度大きく息を吸い込む。

　先輩に抱きしめられているときとは違う、柔らかい感かん触しよく。細ほそ身みな矜持ヶ谷さんだけど、やはり男の子と比べると体は柔らかくて心地ここち良い。きれいな黒くろ髪かみから香るシャンプーのにおいに、少しだけ眠たいような感覚に襲おそわれた。

　──認めよう。

　ここで私は──完全に彼女に気を許してしまった。

「……どう思われましたか」

　彼女に抱きしめられたままで、私は尋たずねる。

「先輩と私がそうやって別れたことを、どう思われましたか」

「……そうね」

　矜持ヶ谷さんは、私の頭をなでた。

「もちろん、二人の気持ちをすべて理解しているわけではないから、勝かつ手てなことは言えないわ。特に千ち代よ田ださんは、私には想そう像ぞうのつかない辛い出で来き事ごとを経験している。それを経てした判はん断だんを、どうこう言うことはできない。ただ」

　一度体からだを離し、矜持ヶ谷さんは視線を落とす。

「私には……野の々の村むら君が誰だれかと誰かを比べたっていうのが、ちょっとしっくりこないの」

「……どういうことでしょう？」

「彼、優しくて真ま面じ目めでしょう？　ちょっと鈍どん感かんでおバカなところもあるけど、基本的には良い人だわ」

　言いながら、彼女は窓の方に歩いていく。

「そんな野の々の村むら君が、人と人を比べて振る、なんてこと、できたとは思えないのよね。それは、優しいというだけじゃなくて、そこまでの器き用ようさがないという意味でも」

「……ああ」

　……それは、確かにそうかもしれない。

　あの不ぶ器用な先せん輩ぱいに、そこまで打だ算さん的てきな行動が取れたかというと、怪あやしい気はする。「比べられた」とハナから決めつけていたから、気付くことができなかったけれど。

「だから、彼が別れようと言い出したのには、何か他の理由があるのではないかと思うわ。何か彼らしい他の理由が。とは言っても」

　矜きよう持じヶ谷やさんは、夕日を背にこちらを振り返った。

「あくまで個人的な感想なのだけどね。それが正しいとは限らないし、実際どうだったか確かく認にんする必要があるとも思わないわ」

「……そうですか」

　志し穂ほ里りとはずいぶん違うその言い草に、ほっとしている自分に気が付いた。

　矜持ヶ谷さんのつかず離れずというスタンスは、今の私にとってとても心地ここち良い。

「むしろね、私、千ち代よ田ださんは、焦あせって今いま何かを決める必要もないんじゃないかと思うの」

「……どういうことでしょう？」

「時間はいくらでも残されている、ってことよ」

　矜持ヶ谷さんは、ゆっくりこちらに歩いてくる。

「例えば、私や野々村君が卒業するまであと一年あるわ。それだけあれば、野々村君にも千代田さんにも何かしら気持ちの変化もあるでしょう。その先に見える答えこそが、正解だっていう可能性もある。だから」

　私の前に立つと、彼女は私の手を取った。

「今はまず、ゆっくりして気持ちを落ち着けてもいいんじゃない？　またお茶に行ってもいいし、うちにも是ぜ非ひ遊びに来てほしいわ。何かを決めるのは、それからでも遅くはないはずよ？」

　……少しだけ。

　矜持ヶ谷さんの話に、少しだけ心しん境きようが変化したのを感じる。

　確かに、今すぐ何かを決める必要も、焦る必要もないのかもしれない。

　状況が最さい悪あくであることに変わりはないけれど、それでもまずは、気持ちを落ち着けても良いのかもしれない。

　そんな風ふうに……思った。

「……ありがとうございます」

　私は頭を下げた。

「一いつ旦たん落ち着いて、色々と考えてみることにします。すみませんでした、気を遣つかっていただいてしまって」

　──考えてみれば、この部屋に来た段階で、矜きよう持じヶ谷やさんはこうするつもりだったのかもしれない。

　先せん輩ぱいと私に、良からぬことが起きているのは察さつ知ちしていたのだろう。そのうえで、私の様よう子すを窺うかがい、できることがあるならしてくれるつもりだった。

「本当に、ありがとうございます」

　もう一度、口から素直にそんな言葉がこぼれた。

　しかし、矜持ヶ谷さんはその表情に驚きの色を浮かべる。

「どうされましたか？」

「……いえ、千ち代よ田ださん、変わったなと思ってね」

　……変わった？

「……どこが変わったのでしょうか？」

　確かに、ここ数日で私は変わったと思う。取り巻く環かん境きようも変わったし、私自じ身しんにも大きな変化があった。それでも、矜持ヶ谷さんが言っているのはそういうことではないだろう。

「あのね」

　腕うでを組み、矜持ヶ谷さんは答えた。

「私が依い頼らいをした頃ころ、千代田さんにはもっと『変わった子』って印いん象しようを持ってたの。言ってしまえば……野の々の村むら君くんにフォローされて、やっとなんとか調査できるような、そういう印いん象しようを。……失礼なことを言っているわね、ごめんなさい」

「いえ、気にしないでください。実際そのとおりだったので」

　確かに、あの頃私は一人で調査もできない子だった。先輩なしではろくに聞き込みもできず、あっさり失しつ恋れん探たん偵ていであることをばらしかけるような子だった。

「当時の千代田さんだったら、こんな風ふうにお礼を言ってくれることもなかった気がするのよね。もちろん、イメージだから実際はどうかわからないのだけど……少なくとも、私にはそう見えていた。でも今は、多た分ぶん私の意い図とをくみ取って、それに感謝してくれているわけで……。その変化があったのって──」

　矜持ヶ谷さんは目を細めた。

「──やっぱり、彼と付き合いはじめたからなのかしらね」

　……そのとおり、なのかもしれない。

　先輩といる日々の中で、私は変わったのかもしれない。

　以前よりも少しだけ、人を気き遣づかえるように。

　そして──人を好きだと、好きになって欲しいと思うように。

　そのとき、矜持ヶ谷さんの制せい服ふくのポケットから、携けい帯たいの震える音がした。

「ごめんなさい」と断ってから、彼女は通つう話わボタンを押し携帯を耳に当てる。

「もしもし？　ええ、大だい丈じよう夫ぶだけど──」

　話しはじめる彼女を横よこ目めに、私はもう一度窓まどの外に視線をやった。

　これからは……しばらくゆっくりすることを自分に許そうと思う。

　矜きよう持じヶ谷やさんの言うとおり、時間をかけてたくさん考えるのだ。

　自分は変わってしまった。状況も変わってしまった。

　なら、私は私のペースで、もう一いち度ど自分のあるべき姿すがたを見つけ出したい。

　それからでも──すべては遅くないのだ。

「──えっ。嘘うそでしょう」

　矜持ヶ谷さんの声に緊きん迫ぱく感かんが混じり、私はそちらを向く。

「そんな……急すぎるわよ。間違いない話なの……？」

　深しん刻こくな表情の彼女。どうしたのだろう、何やら穏おだやかではない気け配はいだ。

　席をはずそうか、とも考えるが、

「そう、そう……わかったわ。ありがとう。本ほん人にんにも確かく認にんしてみるけど、間違いなさそうね……。じゃあね」

　それより先に、彼女は通つう話わを終了した。

「……どうされたのですか？」

　恐おそる恐る尋たずねると、矜持ヶ谷さんはぎゅっと目をつぶり、息を吐き出した。

　突然の様よう子すの変化に、私は不安になる。

　なんだろう、何か嫌いやな話でもされたのだろうか？　ショックなことでも聴きかされたのだろうか？

「あの……ちょっと、私も驚いているのだけど……まだ実感がわかないのだけど──」

　本当にうろたえた様よう子すで、矜持ヶ谷さんはそう前まえ置おきする。

　そして、彼女は何度か口を開け閉めし、ためらう様よう子すを見せてから──

「──野の々の村むら君くん……東京に転てん校こうするらしいの」

　──震える声で、私にそう告げた。

「……え？」

　頭が真まっ白しろになった。

　現実感かんが一気に遠のき、体中の感覚が鈍くなる。

「親の都つ合ごうで引っ越すんだって……友達が、職員室しつで先生にそう話す野々村君を見かけたらしいわ……」

「い、いつ引っ越すのですか……」

　震える声で、私は尋たずねる。

「ずっと先の話、ということではないのですか？」

「……春休みの初日らしいわ、終しゆう業ぎよう式しきの翌よく日じつよ」

　矜きよう持じヶ谷やさんは唇くちびるを噛かむ。

　春休みの、初日。

　つまり──。

「あと──三日しかない」
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　矜持ヶ谷さんと別れ、私は家への道を一人で歩く。

　雪の溶けかけた学校前の坂道を、そこから見える街の景色けしきを見下ろしながら。

　──先せん輩ぱいが、宇う田た路ろを去る。

　三日後。変わった私を置いて。自分の気持ちを、隠かくしたままで。

　頭の中、何度もリフレインするその事実に──私は、ようやく現実を認めた。

　──心が凍こおり付いていたなんて、嘘うそだ。

　傷つくのが怖こわくて、本当のことを知るのが怖くて、私は目をそらしていただけだった。

　その証しよう拠こに、胸がズキズキと痛んでいる。

　頭がひどい熱を帯びて、声が漏もれそうになる。

　こんなありさまで、よくもまあ凍り付いたなんて思い込めたものだ。あまりに見え透すいた嘘うそに、自分で笑い出しそうになってしまう。

　──先輩が、宇う田た路ろを去る。

　もう一いち度ど頭をそのフレーズがよぎった。

　……いつから決まっていたのだろう？　そんなの聴きいていない。

　もしかして、私には隠かくしていたのだろうか？　むしろ、それが理由で別れを切り出した？

　……いや、きっとそうじゃない。あの先輩に、そんなにうまく隠しごとができるはずがない。




　なんで私の大切な人は、皆ある日突とつ然ぜんいなくなってしまうんだろう。

　姉も、先輩も、なんで勝かつ手てに私の届かないところに行ってしまうんだろう。

　私一人ひとりを、置き去りにして。

　もしかしたら何かの罰ばつなのかもしれない。

　例えば、不安になっただけで大好きな人にひどいことを言ってしまう、弱い私への。

　涙が一ひと筋すじ、頬ほおにこぼれた。

　慌あわてて拭ぬぐうが次から次へとしずくが溢あふれ出す。止められない。

　少しずつ、嗚お咽えつが漏もれはじめてしまう。

　こうなれば──もうごまかせない。

　逃げようとしてきた「気持ち」の存在から。

　見て見ぬふりをしてきた、自分の「本ほん心しん」から目をそらせない。

　私は一度立ち止まり、大きく息を吸うと、Ｕターンして「ある場所」へ向かった。

　先せん輩ぱいと私の──そして、私と姉の、思い出の場所に。




　山やま道みちを三十分ほども歩くと「その場所」についた。

　小さくて、あまり手入れがされていない、それでも景色けしきのいい──展てん望ぼう台だい。

　ここからは、宇う田た路ろ市内が一いち望ぼうできる。

　観光スポットとしてはあまりメジャーではないのだけど、人が少ない分ぶん静かに景色が楽しめるから、私はこの場所が大好きだった。今日きようも目の前には、海と山に囲まれ、夕方の日差しにきらめく街の展望が広がっていた。

　──先輩と、両思おもいであることがわかったのはこの場所だった。

　初めて気持ちが通じ合った、終わらない恋もあるのかもしれないと思った、そんな思い出の場所がここだった。

　今でもあの日のことは、つい昨日きのうの出で来き事ごとのように思い出せる。

　痛いほど高たか鳴なっていた心しん臓ぞうの感かん触しよくも、初めて恋愛に対たい峙じした恐きよう怖ふ心しんも、先輩の言葉に、胸にこみ上げたうれしさも。

　実は、この場所を私に教えてくれたのは──姉だった。

　小学校の頃ころ、珍めずらしく母親と喧けん嘩かしたある日、姉は私をここに連れてきてくれた。

「秘ひ密みつの場所なの」「百もも瀬せにだけ教えてあげる」なんて言いながら。

　それ以来、私は辛つらいことがあるたびにこの場所を訪れるようになった。

　親に怒られたとき。

　男の子にいじめられたとき。

　姉が亡なくなったとき。

　そして──姉のようになろうと、決けつ心しんしたとき。

　だから私はもう一度、この場所で決けつ意いを固める。

　こみ上げる気持ちに、誓ちかいを立てる。




　──すべてを知りたい。

　──私は、自分の失しつ恋れんのすべてを知りたい。




　先輩が、なぜ私に別れを切り出したのか。

　何を思って、関係を終わらせたのか。




　比べられたのなら、それはそれでいい。どれだけ傷つくとしても、仮に先輩がそれを拒こばんだとしても、私は本当のことを知りたいと思うのだ。

　この恋が──私にとって、大切なものだから。

　一生モノの、決して忘れたくない気持ちだから。

　見上げた先、宇う田た路ろの海に夕日が沈んでいく。

　建物と、波と、雲が日に照らされてキラキラ光る。

　その景色けしきに、ああ、あの日も──姉のようになろうと決けつ意いしたのも、こんな冬の夕方だったなと思い出す。

　そして今、この光こう景けいが美しく見えるのは。

　胸がつまりそうに輝いて見えるのは。

　恋をしているからなのだとはっきり思い知る。
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「連れん日じつお付き合いいただき、本当にすみません」

　駅前のセントラルタウン都みやこ通どおり。

　その中の老舗しにせ喫きつ茶さ店てんで、私は矜きよう持じヶ谷やさんにまずはそう切り出した。

「昨日きのう、あれから色々考えた結果、私は先せん輩ぱいが自分を振った理由を調査することにしました。お手て数すうをおかけして申もうし訳わけないのですが、彼の最近の様よう子すに関してお教えいただければと思います」

「ええ、もちろん協力させてもらうわ」

　矜持ヶ谷さんは力強くうなずいた。

「千ち代よ田ださんがそう決めたことに、私は大だい賛さん成せいよ。できる限りのことはさせてもらうわ」

「ありがとうございます。助かります」

　言って、もう一いち度ど私は彼女に頭を下げた。

　──先輩の引っ越しまであと二日。

　たったそれだけの時間で、私は彼の真しん意いを探さぐり出さなければいけない。

　自信があるとは、言い難がたかった。

　最近は、依い頼らいからたった数日で事実を見み抜ぬけることも増えている。以前よりも、調査や推すい理りが得意になってきた実感はある。とは言え、今日きようと明日あしたの二日だけ、というタイムリミットはシビアだ。できる限り、遠とお回まわりはしたくない。

　幸い、今こん回かい私には心強い味み方かたがいる。先輩とも友人で、私のことを気き遣づかってくれる矜持ヶ谷さんという存在が。当然、私はまず彼女に話を聞かせてもらうことにした。

「では早さつ速そくですが、最近彼かれはどんな様子ですか？　以前に比べて、変化はあったでしょうか？」

「そうね、やっぱり……元気はないわね」

　どこか気の毒どくそうに、矜きよう持じヶ谷やさんは答える。

「引っ越しは彼にとっても本当に急だったみたいだし、ショックを受けたみたい。そのうえ、千ち代よ田ださんの件もあったわけで……元気なはずもないとも思うわ」

「なるほど。彼がいつごろ転てん校こうの事実を知ったか、おわかりになりますか？」

「ええ、本ほん人にんに聴きいたんだけど、昨日きのうの朝だそうよ。先生に話したその日に教えられたみたい。本当に、急すぎるわよね……」

　ということは、別れを切り出した段階では、先せん輩ぱいは自分が転校するとは思っていなかったのか。これで「引っ越しが理由」という線は完全になくなった。

「ありがとうございます。では、彼本ほん人にんから、私と別れたことに関して何か聴きいてはいらっしゃらないでしょうか？　今回のことに関することなら何でもいいのですが」

「あのね、実は私、今日きよう彼と色々話したの」

　矜持ヶ谷さんは、ティーカップを口から離す。

「別れたこととか、千代田さんのお姉ねえさんのこととか、引っ越しのこととか……。私も、彼がどう思ってるのか知りたくて」

「……彼は何と言っていましたか？」

「あまりちゃんとは答えてくれなかったわ……」

　無む念ねんそうに言って、矜持ヶ谷さんは腕うでを組んだ。

「私と千代田さんがやりとりしていることは明かしてあったからでしょうね……彼としては、内ない心しんを悟さとられたくないみたい」

「そうですか」

　言いながら、不安を覚える。

　それはつまり……私には言いにくい理由がある、ということじゃないだろうか。

　私が傷つくような。苦しむような理由が。

「ただ、お姉さんとの思い出については、ちょっとだけ話してくれたわ」

「どのようなことを、言っていたのでしょう」

「守りたいと思ってたって」

　……守りたい。

　以前も先輩が言っていたフレーズだ。

「すごくしっかりして、頭の良い人で、かっこよかったんだけど……守りたいと思ったし、実じつ際さい助けたりもしたって」

「助けた、ですか？」

「ええ」

「助けたい、ではなく」

「そうよ」

　……意い外がいだった。

　あの姉が、誰だれかに助けられたことがあったのか。

　先せん輩ぱいと姉が一いつ緒しよにいた八年前。

　少なくとも私には、あの頃ころも彼女は誇り高い、完かん璧ぺきな女の子であるようにしか見えていなかった。

　そんな時期に先輩は一体、どうやって彼女を助けたのだろう。

　二人の間に、一体何なにがあったのだろう。

「具体的に、どのようなことがあったかは、わかりますでしょうか？」

「ごめなさい……そこまでは、聴きき出せなかったわ」

「そうですよね」

「でもそうね……ちょっと私も、もう少し色々野の々の村むら君くんに訊きいてみるわ。もちろん、怪あやしまれないように注意して」




　その後も、聴き出せる限りの情報を聴き出し、

「──今日きようは時間をいただいてしまい、本当にすみませんでした」

　そう言ってノートを閉じる頃には、日もすでに沈んでいた。

「本当に助かりました。また今度、重ねてお礼をさせていただきます」

「いいえ、構わないわよ。むしろ、あまり力になれなくてごめんなさい……。また何か気付くようなことがあれば、メールもさせてもらうわね。情報は多ければ多いほど良いでしょう？」

「ありがとうございます」

　私は頭を下げる。

「力になっていただいて、本当に本当にありがたいです」

「気にしなくていいのよ。……そうそう、千ち代よ田ださん？」

　そこで矜きよう持じヶ谷やさんは、ふと思い出したようにこちらに視線を向けた。

「なんとなく引っかかっていたのだけど、昨日きのう言ってたわよね？　親友を拒きよ絶ぜつしたって」

「あ、ああ……」

　……ドキリとする。

　そうだ。私は彼女の言うとおり、志し穂ほ里りを拒絶し、彼女を傷つけた。

「今後その子とは、仲直りするつもりはないの？」

「……仲直り……」

　思わず、私は口ごもってしまう。

「したいとは……思うのですが……」

　心しん境きように変化があった今、もう私が志穂里と仲良くしない理由はない。なら私は一秒でも早く、彼女に謝るべきだなのだ。そのことは、ちゃんとわかっている。

　けれど……結けつ局きよく私は、まだ志し穂ほ里りと話をすることができていなかった。

　友達と仲直りなんてこれまで一度もしたことがなくて、なかなか踏み出すことができないのだ。今いま更さら許してもらえる自信がないのも、私の決けつ意いを鈍にぶらせている。

「そうなの。それはできるなら……早めにした方がいいと思うわ。時間が空あけば空くほど、関係を元に戻すのは難しくなるものよ。辛つらいときこそ、足あし元もとはしっかりしておいた方がいい、ということもあるし」

「そうです、よね」

「もちろん、気が引けるのはわかるけれどね。でも、それこそ私も──」

　言って、矜きよう持じヶ谷やさんは目を細める。

「──そろそろ凛りんと、もう一いち度ど話せないかなって思いはじめているから」

　──凛。

　西にし尾お凛のことだ。

　かつての矜持ヶ谷さんの親友で……彼女の恋人を、奪うばった女の子。

「実はね、凛もこの間、小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいに振られたらしいのよ、しかもこっぴどく」

「そう……だったのですか」

「だから今なら……お互いひどい男に引っかかったわねって、笑えるんじゃないかなって気がしてね」

　……矜持ヶ谷さんは、あの西尾さんとの関係を、やり直そうとしているのか……。

　完全に、破は局きよくし切ったようにしか見えなかった関係を。

「……なるほど」

　なら私にも……できるかもしれない。志穂里との親しん友ゆう関係を、取り戻すことができるかもしれない。

　カップに残ったコーヒーを飲みほし、私は覚かく悟ごを決めた。

「では私も、頑がん張ばってみようと思います」
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「まあ、百もも瀬せちゃん！」

　駅から離れたところにあるマンション。

　四よ十い八な願ら家けのチャイムを鳴らすと、志穂里そっくりのお母かあさんが元気よく扉とびらを開けてくれた。

「こんばんは！　今日きようもかわいいわねーお人形さんみたい！　でもこんな時間にどうしたの？　志穂里に会いに来た？」

「はい、遅くにすみません。ちょっと話したいことがありまして」

「そう？　じゃあ上がって上がって！　志穂里今いま、部屋にいるから！」

　彼女に促うながされて家の中に上がり、志し穂ほ里りの部屋の前に立つ。

「志穂里ー！　百もも瀬せちゃん来たわよー！」

　お母かあさんが室内にそう呼びかけると、

「え!?　……あ……うん」

　中から戸と惑まどった様よう子すの声が返ってきた。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、入って……」

　お母さんに促うながされ扉とびらを開けると、私はおずおずと部屋に入った。

　志穂里はベッドの上、気まずげな笑えみを浮かべてちょこんと座っていた。

「お、おう！　どうしたよこんな時間に……？　な、なんか用事？」

　無む理りに明るい声でそう言う志穂里。

　あまり見たことのないこの子の演えん技ぎ臭くさい表情に、胸が痛くなる。

　私は「隣となり、座るね」と断ってから彼女の横に腰かけると……唇くちびるをグッと噛かみしめ、覚かく悟ごを決めた。

「……この間は、ごめんなさい」

　志穂里の方を向き、頭を下げる。

「言い訳わけにはならないけど、あのとき私、色々思いつめちゃって、自や棄けみたいになってて……だからあんなに、嫌いやなこと言っちゃった。本当に、ごめんなさい」

　驚いた様子で、志穂里はこちらを見ている。

「怒ったよね……傷ついたよね……。許してくれないかもしれないけど、私は……どうしても謝あやまりたくて……仲直りしたくて……」

　そう言って、私はもう一いち度ど頭を下げると、

「本当に、ごめんなさい」

　できる限りの気持ちを込めて、謝しや罪ざいの言葉を繰り返した。

　これくらいでは志穂里は許してくれないかもしれない。はっきり言って、私がしたことはただの八やつ当あたりだ。喧けん嘩かでも何でもなく、私が一方的に悪いのだ。

　それでも──私は謝ることしかできない。許してくれるまで、謝りたいと思う。

　しかし、数秒してから顔を上げ、目に入った志穂里の目からはボロボロと涙がこぼれていて、

「し、志穂里……？」

　私は面めん食くらった。

「……モモ！」

　志穂里は私にガバリと抱き着くと、声を上げて泣きはじめた。

「ど、どうしたの……私また何か、嫌なこと言った？」

「心配だったんだよぉ……私もう、モモと仲良くできないんじゃないかって……」

「……ごめん」

「ううん……そうじゃなくて」

　志し穂ほ里りは体を離すと、手で必ひつ死しに顔をぬぐう。

「こないださ……ドラマで見たんだよ……それまですごく仲良しだったのに、ある日突とつ然ぜん関係がおかしくなって、もう友達に戻れなくなる高校生の話……。片方がさ、急に距離取とりはじめるんだよ……」

　……ああ、そういえば、あの日ひ志穂里は友達とそんな話をしていたような気がする。ひどい精せい神しん状態だったから、まともに聴きいていなかったけれど。

「で、その女じよ優ゆうがちょっとモモに似てたから……あの日のモモが、それとかぶって見えて……なんかさ、私たちももう仲良くできないような気がしちゃってて……」

「……そっか」

　そんな風ふうに思う気持ちは、私にもわかる気がした。

　私も漫まん画がに先せん輩ぱいと似たキャラが出てくると、なんだか応おう援えんしたくなってしまう。そのキャラが、物語に於おいてどんなポジションだったとしても。

　私は志穂里の方ににじり寄ると、彼女の背中に手を回し、抱きしめ返した。

「ごめんね、そんな気持ちにさせて。でも私は、これからも志穂里と友達でいたいと思ってるから。友達でいてほしいと思ってるから」

「うん、ありがとう……」

　志穂里は腕うでに、ぎゅっと力を込めた。

「これからも、仲良くしような……」

「うん」




「でね、先輩が私に別れようって言った理由、調べてるの」

　その後、一通り事情を説明し終えた帰り際。

　玄げん関かんまで見送りに来てくれた志穂里に、私はそう話す。

「もう先輩、明後日あさつてにはいなくなっちゃうから、それまでに全部はっきりさせたくて」

「そっか……」

　事情を知った志穂里は、私のことをひどく心配してくれた。今も気づかわしげな表情を浮かべ、視線を落としている。

　しかし、彼女は決けつ心しんしたようにこちらを向くと、

「もし私に力になれることがあったら、言ってくれよ」

　そう言って私の肩に手を置いた。

「調査だってできる限り協力するし……」

　そして彼女はいたずらな、彼女らしい笑えみを顔に浮かべた。

「もしかしたら、先輩より優ゆう秀しゆうな助手になれるかもしれないからさ」

「……そうかもしれないね」

　私も微ほほ笑えむと、彼女に手を振り帰き路ろについた。
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　家についた。

　色々あって長い一日だった……。喫きつ茶さ店てんに志し穂ほ里りの家にと歩き回ったせいで、足にも疲ひ労ろうが溜たまっている。

　それでも……もう一つ、今日きよう中じゆうにやってしまいたいことがあった。

　夕ゆう飯はんを食べ、長めの入浴を済ませてから、私は二階の自室の隣となり──姉の部屋に入る。

　八年前、主あるじが帰ってこなくなったあの日から、ほとんど手を付けられていない部屋。

　掃そう除じだけはきちんとされているのだけど、本ほん棚だなに並ぶたくさんの本も、机の上に広げられているノートも、床の上のランドセルも姉が出て行ったときのままだ。小学生の部屋とは思えないほど整理整せい頓とんされている辺り、隙すきがなくて彼女らしいなと思う。

　私はしばらく部屋を眺ながめてから、勉強机づくえの上、本棚に並んでいるノートの一つを手に取り──大きく深しん呼吸した。

　Ｂ５サイズの、キャラクターがプリントされたノート。

　表ひよう紙しには──「ＤＩＡＲＹ」の文字がある。

　姉の日記だ。

　生せい前ぜん姉が毎日つづっていた、彼女の日記帳ちようだ。

　私はこれから当時の記き述じゆつをさかのぼり、先せん輩ぱいと姉の関係を探さぐるつもりなのだ。

　先輩が私を振ったのには、間違いなく姉の存在が関係しているだろう。比べた、ということではないのかもしれないけれど、彼女のことを知った結果、別れを切り出したのは間違いないと思う。しかし、その経緯いきさつがわからない。

　だとしたら──先輩と姉がどういう関係だったのか、もっと知る必要がある。

　どのような間あいだ柄がらで、どんなことを経験してきたのか。

　この日記はきっと、当時のことを克こく明めいに教えてくれるはずだ。姉による、詳しよう細さいな日々の描びよう写しやで。

　ただ……床のクッションに腰かけた私は、鈍い緊きん張ちよう感かんを覚える。

　日記を持つ手が妙みように重い。

　──実は私がこのノートを、姉の日々の記録を手に取るのは、これが初めてだった。

　もちろん存在は知っていたのだ。彼女が毎日ノートに何かを書いていたのも。そしてそれが机に残っているのも知っていた。

　それでも、うっかり読んでしまえば姉の死をより強く実感してしまいそうで。姉と自分の間にある途と方ほうもない差を見せつけられてしまいそうで、私はひたすら目をそらし続けてきたのだ。日記だけじゃない。本当は、この部屋に入るのだって八年ぶりだ。

　それでも今は──読もうと思う。

　読みたいと思う。

　姉が過ごした日々の記録を。

　彼女が生きた証あかしを。

　私なら──先せん輩ぱいが変えてくれた今の私なら、受け入れられるはずだから。

　もう一度大きく息を吸い込んで、私はページを開いた。





９月３日　天気：晴れ

今日きようも相変わらず暑い１日だった。教室の中は涼すずしいけれど、一歩廊ろう下かに出るとめまいがしそうなほどの熱気で、２時間目には同じクラスの緒お方がたさんが体調を崩くずして保健室しつに運ばれた。彼女はあまり体力もないし、無む理りもないことだと思う。

ほんの数年前までは、学校の教室にはエアコンがなかったらしい。そんな中、生徒たちはちゃんと勉強できていたんだろうか？　どう考えても、無理であるとしか思えない。行きすぎた根こん性じよう論ろんが淘とう汰たされつつある時代に生まれて、本当によかった。






　姉の字は、小学生によるものと思えないほどに整っていた。

　まだ習っていないはずの高度な漢かん字じも使用しているし、女子大生せいの日記だと言っても信じる人はいるだろう。

　たったそれだけのことに──私の胸はグッと苦しくなる。

　久しぶりに肌はだで感じる「姉らしさ」。

　そうだ、彼女は──こんな風ふうに、よくできた女の子だったのだ。頭で理解していたその事実を、八年ぶりに私は体たい感かんする。

　そして、しばらくページをめくったところで──

「今日きようは九つ十く九も君くんという名前の、３年生の男の子と友達になった」

　──そんな記き載さいを見つけた。

　慌あわててページを繰くる指を止める。鼓こ動どうが一気に加か速そくする。

　ほかの日付と変わらず、あっさりと一日の出で来き事ごとをつづった文章。ただ、そのところどころに「九十九君」という文字があるのが見える。

　──これだ。

　きっとこれが──姉と先輩が出会った日の記録だ。

　私と知り合う前の、小学生の先輩。




　その彼が、初めての恋に落ちる記録が、今いま目の前にある。

　指が震えるのを抑えて、私はその文章に目を通した。





５月11日　天気：晴れ

今日きようは九つ十く九も君くんという名前の、３年生の男の子と友達になった。私の大好きな名めい探たん偵ていと、同じ名前の男の子。公園で一人で本を読んでいるとき、「何なに読んでるの？」と声をかけてきたのがきっかけだった。

「探偵もののお話だよ」と話すと九十九君は興きよう味みを持ったようだったから、一いつ冊さつおすすめを貸してあげることにした。入にゆう門もんに最さい適てきなもう少し王おう道どうのものを。

気に入ってくれたらうれしいなと思う。






　──胸がいっぱいになった。

　記き憶おくの中の姉と、いつも一いつ緒しよにいた先せん輩ぱいが、初めて実じつ感かんを伴って頭の中で繋つながった。

　こうして二人は……スタートさせたのだ。短くも大切な関係を。

　……手に汗あせがにじむ。息が少し、乱れてしまう。

　それでも調査の一いつ環かんである以上、感かん傷しように浸ひたり続けるわけにもいかない。

　私はさらにページを進め、先輩に関する記き述じゆつを探していく。

　その日以い降こうも、姉と先輩は探偵小説を介かいしてやりとりを続けているようだった。少しずつ関係が深まっていくのが、文章からも読み取れる。

　そしてしばらくして──こんな記き述じゆつを見つけた。





６月23日　天気：雨のち晴れ

今日、いつものように公園で会った九十九君に、突とつ然ぜん「守ってやる」なんて言われた。まさか年とし下したの男の子にそんなことを言われるとは思っていなかったし、彼がそういうことを言うタイプだと思っていなかったから、本当に驚いた。

もしかしたら九十九君は、私のことを好きになったのかもしれない。

思い上がりかもしれないけれど、そう思えるくらいに口く調ちようは真しん剣けんだった。

他の男の子にも同じようなことを言われたことがあったけど、九十九君にそう言ってもらえるのはちょっとだけうれしい。これからも、仲良くできればいいと思う。






　守ってやる。

　これまでも、何なん度どか出てきたそのフレーズ。守りたいと思っていたし、実際守まもったこともあったのだと、先輩は言っていた。彼は姉本ほん人にんにも、その気持ちを告げていたのか……。

　どうやって姉を助けたのかは、今のところわからない。前後のページを確かく認にんしたけれど、それらしい記き述じゆつは見つからなかった。

　それでも、二人の間で何かがあったのは間違いないのだろうし──先せん輩ぱいはそのとき、恋に落ちたのだと思う。

　彼にとって、はじめての恋に。

　……こみ上げる動どう揺ようを一度噛かみ殺し、私は思し考こうをつづける。

　姉が「守る」という宣せん言げんを好こう意い的に受け取っているのも、ちょっと意い外がいだった。

　彼女が男の子に告こく白はくされた、という話は何度か聴きいたことがあった。それでも、喜んでいるように見えたことはあまりなかったし、もめごとに巻き込まれて迷めい惑わくそうにしていることも頻ひん繁ぱんにあった。

　姉が先輩に好意を抱いていた、とまでは思わない。それでも、彼女にとっても先輩が特別な存在であることは間違いなさそうだ……。

　さらにページをめくり、私は先輩に関する記述を最後まで確かく認にんしていく。

　その途と中ちゆう、私は調査とは全く関係のないいくつかの文章に、姉の独どく白はくに、意外な印いん象しようを覚えた。

　例えば、


「私は夏という季節が一年で一番嫌きらいだ。何が嫌いやって、道に落ちて生きているか死んでいるかわからない状態の蝉せみが怖こわいのだ」

「通学路ろの犬が、最さい近きん私に妙みように吠ほえてくる。小型の犬だけど、声が大きいから別の道で学校に行った方がいいかもしれない」

「今日きようの身しん体たい測そく定ていでも、身長は伸びていなかった。これで百もも瀬せに追いつかれたことになる。正直ちょっと、悔くやしい」



　こんな些さ細さいな書き込みたちに。

　当時の私だったら、何も思わなかっただろう。むしろ、冷静なその口く調ちように「やっぱり大人おとなっぽいな」なんて思ったかもしれない。

　それでも今いま私は、高校生になった私はそれらの文章に──幼さを感じた。

　小学四年生、という年ねん齢れいに相そう応おうの、かわいさを見い出した。

　気になって探してみると、同じような印象の文章は、そこかしこから見つけることができた。例えばちょっとさかのぼったところにある、私をフォローした日の記事。




　──夕方、連れん絡らくがあって百瀬を学校まで迎えに行った。算さん数すうの授業で先生が使う大きな三さん角かく定じよう規ぎをどこかにやってしまい、泣きながら探していたそうだ。学校につくと、保ほ科しな先生が百瀬と待っていた。ちょっと前まで騒ぎになっていたらしい。お礼を言って家まで帰る途と中ちゆう、百瀬がまた泣き出したので、フードセンターでジュースを買ってあげた。買い食いは禁止されているので、お母かあさんには内ない緒しよで。




　……このときのことは、ぼんやりと覚えている。

　確か六月、雨の降る日のことだったと思う。

　大おお泣なきして騒いだ後の喉のどに、姉がくれたジュースが妙みように沁しみたものだった。お母かあさんに内ない緒しよ、というのがちょっと大人おとなっぽい気がして。

　それでも今いま見れば──これも小学生のかわいらしいエピソードだ。あの頃ころの私たちにとって、買い食いなんて立りつ派ぱな冒ぼう険けんだったのだ。

　その後も、姉の淡たん泊ぱくで、そしてどこかかわいい日々の記録は続き──最さい終しゆう的てきに、先せん輩ぱいと姉の関係は特に進しん展てんしないままで、日記は終了していた。

　──ちょうど彼女の病気が発はつ覚かくした、その日付で。

　最後のページに書き込まれているのは、ごく短い文章だった。

「どうやら、私は重い病気にかかっていたみたいだ。どうなるんだろう。すごく怖こわい」

　以降、このノートに何かが書き込まれることはなく、たくさんのページを残して今日きようまで姉の机に置かれていた。

　ページを閉じた私は──頰ほおを涙が伝っていることに、ようやく気が付く。

　ごく当然のことを。

　今いま更さらになって理解した。

　あの日亡なくなったのは──「完かん璧ぺきな存在」なんかじゃない。

　一人の、十歳さいの、心こころ優やさしい小学生だったのだ。

　どれだけ完璧に見えても、理想像ぞうに見えても、彼女は蝉せみや犬を怖こわがり、身長を気にし、内ない緒しよで妹にジュースを買う優しい女の子に過ぎなかったのだ。

　……どれだけ悲しかっただろう。

　……それだけ理り不ふ尽じんな思いだっただろう。

　そんなことを、初めて私は思う。

　きっと、私や家族が苦しんだ何なん十じゆう倍ばいも、何千ぜん倍も、何億おく倍も、姉は苦しかっただろう。

　死の間ま際ぎわも、姉は私たち家族の前で取り乱すことはなかった。

　それは彼女が、完璧だったからなんかじゃない──優しかったからなのだ。

　姉は残される私たちのために、涙をこらえたのだ。

　彼女を失って八年──初めて私は姉の気持ちを思って泣いた。

　姉の、お姉ねえちゃんのために泣いた。

　若くして命を落とさざるを得なかった、私の大好きな、お姉ちゃん。

　かけがえのない──私の家族。




　──そのとき、だった。

　──激しい電流のようなものが、頭を突き抜けた。

[image: ]




　調べてきた事実が。

　絡からまっていた考えが。

　無む意い識しきの記き憶おくが突とつ然ぜん一つにまとまり──「ある可能性」が閃ひらめく。




　確実でも何でもない。

　証しよう拠こも何もない──一つの「可能性」。

　ふと思いついてしまっただけの、真実の予想。




「……」

　唐とう突とつな衝しよう撃げきに──涙が止まる。

　声が詰まり、嗚お咽えつを上げることもできなくなる。

　一いつ瞬しゆんの間まを空あけて、手が震えはじめた。

　体中が一気に熱くなった。

　ぐしゃぐしゃと髪かみを掻かきながら──私はもう一いち度ど頭の中でその「可能性」を再さい確かく認にんする。

　……うん。

　間違いない。

　今のところ断だん定ていできないけれど「そう」である可能性せいは、十分に考えられる。

　もしも。

　もしもこれが事実なら──状況は一いつ変ぺんする。

　先せん輩ぱいが別れを切り出したことも、私が別れを切り出したことも、そしてこのところ抱いてきた気持ちさえも──すべて間違っていたことになる。

　こみ上げてきたのは……使し命めい感かんだった。

「……調べなきゃ」

　つぶやきながら、私は立ち上がる。

「……この可能性が事実なのか、確かく認にんしなきゃ……」

　……でも、どうやって？

　どうすれば……「八年も前の事実」を、確認することができる……？

　日記に書かれた情報は、もうすべて確認を終えたというのに。

「……そうだ」

　考えに考えて……私は一つの可能性を思いつく。

　あそこなら、事実をつかむヒントがあるかもしれない。

　行ってみよう。

　明日あしたの放課後ご。

　決けつ意いをし、顔を上げると──勉強机づくえの上に載のった家族の写真が目に入った。

　困ったように眉まゆを寄せる私と、穏おだやかにほほえむお姉ねえちゃん。

　そして、その後ろで朗ほがらかに笑う両親。

　そのとき私は──自分にかかっていた呪のろいが、完全に解けていることに気が付いた。




　……雪が解けたら、お墓はか参まいりに行こう。

　お姉ちゃんに、成長した私を見せに行こう。

　最後の日記を胸に抱き、私はそんなことを思った。
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　──翌よく日じつ。

　ある人物への聞き込みを終え──失しつ恋れん探たん偵てい最後の調査は、完了となった。

　家への道を歩きながら、私はぼんやり空を見上げた。

　藍あい色いろに染そまる東の空には、すでにいくつもの星がきらめきはじめていた。狭い道路に面する家々からは夕ゆう飯はんのにおいが漂ただよってきて……私はなんだか懐なつかしい気分になる。

　──去きよ年ねんの春、先せん輩ぱいといたくて、一いつ緒しよにいる理由が欲しくてはじめた失しつ恋れん探たん偵てい。

　ミステリ好きの彼と、少女漫まん画が好きの私がそばにいるための、精せい一いつ杯ぱいの方ほう便べん。

　それが明日あした──先輩に調ちよう査さ結果の確かく認にんをして、終わりを迎えることになる。

　もう、涙はこぼれなかった。

　悲しくないわけではない。辛つらくないわけではない。

　それでも、明日は前を向いて、先輩に会いに行きたいのだ。

　私たちの最後には、きっと笑顔が似に合あうはずだから。

　風が一いち陣じん、私の周りを通り過ぎて行った。

　そこに少しだけ、私は春の匂においを感じ取る。

　ああ──先輩と出会った季節が、もう一度めぐってきたんだ。
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　翌よく朝あさ。先輩の引っ越し当日。

　チャイムを押して出てきた先輩のお母かあさんは、

「あら、百もも瀬せちゃん……。九つ十く九もね、出かけてるの」

　そう言って、申もうし訳わけなさそうにほほえんだ。

「最後にこの街を見て回りたいんですって……。もしかして、何か用だったかしら？」

「そうですね……ちょっとお話がしたかったんです」

　ほほえみ返しながら、私はうなずく。

「そうだったの……ごめんなさいねえ……、家を出るのは十一時だから、それまでには戻って来ると思うんだけど……」

「そうですか。ありがとうございます」

　言って、私は頭を下げた。

「でも、ちょっとお話ししたいことがあるので、探しに行ってみますね」

「あら、そう？」

　そこで、お母さんは窺うかがうような表情になり、

「あのー……前から思ってたんだけど……もしかして百瀬ちゃんと九十九って、お付き合いしてるのかしら……？」

　そんなことを尋たずねた。

「ずいぶん仲良くしてくれてたみたいよね……？」

　これまでも、先輩の家にお邪じや魔ますることは何度もあったし、お母さんに挨あい拶さつさせてもらうこともあった。それでも、先輩がひどく恥はずかしがったので、彼かれ氏し彼かの女じよの関係であることは内ない緒しよにしてあったのだ。

「はい、ちょっと前までは、お付き合いさせてもらってました。もう今は、別れてしまったんですが……」

「そうなの……」

　素直に答えると、お母かあさんは残念そうに眉まゆを寄せた。

「でも、こんなかわいい子に最後に追いかけてもらえるなんて、九つ十く九もも隅すみにおけないわね。ありがとう、親として、ちょっとほっとしちゃったわ」




　坂道を下りながら、私は考える。

　先せん輩ぱいがいる場所は、なんとなく予想がついていた。

　候こう補ほはいくつか考えられるけれど……うん、きっとあそこだ。

　時間にはまだ余よ裕ゆうがある。歩いて彼に会いに行こう。




　先輩との待ち合わせ場所だった、フードセンター前を通りすぎる。

　時間に遅れがちな私を、先輩はこの場所で笑顔で待ってくれていた。同じ建物にあるレンタルブック高たか橋はしでは、先輩に何度かおすすめ作品を教えたものだったな……。

　先輩と行ったファミレスが通りの向こうに見える。依い頼らいもない退たい屈くつな夕方、たまに二人してだらだらしに行ったっけ……。猫ねこ舌じたの私がいつまでもスープを飲めないでいるのを、先輩はほほえましげに待ってくれた……。その先にあるお寿す司し屋やさんは、いつか行こうと約束していたけれど、結局果はたされないままだった。

　先輩と立ち読みした本屋の角かどを曲がる。

　ここの本屋の大学生店てん員いんとは顔かお見み知しりで、新しん刊かんについて立ち話をすることもしばしばあった。その様よう子すを目もく撃げきした先輩が、やきもちを妬やいていたのにはちょっと笑ってしまった。でも内ない心しん、私はすごくうれしかったのだ。そういうのに、ちょとだけ憧あこがれていたから。

　──考えてみれば、この街のほとんどの場所に、先輩との思い出が秘ひめられている。

　もちろん、彼と出会う前も色々な場所に行ったし、色々な場所に連れて行ってもらった。

　それでも、心に残っているのは先輩といた記き憶おくばかりで──先輩が、姉との恋で自分の存在を育はぐくんだように、私も先輩との恋で自分を形かたち作づくっていったんだと、はっきり感じる。




　コンビニの角を右に曲がると、私は学校の前の坂を上りはじめた。

　先輩と、いつも歩いた道。

　今でも息が切れてしまうほどの急こう配ばい。

　もうここを彼と並んで歩くことはないんだと、今いま更さらになって実感する。

　一いつ緒しよにいた日々は、戻ってこない。

　これまでみたいに部室で並んで本を読むことも、ぼんやりすることも、依頼を受けることも、調ちよう査さをすることも、もうできなくなってしまうのだ。

　涙がこぼれそうになった。

　鼻の奥がツンと痛む。

　それでも今は──泣いちゃダメだ。

　すべてを伝えるまで──答えを明らかにするまで、私は泣くべきではないのだ。

　私は笑って、大好きな彼とお別れがしたい。
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「──探しましたよ」

　そう言って、私は彼にほほえみかけた。

　宇う田た路ろ中央高こう校こう。南みなみ校舎四階かいの東ひがし端はし。

　ミス研けん部室の片かた隅すみで、窓の外を眺ながめている先せん輩ぱいに。

「まあ、本当はここにいるだろうと思ってたので、迷ったりはしなかったんですけどね。良かったです、予想どおりで」

「……そう、か」

　困ったような、悲しそうな表情で先輩は振り返える。

「ごめんな……手て間まかけさせて」

　もしかしたら、私がここに来ることはある程てい度ど予想していたのかもしれない。彼のセリフに、驚きのニュアンスは感じ取れなかった。

　……愛いとおしい気持ちがこみ上げる。

　その声を、どれだけ聴ききたいと思っただろう。

　その顔を、どれだけ見たいと思っただろう。

　先輩が目の前にいることに、私はこの期ごに及んで幸せを感じてしまう。

　それでも、

「この間は、ひどいことを言ってごめんなさい」

　私はその気分に浸ひたるより先に、そう言って頭を下げた。

「色々と考えることがあって、気持ちが追い詰められちゃってて……先輩を傷つけてしまいました。本当に、ごめんなさい……」

「……百もも瀬せが謝ることじゃないよ」

　先輩は唇くちびるを噛かんだ。

「俺おれは……ああいう風ふうに言われて当然の男だよ。どんなに非ひ難なんされたって反はん論ろんはできない……」

「その件についてなんですけど」

　私は先輩の方にゆっくり歩いていく。

「ちょっと気付いたことがあったので、私はここに来たんです。お話ししてもいいですか？」

「……気付いたこと？」

「はい」

　彼は苦しげにその顔を伏せてから、

「……いいよ」

　消え入りそうな声でそれを肯こう定ていした。

「聴きくよ……。何を気付いたにしろ、俺おれにはそれを知る義ぎ務むがあると思う……」

「ありがとうございます」

　ぐしゃりと髪かみを掻かくと、私は探たん偵ていシートに腰こしかけた。

　この部屋に先せん輩ぱいと二人でいるのも、これが最後になるのだろう。

　色々なことを一いつ緒しよに経験した、このミス研けん部室。

　ここで今、私は──失しつ恋れん探たん偵ていの活動に、幕を引くんだ。

　こみ上げる切せつなさをねじ伏せて、説明をはじめる。

「さて、じゃあちょっと先に、どうして私が先輩に別れようって言ったのか説明させてもらいます。前ぜん提ていとして、知っておいてもらいたいので」

「……うん」

「まず、私が先輩に別れを切り出したのは──お姉ねえちゃんと比べられるのが怖こわかったからです」

　先輩は、窓まど際ぎわに立ったままで静かに話を聴いている。

「知っていると思いますが、お姉ちゃんは良くできた女の子でした。賢かしこくて、人当たりも良くて、皆から好かれる素す敵てきな女の子でした。それに対し、私はドジで、失敗してばかりでした。姉妹仲なかは良かったですし、『あの展てん望ぼう台だい』を教えてくれたのもお姉ちゃんだったんですけど、比べられることがよくあってすごくコンプレックスを感じてました。それはもう、彼女が亡なくなってから、なんとか真ま似ねしてお姉ちゃんに近づこうとしたくらいです。結果、私がどういう女の子になったかは、先輩もよく知っていると思います」

　先輩は身じろぎもせず、窓の外を苦しげに見ている。

「だから私は、先輩がお姉ちゃんと知り合いだったって知ったとき──しかも、初はつ恋こいの相手なんだって知ったとき、本当にショックを受けました。また比べられるかもしれない、比べられたら絶対勝かてないって、不安になりました。そして実際に先輩は──私がドジをしたとき、マフラーを見つけられなかったとき、様よう子すがおかしくなりましたよね？　『姉のことを考えていましたか？』という質問にも、答えてくれなかった。その段階で、私の中では『先輩が姉と私を比べている』ことが確かく定てい的になって、それに我が慢まんし切れなくて別れを切り出したんです」

「そう……だったんだ……」

　ぎゅっと目をつぶり、先輩はそんなセリフを吐き出す。

「百もも瀬せは……そんな風ふうに思って」

「でも」

　私は先せん輩ぱいの目を見る。

「そうではなかったんですね。先輩が別れを切り出したのは、他に理由があったから」

　……そうだ。

　彼の反応からも明らかだ。

　私とお姉ねえちゃんを比べた結果、先輩は別れを決けつ意いしたわけではない。

「先輩は──失敗する私に、お姉ちゃんの影を見い出していたんですね」

　先輩は、手をぎゅっと握りしめた。

「私が思っていた『比べる』というのと真ま逆ぎやくです。先輩は、失敗する私とお姉ちゃんを同どう一いつ視ししている自分に気が付いてしまった」

　確かに、と前置きして、私は話を続ける。

「内面は全然違ちがいますけど、私とお姉ちゃんはよく似ています。そんな私がドジをする姿すがたに、先輩はお姉ちゃんの姿を見い出してしまった。ですから『姉のことを考えていましたか？』という私の質問も、否ひ定ていできなかったんですね。私が思う『姉のことを考える』とは、別の形でお姉ちゃんのことを考えていたわけです」

　先輩は黙だまってうつむいている。

「似ている状況や似ている容よう姿し、性格の人を、なんとなく同一視しちゃうことって、結けつ構こうありますよね。志し穂ほ里りも『ドラマの登場人じん物ぶつとモモをかぶせて見ちゃった』って言ってましたし、私も少女漫まん画がに出てくる男の子を『先輩みたいだな』と思って応おう援えんしたりします。ただ」

　私は、声のトーンを落として言う。

「志穂里や私と違って……先輩はそんな自分を許せなかった。自分の気持ちが、お姉ちゃんへの恋こい心ごころなのかもしれないと思ってしまったから。私に向けたものだってことに、自信が持てなくなってしまったから」

「……そう……だよ」

　短い沈ちん黙もくの後、吐き出すような、苦しげな声で先輩は肯こう定ていした。

「……俺おれは……自分が……百もも瀬せに恋してるのか……わからなくなって」

　先輩の声が、ひどく震える。その目に、今にもこぼれそうなほどに涙が溜たまっていく。

「そんなの……本当に最さい悪あくだよな……。ひどすぎる……裏うら切ぎりだよな……だから……俺には……。もう……百瀬と付き合う資し格かくなんてなくて……」

「でもね、先輩」

　私は、彼の言葉をいったんさえぎる。

「先輩のその判はん断だんの前ぜん提ていには──大きな勘かん違ちがいがあります」

　彼は顔を上げ、悲ひ壮そうな表情のままで眉まゆを寄せた。

「……勘違い？」

「ええ」

「どういうことだ……？」

「ではお話しします。先せん輩ぱい、席に着いてください。ここからが──調ちよう査さ報ほう告こくの本ほん題だいです」




「今こん回かい私は、先輩が『姉と私を同どう一いつ視ししていた』っていう結けつ論ろんになかなかたどり着けませんでした」

　目の前の席、クライアントシートに座った先輩に話しはじめる。

「というのも、私と姉は本当に真ま逆ぎやくの女の子だったからです。よくできた彼女にダメダメの自分、そんなに違ったのに、まさか『同どう一いつ視し』なんて、思いつきもしなかったんです。でも、先輩にとってはそうではなかった。例えば前に言ってましたよね、先輩は、姉のことを『守りたいと思っていた』って」

「……そうだな」

「最初に聴きいたとき、私はそれを変だなって思いました。お姉ねえちゃんが、誰だれかに守られてるところなんて想そう像ぞうがつかなかったので。彼女は一人でも問題なく生きていけるタイプでしたからね。とはいえ、男の子としてはどんなによくできた女の子でも、守りたいと思うものなのかもしれません。そのときは、それ以上深ふかく考えることもありませんでした」

「うん……」

「ただ次に、矜きよう持じヶ谷やさんにお話を聴いて、先輩がお姉ねえちゃんを『助けた』と言っていたことがわかりました。『助けたい』ではなく、実際に『助けた』んだと。そこで、気になったんです。先輩が、一体どうやってお姉ちゃんを助けたのか。あのお姉ちゃんが、先輩の前でどんな失敗をしたのか」

　深しん刻こくな表情で、先輩は話の行方ゆくえに耳を傾けている。

　風が吹いて、窓の外を通り過ぎて行った。

「私は、お姉ちゃんの日記を見ることにしました。彼女は小学生に入ってからほぼ毎日、日記をつけてましたからね。それを見れば、当時のことを知ることができるのです」

　私は鞄かばんからお姉ちゃんの日記を取り出し、先輩にかざして見せる。

「実際、この中には先輩との出会いや、その後の交流についても書いてありました。先輩に『守る』と宣せん言げんされたこともちゃんと載のってましたよ。ちなみにお姉ちゃん、そのときに先輩の好こう意いに気付いたみたいです。喜んでました」

「……そうか」

「でも」

　言って、私は日記を机に置くと、息を吐き出す。

「お姉ちゃんが先輩に助けられた日の日記だけは、どれだけ探しても見当たらなかったんです。日常の出で来き事ごとも、結けつ構こう細かく書いてある日記なのに」

「……そう、なんだ……それは」

　不ふ思し議ぎそうな顔で、先せん輩ぱいは口を開いた。

「恥はずかしかったから……とかじゃないのか……？　お姉ねえさん、確かにすごく出来る感じだったし……なのに失敗したって、恥ずかしかっただろうし……」

「そうですね」

　私はうなずく。

「そう考えるのが自然だと思います。ただそうだと、もうどうしようもなくなっちゃいますよね。記録が残っていなければ調べようがありません。先輩に直接尋たずねる、という方法もあったかもしれないですが、矜きよう持じヶ谷やさんの話を聴きく限りでは協力してもらえるとも思いませんでした。実際どうですか？　もし私がことの真しん相そうを尋ねに来ていたら、先輩は答えてくれました？」

「……」

　しばしうつむいてから、先輩は首を横に振った。

「ですよね。なので調査は、ここで行き詰まりかけました。八年も前の出で来き事ごとが絡からんでるので、それも当然なのかもしれないですけど。ただ──ふと私は、閃ひらめいたんです」

　言って、先輩の目を見る。

「閃いてしまったんです。『とある可能性せい』を」

　怪け訝げんな表情の先輩。そんな彼に、

「ところで先輩、これはお姉ちゃんと私の昔むかし話ばなしなのですが」

　そう前置きして、私は「あの日」のことを思い出す。

　梅つ雨ゆのある日。

　厚い雲が、宇う田た路ろの空を覆おおっていた日のこと。

「さっきも言ったように、私はドジな女の子でした。何をしても失敗ばかりで、本当にうっかりしていて。その日もものを失なくしちゃったんです。算さん数すうの授業で先生が使う、大きな三さん角かく定じよう規ぎを」

「……」

　先輩の表情に変化があった。

「私は大おお泣なきしました。学校の備び品ひんを、皆で使うものを失くしたんですからね。すごく焦あせったんです。そのせいで大おお騒さわぎになって、この間の保ほ科しな先生やいろんな人が集まって、皆で捜そう索さくしました。で、最終的にはなんとか見つかって、迎えに来てくれたお姉ちゃんに慰なぐさめられながら帰りました。お姉ちゃんの日記にも、その日のことが書かれてます」

　私は日記帳ちようを開き、そのページを先輩に見せた。

「ここですね」

　恐おそる恐る、と言った様よう子すで先輩はそのページを読み……髪かみをぐしゃぐしゃと掻かきむしった。

「ところで先輩」

　私は鞄かばんの中から、一枚の写真を取り出す。

「その日、率そつ先せんして定じよう規ぎを探してくれた、そして見つけてくれたのは、とある男の子でした。多た分ぶん私より少し上の学年の、優しそうな男の子。その子なんですが──」

　言って、私は彼にその写真を差し出した。

「──こんな子なんです」

　そこに写っているのは──

「……俺おれ……じゃねーか」

　──今よりずいぶん背も低く、あどけない顔をした、小学三年生当とう時じの先せん輩ぱいだった。

「この写真は、昨日きのう小学校に行ったとき、保ほ科しな先生に借りたものです。よかったですよ、先生があのときのことを覚えてくれていて」

　目を見開いている先輩に、私は尋たずねる。

「先輩……思い出してくれましたか？　先輩があの日助たすけたのは──お姉ねえちゃんではなく私です」

「……」

「先輩が『お姉ちゃんを助けた』と思っていたあの出で来き事ごとで、実際に助けてもらったのは『私』だったんです」

　先輩は、もう一度無む言ごんで髪かみを掻かきむしる。

「まあ、お姉ちゃんと私は本当に似ていますし、身長も、二歳さいも年の差があるのにほとんど同じでしたからね。先輩も、初めてお姉ちゃんに会ったとき年とし下しただと思ったのでしょう？」

「……ああ」

「大おお泣なきしていてまともな表情もしていなかったでしょう。見分けがつかなかったのも仕方がないと思います。妹がいるということも、知らされていなかったみたいですしね。そして私も、本当に大泣きしていて誰だれが助けてくれたのかちゃんと覚えていなかった。ごめんなさい、その記き憶おくがしっかりしていれば、こんなにこじれることはなかったんですけど……」

　力なく首を横に振る先輩。

「それは……お互たがい様さまだよ……」

「確かにそうかもしれません。お互い顔を合わせて会話もしていたのに、それに二人とも今の今まで気付いていなかったんですから。でもそうなると──状況は大きく変わります。先輩が、お姉ちゃんの予想外がいにドジな姿すがたをかわいいと思ったなら。そして、その結果お姉ちゃんに恋をしたのなら──先輩が、ドジをする私の向こうに見い出したのも、私自じ身しんということになります。お姉ちゃんを真ま似ねようとする前の、本当にただダメだった私自身。複ふく雑ざつな話ですけど、先輩は私が失敗する姿すがたの向こうに幼い日の私を見てたんです」

　私は、彼の目をまっすぐ見る。

「先輩は、私とお姉ちゃんを同どう一いつ視ししていません。私たちが、別れを切り出したのは──どちらも勘かん違ちがいの結果なんです」

　先せん輩ぱいは、両手で髪かみをぐしゃぐしゃと掻かいた。

　混こん乱らんも露あらわに、息を長く吐き出す。

「マジ……かよ……」

「本当です。というわけで」

　言って、私は日記帳ちようを閉じると、宣せん言げんするように先輩に言った。

「以上で、調ちよう査さの報告はおしまいです。これにて失しつ恋れん探たん偵ていの業ぎよう務むは──すべて終しゆう了りようしました。ありがとうございました。すごく楽しかったですよ、この一年間」




「……俺おれたちは……これから、どうすれば……」

　短い間を空あけて、喘あえぐような声で先輩はそう言った、

「どういう関係であれば……いいんだろう……」

　──そうだ。調査が終わっても、問題は解決していない。

　勘違いで一度別わかれてしまった私たちが、どうするべきか。

　先輩がこの街を離れる、という事実は変わらない。残された時間も短い。

　その中で──どう決けつ断だんすべきか。

　昨さく晩ばんからそのことをずっと考えて──私には、一つの結けつ論ろんが出ていた。

「正しよう直じき私は」

　そう前置きしてから、私は心しん境きようを素直に吐と露ろする。

「気持ちの整理がついてません……。お姉ねえちゃんのことも先輩のことも、事実はわかりましたけどうまく飲み込み切れてません。頭ではわかってるけど、心ではわかっていないというか……。先輩は、どうですか？」

「俺も……同じだよ……」

　気き弱よわそうに眉まゆをよせ、先輩はこちらを見た。

「というか、ごめん……百もも瀬せに聴きいた話も、まだ、実じつ感かんがわかないくらいで……」

「ですよね。でも、私たちが離ればなれになるのは変わりません。先輩は東京に行きます、私は宇う田た路ろに残ります。この距離は、高校生の私たちにとってはちょっと大きすぎますよね」

「……だよな」

　表情を一いつ層そう曇らせる先輩。

　そんな彼に私は──笑顔を作り、こう告げる。

「なので──やっぱり別れるのが正解です」

　先輩は、苦しげな表情で目を見開いた。

「もうずっと会うこともできない。そのうえ、気持ちの整理もついていない。そんな状態で付き合っているのは、あんまりお互いのためにならないと思うんです」

　言いながら、唇くちびるが震えるのを自覚した。

　握りしめた掌てのひらに、爪つめが食い込む。

　それでも──一ひと晩ばん考えて出したその結けつ論ろんが、私の中で揺らぐことがなかった。

　私たちは、きっと別れた方がいい。

　理由は、先せん輩ぱいに告げたこと以外にもあった。

　自分に先輩を縛しばる権けん利りがあるのか、それだけの価か値ちが自分にあるのか、どうしてもそれがわからないのだ。

　距離が離れる。会うことも、触れることもできなくなる。それでも先輩の「彼女」でいることが、彼のためになるという自信を──私は持てない。

「……でもそんな……せっかく、勘かん違ちがいだってわかったのに……別れるなんて……」

「そう思うかもしれませんけど」

　こみ上げる涙をぐっとこらえて、私は言葉を続ける。

「もし、私たちの気持ちが本ほん物ものなら──この恋が、本物であるなら、きっとなんとかなると思うんです」

「……どういうことだ？」

「今いま私たちは、お互いの気持ちがわからなくなっているわけですよね。事実は事実としてあって、そこに気持ちがついて行っていない。だったら、いったん距離を置くことで見えるものもあると思うんです。そして、それでも気持ちが変わらなければ、どうとでもできると思うんです」

　問題は、私たちの気持ちなのだ。

　もしも本当に、距離が離れても恋する気持ちが消えないのであれば、きっとまた、私たちは一いつ緒しよになれるのだと思う。私はそのためなら何でもできる。

「だから先輩」

　言って、もう一度、私は彼にほほえみかけた。

「別れましょう」

　……わかっている。

　先輩はここで、うなずくことができない。

　優しい彼には、ここで別れるという決けつ断だんは絶対にできない。

　そのことは、私が世界で一番よく知っている。

　だから私は──

「──あ！　先輩、そろそろ戻らないと、出発の時間に間に合わないですよ！」

　黙だまっている彼に、急せき立てるようにそう言う。

「十一時に宇う田た路ろを出るのですよね？　このままじゃ遅れちゃいます！」

「……そう……だな」

「さあ、行ってください！」

「で、でも……」

「飛行機に遅れては、元も子もないですよ！」

「……おう」

　ひどく重い動どう作さで椅い子すから立ち上がる。

「……百もも瀬せは、行かないのか？」

「はい。もうちょっと、ここにいます」

「……そうか」

　泣き出しそうな表情で、先せん輩ぱいは部室の出口へ向かった。

　そして彼はこちらを振り返り、ためらうような表情を見せてから、

「あの……こんな俺おれが、なんて言っていいのかわからないけど……」

　吐き出すように言った。

「……楽しかった。百もも瀬せといれて、楽しかった……。付き合ってもらえて、幸せだった……。だから……元気でな」

「ありがとうございます」

　探たん偵ていシートから立ち上がり頭を下げ──私は頬ほおを上げて見せた。

「私も楽しかったです。先輩こそ、お元気で。……そうだ、最後に。お姉ねえちゃんの名前、先輩まだ知りませんよね？」

「……そうだな」

「お教えしましょうか？」

　……ちょっと前までは、そんな気になれなかったと思う。

　でも今の私なら、できる。

　彼に、お姉ちゃんの名前を教えることができる。

「うん。教えてほしい」

「わかりました」

　言って、私は彼に──その名前を告げた。

「私のお姉ちゃんは──」




　──お姉ちゃんの名前を知り、もう一いち度ど頭を下げると、先輩は部室を出て行った。

　苦しげに顔をゆがめ、それでもそこに、無む理りに笑えみを浮かべて。

　聴きき慣れた足音が廊下を流れ、階段の向こうに消えていく。

　そこで私はようやく──声を上げて泣いた。

　誰だれに隠かくすことなく、誰にはばかることもなく泣いた。

　初めての恋が──。

　私のすべてを変えた恋が──今、終わった。
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「じゃあ行くぞ」

　父がそう言い、車が動き出した。

　生まれてからずっと住んでいた家が、暮らしてきた街が、すごいスピードで後ろに流れる。

　母も思うところがあったのか、最初に二ふた、三み言こと会話を交わすと、無む言ごんで窓の外を眺ながめはじめた。

　俺おれの頭の中は、未いまだにぐちゃぐちゃだった。

　百もも瀬せに告げられたことを。

　突き付けられた事実を、うまく把は握あくすることができない。

　──俺は百瀬の向こうに彼女の姉の姿すがたを見い出していた。

　──しかし、俺の姉に対する認にん識しきは誤あやまっていた。

　──俺が恋した姉の弱さは、本ほん来らい百瀬のものだった。

　もう一いち度ど頭の中で、状況をまとめた。筋すじ道みちは理解できる。理り屈くつは十分にわかる。それでも……実じつ感かんとしてそれを飲み込むことは、どうしてもできなかった。

　はっきりしているのは──ひどく寂しくて、悲しいことだけ。

　何かが間違っている気がして、何かが足りない気がして、苦しくて仕方がなかった。

　こんな気持ちで──俺はこの街を去るのか。

　大切な街を、百瀬と過ごした街を。

　生せい鮮せん市いち場ばの前を通り抜け、駅前を過ぎ、大型スーパー近くを越える。

　見るものすべてが、俺の気持ちをひどく掻かき立て、ざわつかせた。

　見れば、道のわきの雪は解けはじめている。そういえば、暦こよみの上ではもう春になるのか。

　百瀬と初めて出会ったのも──こんな風ふうによく晴れた、初しよ春しゆんのことだったなと思い出す。

　あれから俺たちは、どう変わったのだろう。

　二人でいる日々の中で、何を手に入れ、何を失ったのだろう。

　答えなんて出るはずもないそんな問いを、頭の中でぐるぐると繰り返した。




　──そのとき。

　俺は、ふと気付く。




　この胸に。

　混こん濁だくした気持ちの中に──一つだけ、確かなものがあることに。

　温かくて、小さくて、ゆらゆら揺れる。

　かけがえのない気持ちがあることに。




　そうだ。

　この気持ちは──。




「……母かあさん！」

「ん？　ど、どうしたの？」

　突とつ然ぜんの呼びかけに驚いた様よう子すで、母は助手席せきから振り返った。

「あの、俺おれ……忘れ物したんだ！」

　そのタイミングで、車が信号に引っかかる。

　ドアを開け──俺は車しや外がいに飛び出した。

「ちょっと！　九つ十く九も!?」

「絶対しちゃいけない忘れ物なんだ！　すぐ戻ってくるから待ってて！」

　振り向きそう叫びながら、俺は走り出した。

「九十九！　どうしたのよ！」




　──そうだ。

　俺にはやり残したことがある。

　しなければならないことがある。

　このままで終わらせてしまうなんて──絶対にダメだ。

　学校前まえの坂道まで引き返し、俺は急こう配ばいを駆かけ上がりはじめた。

　百もも瀬せは間違いなく「あの場所」にいる。なら一いつ刻こくも早く、そこに向かいたい。向かわなくては。

　普ふ段だんあまり運動をしないせいか、数十メートルであっという間に息が切れた。

　それでも今は呼吸を繰り返し、脚あしを踏み出し続ける。




　──思えば、俺はダメな彼かれ氏しだった。

　彼女の気持ちが読めず、傷つけて、悲しませてばかりだった。

　そのうえ、自分の気持ちまで見失って……どれだけ間ま抜ぬけだったんだろう。

　でも今やっと──一つだけ、確実なものを見つけたのだ。

　揺るがないものを見つけたのだ。

　だから俺は──それを彼女に伝えなくちゃいけない。

　伝えたいと、思う。




　十分ほど走って、目的の場所に──展てん望ぼう台だいについた。

　息が切れる。

　体中から汗あせが噴ふき出す。

　人の気け配はいに気付いていたのか、展望台の先せん端たんにいた百もも瀬せは、泣きはらした表情でこちらを向いていた。

　俺おれがいる前では無む理りに笑っていたくせに……いなくなった途と端たん、一人で泣いていたらしい。

　愛いとおしさと罪ざい悪あく感かんと寂しさと苦しさで、胸がぐちゃぐちゃにかき乱された。

　でももう、俺は迷わない。

　俺は自分の気持ちの、答えを知っている。

「……何してるんですか」

　百瀬の目から、涙がボロボロとこぼれた。

「もう行かなきゃいけない時間でしょう？　こんなとこに来ちゃダメじゃないですか」

　言いながらも、彼女の頬ほおを涙が伝う。

　その光景に、俺は初めて気持ちを伝え合った日のことを思い出した。あのときも、百瀬はここで泣いていたんだ。

「……言い残したことが、あったと思って」

「……何ですか？」

　涙を拭ふき、百瀬は首をかしげた。

「何かまだ、あったんですか……？」

　俺は、そんな彼女の目をまっすぐ見て告げる。

「百瀬──好きだ。俺は、やっぱり百瀬が好きだ」

　──百瀬は、わずかに目を見開いた。

「確かに、頭の中はぐちゃぐちゃだよ……何が何だかわかんない。それでも……百瀬を好きな気持ちだけは、間違いないものだと思ったんだ。他の誰だれでもない、もちろん、姉でもない、俺は百瀬のことが今も好きなんだ。でもそのこと、ちゃんと伝えてなかったよな。だからそれを、もう一度知しっておいてほしかった。それから──」

　嗚お咽えつをこぼしはじめた百瀬に、俺は言葉を続ける。

「──これからも、俺と会ってほしい」

「……どういう……ことですか」

　時とき折おりしゃくり上げながら、百瀬は尋たずねる。

「会うって……どうやって……」

「距離なんてどうにでもなるって言い出したのは、百瀬じゃないか」

　言って、俺は百瀬に笑いかけた。

「バイトでも何でもして、飛行機代だい稼かせいで、休みができたら会いに来る。友達の家とか泊めてもらえるだろうし……定期的に来られるはずだ」

「……受験生せいになるのに、バイトなんてするんですか」

「両立させる。そこは意い地じでも」

　固くこぶしを握り、俺おれは断だん言げんした。

「実は俺、結けつ構こう成せい績せき良いんだよ。だから勉強との両立は絶対何なんとかする。大学生になったらもっと楽らく勝しようだろ。少なくとも、月つき一いちでは会いに来れると思う。だから俺は──」

　百もも瀬せの手を握る。

「──これからも、ずっと百瀬のことを考え続ける。百瀬にも、俺のことを考えてほしい。それでいつか──いつかまた、そばにいれるようになったら」

　──頬ほおが濡ぬれる感かん触しよくで、自分が涙をこぼしていることに気が付いた。

「もう一度、付き合ってください」

　百瀬は何度も声を漏もらし、ぐしゃぐしゃと涙を拭ふいた。

　そして、

「……わかりました」

　そう言ってうなずくと、かすかに笑った。

「会いに来てくれるの、待ってますからね」

「ありがとう……。ああ、そろそろ行かないと」

　時計を見ると、ギリギリの時間だ。

　両親も心配しているだろう。

「じゃあ俺……行くから」

「ええ、行ってらっしゃい」

　そう言ってほほえむ百瀬の唇くちびるに──俺は短く自分の唇を重ねた。

「……もう」

　頬を染そめ、百瀬は怒ったような表情を作って見せる。

「私たち、もう付き合ってないんですよ？　ルール違い反はんです」

　……確かに、そうだった。

　気持ちが通じ合っているとはいえ、その辺の線引きはしっかりしておかなくては……。

「……ごめんな」

「今回は許してあげます。それから、先せん輩ぱい。私からも最後に」

　百瀬はそう言って、俺の目を見て笑った。

「私も、先輩のことが好きです」
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　こうして──俺おれたちは、別れた。

　彼かれ氏し彼かの女じよでも。

　先せん輩ぱいと後こう輩はいでも。

　探たん偵ていと助手でもなくなって。




　ありふれた、男子と女子に戻った。
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　恋はいつか終わるものなんだろうか？

　学生会かい館かん内を歩きながら、私はそんなことを考える。

　二年半前まえ、先せん輩ぱいに話したその言葉の答えを──私はまだ見つけることができていない。

　先輩に恋をして、永えい遠えんに続く気持ちもあるかもしれないと思った。

　終わらない恋もあるかも知れないと、本ほん気きで思ってしまった。

　でも今のところ、それが本当に「永遠」であることを、私は証しよう明めいすることができていないのだ。

　人じん生せい八十年として、私はその四分の一も生きていない。経けい験けんも客きやつ観かん性せいもない私には、その命めい題だいはちょっと荷が重い。

　だから私は、今もことあるごとにつらつらと考える。

　手掛かりが足りなくても、証しよう拠こがなくても、何度も何度も繰り返して。

　──本当に、すべての恋はいつか終わるんだろうか。

　答えはまだ、見える気け配はいがない。




　それでも──一つだけ確かなことがあった。

　不ふ確たしかなことばかりの私の人生の中で、揺らぐことのない事実だと誇れることがあった。

「終わらない恋もあるかもしれない」と。

「この気持ちは永遠に続く」と信じたからこそ──たどり着けた場所はあった。




　いったんポケットから携けい帯たいを取り出し、メールを確かく認にんした。

　学生会館、西にし棟とうの地ち下か二階、ということだから……うん、この方向であってるはずだ。なんだか不安になってきたけど、このまま進もう。そんなに大きい建物じゃないはずだし……。

　──私が目め指ざしているのはこの学生会館にある、とあるサークルの部屋だ。




　引っ越してからの二年間、先輩は本当に頻ひん繁ぱんに私に会いに来てくれた。

　受験生だった時期は長めの休みがあるたびに。大学生になってからは毎月のように。

　かなりハードにバイトをしたらしく、一時期はげっそり痩やせてしまって心配もしたけれど、本ほん人にんは「たくましくなれて良かった」なんて笑っていた。

　……一いち応おう、形の上では付き合っていないはずなのに、こっそりいちゃいちゃしてしまうこともあったのは、二人だけの内ない緒しよにしようと思う。




　そして今日きよう、先輩と同じ都内の私し立りつ大学に進学した私は、離ればなれになって以い来らい初めて自分から彼に会いに行く。

　彼の所しよ属ぞくする、この大学の「ミス研けん部室」に。

　角かどを曲がった、右手三つ目の扉とびら。先せん輩ぱいのメールに書いてあるとおりなら、そこが目的地ちだ。

　なのに──

「……あれ？」

　──たどり着いたその場所は、ミス研けんの部室ではなかった。

　扉に貼はられているのは、「フォークソング研究会」の文字。

　……どうやら、道を間違えたみたいだ。

　ため息をついて踵きびすを返し、もう一度道みち順じゆんを確かく認にんする。

　どこで何を勘かん違ちがいしてしまったのだろう……。

　……でも、これで良いとも思うのだ。こうやってドジをして、それでも最後に先輩のところにたどり着ければいい。

　今の私は──自分にそれを許すことができるのが、とても幸せだった。




　少し歩いて、今度こそ本当にミス研部室の扉を見つけた。

　ノブに手をかけると、妙みように胸がドキドキする。

　ワクワクして、頬ほおが勝かつ手てに持ち上がって、少しだけ緊きん張ちよう感かんを覚える。

　その感覚には覚えがあって、私はもう一度、その気持ちの意味を知る。




　ああ、そうだ、この胸の苦しさは──。
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「で、で、野の々の村むらの彼女の千ち代よ田だちゃんは……まだなのかよ!?」

「そうだよ！　今日きようだろ!?　ここに来るって話なのは！」

「その予定ですよ」

　学生会かい館かん地下二階。

　六畳じようほどの狭いミス研部室にて。

　妙にそわそわした様よう子すの先輩方がたに、俺おれはうなずいて見せた。

「さっきメール送りましたし、返事があったんで、いつ来てもおかしくないと思います。でもちょっとドジな奴やつなんで、道に迷ってるかもしれませんね」

「あああ、マジかよ！」

「落ち着かねー！」

「ちょっと！　あんたたち冷れい静せいになりなさいよ！　そんなテンションじゃ、千代田さんびっくりしちゃうでしょ！」

　……以前一いち度ど写真を見せて以来、彼らは百もも瀬せの入学を心待ちにしている。ただでさえ女性が少ないサークルなのだ、一いつ服ぷくの清せい涼りよう剤ざいとして、百もも瀬せのような人じん材ざいは本当に重ちよう宝ほうされる。

　いわく、

「こ、こんなかわいい子が、このミス研けんに来るとは……！」

「オーラで目がつぶれるかもしれん……！」

　とのこと。まだ入部するかも決めていないのに、ずいぶんと人気者だ。




　この二年で俺おれは──百瀬にふさわしい男になれただろうか。

　部室の角かど、置かれた鏡かがみに映る自分の姿すがたに、不安を覚える。

　高校時代の俺は、ずいぶん情なさけない人間だったと思う。

　百瀬についていくばかりで、そしてその百瀬すらも傷つけてばかりで、彼かれ氏し失しつ格かくだったんじゃないかと思う。

　宇う田た路ろ中央高こう校こうから転てん校こうして以来、俺は心しん機き一いつ転てん頑がん張ばってきた。

　バイトを通じて鈍どん感かんなところも直すことができた気がするし、以前に比べれば賢かしこくなれたような気もする。

　今の俺なら──あの頃ころよりちょっとだけ成長した俺なら、百瀬を幸せにすることができるだろうか？




　……しかし、確かに遅いな。

　もうそろそろ、到とう着ちやくしてもおかしくない時間なんだけど……。

「……先せん輩ぱい、ちょっと」

　言って、俺は腰かけていたクッションから立ち上がる。

「百瀬、結けつ構こうドジで道とか間違えやすいタイプなんで、俺迎むかえに行ってきますよ」

「お、マジで？」

「そうね、行ってきなさい」

「はい！」

　しかしそのとき。

　ドアの向こう、すりガラスの覗のぞき窓まど越ごしに人ひと影かげが見えた。

　ずいぶんと小こ柄がらな、ショートヘアーの人影。

　見み覚おぼえのある、そのシルエット。

　──百瀬だ。

　俺の表情を読み取ったのか、先輩方がたが息をひそめる。




　心しん臓ぞうが、自然と高鳴った。

　甘い感覚が、胸にこみ上げる。

　ずいぶんと、長い間離はなればなれになってしまったな……。

　苦しくて眠れない夜もあった。寂しくてたまらない朝もあった。

　でもそれを乗り越えて、ようやく俺おれたちは──もう一度、日々を一いつ緒しよに過ごせるのだ。




　だから今、この胸にある気持ちは。

　心地ここち良い痛みは──。
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　──恋だと、思う。


おわり








　　　あとがき




　１巻、２巻といい加か減げんなあとがきが続きましたが、今回は真ま面じ目めに書こうと思います。

　今こん巻かんをもって『失恋探偵ももせ』シリーズ本ほん編ぺんは完かん結けつです。

　既すでにお読みいただいた方はお分かりのことと思いますが、ストーリーにも完全にカタがついていて、ここから後あと戻もどりはできません。電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥではもう少しこの後の話を書かせていただくつもりですが、百もも瀬せと九つ十く九もの話は、一いつ旦たんおしまいとなります。

　実は「失恋探偵」という題だい材ざいを最初に思いついたとき、想そう定ていしたのはこの３巻の終わり方でした。しかし、新人賞に応おう募ぼするという前ぜん提ていや「この結けつ末まつに至るにはある程てい度どの巻かん数すうが必要だな」と考えたことから、応募原げん稿こうは１巻のラストのような展開になりました。

　なので、すごく正直に言ってしまうと……この結末を何らかの形で人ひと目めに触れさせることが出来るとは、あまり思っていなかったのです。まず、受じゆ賞しようするかどうかなんてわかりませんでしたし、仮に受賞し出版させていただくことになったとしても、思い通りにお話を進めることができるとも限りませんでしたから。

　だから今、こうやって皆さんにこの「結末」をお届けすることが出来て、僕もこの作品も本当に幸福だったように思います。

　やり残したことや「もっとこうすれば……」と思う部分もなくはないのですが、それらを補って余りあるほどに「失恋探偵」は、皆さんに支えていただくことが出来ました。

　……というかぶっちゃけて言いますと、すげーラッキーな作品だったと思うのです。

　担たん当とう編集である清きよ瀬せ氏しは僕と同等かそれ以上にこのお話を理解し、大事にしてくれました。それから、この物語を美び麗れいイラストで彩いろどってくださったNardackナルダクさん！　辛つらい時、どれだけNardackさんのイラストに気持ちが救われたかわかりません。「千ち代よ田だ百瀬」という存在自じ体たいも、Nardackさんから頂いたイメージを元に発展していった側そく面めんもあるように思います。

　そして何より──このお話を読んでくださった皆さん。

　皆さんからいただく「読んだよ！」という報告や感想が、執しつ筆ぴつ中ちゆうの重要なエネルギー源でした。皆さんのおかげでここまでたどり着くことが出来たのは間違いないのです。

　恩おん返がえしは、きっと「面白いお話を書く」事でしかできないのだと思います。

『失恋探偵ももせ』はおしまいですが、これからも僕はお話を書き続けます。

　もっともっとパワーアップして、皆さんを夢む中ちゆうにできればと思っていますので、本屋で見かけた際には、また手に取っていただければ幸いです。

　それでは、重ねてになりますが、皆さん本当にありがとうございました。また次作でお会いしましょう。

　それから、百瀬と九十九もお疲れ。ありがとね。


岬みさき鷺さぎの宮みや








[image: ]







岬みさき 鷺宮さぎのみや

世紀末に青春を過ごした系ライトノベル作家。

恋愛ものの小説を読み、ときめきのあまり布団の上でのたうちまわる生活を送っていたが、一念発起して自らも創作を開始。以降、執筆の苦しみからも布団をのたうちまわることとなった。成人男性。しし座。
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Ｎａｒｄａｃｋナルダク

『東雲侑子』シリーズ（ファミ通文庫）を始め、韓国・タイなど様々なライトノベルのイラストまでを手がける気鋭のイラストレーター。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「岬 鷺宮先生」係

「Nardack先生」係











初出




「初恋(strawberry feels forever)」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.34」（2013年11月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




プロローグ、「恋の幽霊(ghost in classroom)」、インターミッション、

「失恋探偵ももせ(Heart Break Detective MOMOSE)」、エピローグ／書き下ろし
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　『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．35』（２０１３年発売）
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「半年ぶり……かしらね。こうして野の々の村むら君と飲むのも」

　日本酒のつがれたおちょこを手に、彼女は──矜きょう持じヶが谷やさんは、思い出すような表情を浮かべた。

　切れ長の目が細められ、その顔に大人びた色気が漂ただよう。

「うん。前回が夏休みで、潮祭りの頃ころだったから……半年とちょっと経たったのかな。矜持ヶ谷さん、あのときは浴衣ゆかた着てたよね」

「そうね、そうだったわ」

　彼女はどこか寂さびしげな笑みを浮かべて、視線をテーブルに落とした。

「大学生ともなると、地元の友達と会えるのも年に数度ね……。高校時代も遠くなったものだわ……」

　──二月。

　大学の春休み期間。

　せっかくだからとタイミングを合わせて宇う田た路ろに戻ってきた俺たちは、駅に近い居酒屋に集まり会話に花を咲かせていた。

　──高校を卒業して、早三年が経っていた。

　一いっ緒しょに日々を過ごしていたあの頃、十七歳だった俺たちも今や二十一歳。

　矜持ヶ谷さんは早くも大人の余裕を言動に滲にじませているし、俺自身も、この街にいた頃に比べれば少しは落ち着いたんじゃないだろうか。

　この頃は、会うたびにこうやってお酒を酌くみ交わすのが俺たちの決まりになっていた。

「最近は、どうしてるの？」

　まだ一杯目のビールをちびりと飲みつつ、俺は矜持ヶ谷さんに尋たずねた。

「前会ったとき、男の子に告白されたって言ってたよね？　あれ、本当に振っちゃった？」

「ああ、ええ……そうね。そうしたわ……。あれももう、ずいぶん前のことだけど」

　申し訳なさげに、矜持ヶ谷さんは視線を落とした。

「やっぱり勉強も忙しいし……中ちゅう途と半はん端ぱな気持ちのまま付き合うのは、お互いにとってよくないと思って……」

　矜持ヶ谷さんには「教師になる」という目標がある。高校三年の頃、とある先輩と出会い、教師志望だったその人に影えい響きょうされ自分も教師に、と思うようになったそうだ。

　そのために大学も京都の名門校に通い、ストイックにその道を追求しているものだから、あまり恋愛にかまけている時間はないらしい。同じく関西の大学に進学した親友、西にし尾お凜りんとは、独り身の女同士で飲みに行ったりはしているようなのだけど。

「そっか。まあ、そういうことなら仕方ないよね……。勉強の方はどう？　相変わらず順調？」

「それはもちろん」

　矜持ヶ谷さんは、力強くうなずいた。

「この間は、教授にも数年に一度の逸いつ材ざいだとお褒ほめの言葉をいただいたわ」

「そりゃすごい」

「ありたがいわよね。でも私、やっぱり早く現場に出たいのよ。すぐにでも実際の学校で教きょう鞭べんを執とって、ビシバシ生徒たちを教育したいわ……」

　言って、矜持ヶ谷さんはサディスティックな笑みを浮かべた。

　……俺はなんだか不ふ穏おんな未来を予感してしまって、

「男子生徒に変な趣しゅ味みを植え付けないように気をつけてね……」

　つぶやくようにそう漏もらした。

「どういうこと？」

「いや、なんでもない……」

「そう……、四よ十い八な願らさんはどうなの？」

　矜持ヶ谷さんは、それまで隣となりでニコニコ話を聞いていた──四十八願志し穂ほ里りに話題を振った。今日は、彼女もこの場に参加している。

「あなたとも結構久しぶりよね、元気にしてた？」

　俺が宇う田た路ろ中ちゅう央おう高校にいる頃、この二人には面識がなかった。

　それが俺の転校直後に百もも瀬せを通じて知り合いになり、矜持ヶ谷さんは京都、志穂里は札さっ幌ぽろと離はなれてしまった今でもずいぶんと仲良くやっているらしい。確かに、二人ともさばさばしたしっかり者タイプだし、馬は合いそうな気がする。

「そッスねー」

　矜持ヶ谷さんと同様、おちょこを持っていた志穂里は笑顔のままで近況を語りはじめた。

「私も元気でしたよ！　友達もたくさんできたし、陸上部でも結果出せてて駅伝出場できそうだし！」

「駅伝!?　すげえな、箱根？」

「あ、いやいやー、箱根じゃなくて別のなんスけど、結構大規模な大会なんで、なんとか結果出したいんスよね！」

「はー、時間あったら見に行きたいな」

「ええ、是ぜ非ひ是非」

　言って、志穂里はおちょこの中身を一気に飲み干した。

　……ちなみにこの女子二人はかなりのザルで、日本酒を飲みまくってもこうやってケロッとしている。あまり強くない俺としては、このメンバーで飲むときは潰つぶされないよう注意が必要だ……。

「……あ、でも、アレなんスよ」

　それまでの笑顔から一転、志穂里は声のトーンを落とし、唇くちびるをとがらせた。

「ついに先週、尾お崎ざき君と別れちゃって……」

「……マジで？」

　初耳だった。

　てっきり、今も二人は仲良しなのだろうとばかり……。いつの間にそんなことになっていたのだろう。

「……あ。もしかしてさ」

　俺は志穂里の表情を窺うかがった。

「そう見せかけて、また噓うそだったりするんじゃねえの……？　いつぞやみたいに……」

　高校の頃、俺はこいつに「尾崎君と別れた」と噓をつかれたことがある。事情があってそうしてくれたという経緯はあるのだけど、数年越しに同じようなことを言われるとちょっと警戒してしまう。

「違うッスよ！　今回は噓じゃないッス！」

「そ、そっか……」

「でも、良い子だったじゃない、尾崎君」

　矜持ヶ谷さんもこの話は初耳だったようだ。彼女は身を乗り出し尋ねる。

「二人とも札幌でしょう？　遠恋でもないわよね？　なのに、どうして？」

「それはそうなんスけど、んー……『どうして』か……」

　志穂里は腕を組み、言葉を探すような表情をしばし浮かべると、

「……それが、一言で言えたなら……まだなんとかなったのかなって思うんスけどね……」

　残念そうに笑って、そう答えた。

「うまく説明できないんスけど、でもほんと、たくさんあったんスよ。本当に細かいひっかかりが……」

「……ああ、なるほど。わかる気がするわ」

　おちょこを置き、矜持ヶ谷さんはため息をついた。

「むしろ、カップルなんてほとんどの場合、ドラマも劇的な出来事もなく、ひっかかりが重なって別れるのかもしれないわね……」

「そうッスね……」

　……確かに、考えてみればそうなのかもしれない。

　理由が一つだけであれば、それを取り除けば関係は続く。それでも、数えることもできない小さい違和感が積み重なってしまえば、それをぬぐうのは難しい。

　人間の体が老いていくように、少しずつ消しょう耗もうしていって寿命を迎える恋も、あるのかもしれない。

「……でも逆に」

　言って、志穂里は目をすがめると……なぜかじろりとこちらを見た。

「散々もめてたカップルほど、長く続いたりもするから不思議ッスよねー……」

「本当にね……」

　矜持ヶ谷さんもそれに同意し、不満げに口をとがらせた。

「ちょ、なんだよ……そんな言い方しなくても──」

　──そこでタイミングよく、ズボンのポケットの中で携帯が震ふるえる。

　これ幸いと引っ張り出して確認すると──一通のメールが来ていた。

「……あ、ちょうど着いたみたいだ」

「あら」

「噂うわさをすればッスね」

　ジョッキを置き、俺は座ざ敷しきから立ち上がった。

「ごめん、ちょっと俺、迎え行ってくるわ」

「はいはーい」

「行ってらっしゃーい」

　どこかからかうような表情のまま、二人は手を振って俺を送り出した。
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　積もった雪を踏ふみしめながら、駅までの道を歩く。

　春休み、とはいえ、二月の宇田路はまだ一面の雪景色だ。

　明日まで「雪あかりの路みち」というキャンドルイベントが行われているし、街を歩く人々の服装も真冬と変わらない。こういう景色を目にすると「故郷に帰ってきたのだな」と実感する。

　十分ほど歩くと目的地に着いた。

　白い地面と黒い空の間に浮かびあがって見える、独特のデザインの駅舎。

　そしてその中から──一人の小柄な女の子が、大きめのキャリーケースを引きずりながら出てきた。

　──百瀬。

　この冬で、出会って四年半になる──俺の彼女。

　低い身長も、ボブヘアーも、整った顔立ちも、高校の頃から変わらない。

　ただ少しだけ、身にまとう雰ふん囲い気きが柔らかくなったような気がする。

　こわばっていた頰ほおは緩ゆるみ、目は緊きん張ちょう感かんから解放され、仕草も自然なものになった。

　大学のサークルでも、彼女は「取っ付きにくそうな割に実はドジで接しやすい子」なんて認識をされている。

　今回、俺と彼女は一緒に宇田路に帰省する予定だった。しかし、急きゅう遽きょ百瀬にバイトのシフト要請が来てしまい、仕方なく別便での到着となったのだ。

　ちなみに百瀬、バイト先である高こう円えん寺じの雑貨店でも、ドジっこ名物スタッフとして重宝されているそうだ。

　彼女に近づきながら、声を上げる。

「おーい百瀬、こっち！」

　こちらに気が着いた彼女は、顔を上げふんわりと笑うと小走りで駆け寄ってきた。

「すみません、遅おそくなっちゃって……。ちょっと飛行機が遅おくれました」

「おう、大だい丈じょう夫ぶだよ。雪降ってたし、無事に着いてよかった」

「ありがとうございます。あと、ちょっと眠くなって、電車も一駅乗り過ごしちゃいました」

「それは気をつけてくれ……」

　笑いながら右手で百瀬のキャリーケースを受け取り、左手で百瀬の手を取った。

「みんなもう店着いてるから、行こう」

「はい」

　うなずいて、彼女は俺の隣をとことこと歩き出した。

「二人と会うのは久しぶりですねー……楽しみです」

「そうだな、でも飲み過ぎるなよ」

「はい、気をつけます」

　言って、百瀬はもう一度こちらを見上げると静かに笑った。
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「……せんぱいー、えへへ」

　結論から言って──たったのカクテル二杯で、百瀬はぐでんぐでんに酔よっ払った。

　昔話で盛り上がり、日付が変わるまで飲んだ後。妙にへらへらした彼女に肩を貸しながら店を出る。

「んもー、飲み過ぎるなって言ったのに……」

「すいませんー……うふふー」

「何がそんなにおもしろいんだ……」

　見上げると、降っていた雪はすでに止やんでいた。

「どうするの？　野々村君。千ち代よ田ださん、家まで帰れる？」

「ああ、大丈夫だよ俺が負おぶってくから」

　言って、百瀬に背中を向けると、彼女は慣れた動作でそこによじ登った。

「大学でもいつもこんな感じなんだよね」

「そうなの……ご苦労様」

「婦女誘ゆう拐かいに勘かん違ちがいされないよう気をつけてくださいね……」

「え、俺そんなに不審!?」

　駅に向かって四人で歩いて行く。

　見上げた空には数え切れないほどの星が瞬またたいていて……高校の頃も、よくこんな風に空を見上げていたことを思い出す。

　あの頃と、この空は全く変わりないはずなのに──なぜだろう、俺はずいぶんと遠くに来てしまったような感覚に襲おそわれた。

「せんぱいー……」

　背中の百瀬が声を上げた。

「アイス……アイス食べたいー……」

「ああ、じゃあ帰りにフードセンター寄るかー」

「はい！　やったー！」

「あとほら、水飲みな。このままじゃ明日辛つらいぞ……」

　鞄かばんから水を取り出し、百瀬に手渡してやる。

「本当に仲が良いわよね」

　矜持ヶ谷さんが、感かん慨がい深げに百瀬の顔を覗のぞき込んだ。

「高校の頃は色々あったのにね……」

　その隣で、志穂里もむんずと腕を組む。

「私もあの頃はハラハラしっぱなしだったッスよ。それが今や、飲みの帰りにまでいちゃいちゃとは……見せつけてくれますなあ……」

　二人の発言に、俺は思わず苦笑した。

「ほんと感謝してる。それは、本当に」

　志穂里に矜持ヶ谷さん、そのどちらが欠けても俺たちはこの関係にたどり着けなかっただろう。

「まあ、『見せつけて』って……これほぼ介護だけどな」

「でも、そんな千代田さんもかわいいんでしょう？」

「……」

　矜持ヶ谷さんの言葉に、水を飲んでいる百瀬に目をやった。

　無防備で、気負いがなくて、だらしなく緩んだその表情。

　常に張り詰めていた高校のときとは大違いで、ずいぶんと幸せそうにも見えて──俺は今の百瀬が一番好きだと、はっきりそう思う。

「そうだな」

　俺は素直にうなずいた。

「かわいくて仕方がないよ」

　ふと、あの頃のことが脳裏によぎる。

　本当に、いろんなことがあったものだった。

　良い事も悪い事も、すべてひっくるめてたくさんの出来事が。

　高校生だった自分たちは、あまりにも不器用で、愚おろかで、そして純じゅん粋すいだったと思う。

　そのことを、最近ようやく懐なつかしんで、慈いつくしむことができるようになりはじめていた。

　そしてそれはそのまま、自分が「あの頃」から遠ざかってしまったことも意味しているのかもしれない。

「……そうそう」

　ふと思い出したように、矜持ヶ谷さんが声を上げた。

「以前も話したと思うけれど、私には教師志望の先輩がいてね……彼女がちょうど今年、中央高校で教育実習をしているの」

「ああ、そうなんだ。そういえば俺たちのときにも来てたよね、教育実習の先生」

「そうそう、あのときみたいな感じで。でね、その先輩によると、今でもミス研部員によって失恋探偵の活動は続いているそうよ」

「……へ!?」

　思わず声を上げてしまう。

「失恋探偵って、あの、俺たちがやってた失恋探偵？」

「もちろん」

「そ、そうなんだ……」

　俺が転校したタイミングで、失恋探偵は終わったものだとばかり思っていた。

　まさか、まだあれが存続しているとは……。

　確かに、百瀬の下の学年でミス研部員は三人増えた。

　彼らの後輩が、何らかの形で失恋探偵の存在を知り、その活動を復活させた、ということか……。百瀬からはそんな話一度も聴きいたことがない。彼女のあずかり知らないところで話が進んでいたのかもしれない。

「……でも、大丈夫なのかな、それ」

　不安に駆られて、俺はそうこぼす。

「どういうこと？」

「あの、今思うと、相当危ないことしてたなって思うんだよね……。失恋した人の依い頼らいを受けて身辺を探るとか。もめ事になって当然だし、実際俺たちの代も、そこまでの大事にはならなかったけど問題は起きてたわけでさ……」

　運がよかった、としか思えないのだ。あの頃の俺と百瀬は。

　やり方を一歩間違えたりちょっと何かが食い違ったりしていれば、教師からの注意を受けたり、最悪停学などの処分を受けていた可能性もあったと思う。

　そうならなかったのは、ただ運がよかったから。同じことを後輩が繰くり返しているともなると、ＯＢとしてはちょっと不安になってしまう。

「……そのとーりです！」

　それまで俺の背中で黙だまっていた百瀬も、回らない舌で声を上げた。

「けっこーむずかしーのです、失恋探偵は！　そんなにね、簡単にできることではないのですよ！　先輩とわたしだからできたんであって……」

　……基本的に百瀬は、一定以上の量お酒を飲むとこんな風にテンションがおかしくなる。

　急に饒じょう舌ぜつにしゃべり出したり、かと思えば突然すやすや眠りはじめたりするのだ。

　こちらとしてはヒヤヒヤしてしまうのだけど、矜持ヶ谷さんも志穂里ももう慣れたものだろう。

「それはそうよね。でも今の子たちも結構がんばってるみたいで、探偵役の男の子と、助手の女の子で、力を合わせて依頼を解決しているらしいわ」

「そ、そうなのですかー……」

「ええ。……ああ、ただ、ちょうど最近している謎なぞ解ときがなかなか難しいらしくて、四苦八苦しているという話も聞いたのだけどね」

「ふうん……」

　ずり下がってきた百瀬をおぶり直しつつ、俺はふと、その依頼の内容が気にかかる。

「それ、どんな謎解きかわかる？」

「んん……詳しくは聞いていないんだけど、知りたいの？」

「そうだね、できれば、だけど」

「そう……ちょっと待って、今その先輩に確認してみるわ。きっと教えてくれると思う。荻おぎ野の目め先輩、そういう部分は割と緩いから」

「……ん？」

　……荻野目先輩？

　その名前には覚えがある。

「……あの、荻野目先輩って、文化祭実行委員だった人だよね？」

「そうそう。そうか、野々村君も知ってるわよね、あれだけ大だい活かつ躍やくしていたのだから」

「……そうだね」

　うなずきつつも、俺はその奇妙な縁に感動を覚えていた。

　実は荻野目先輩は、俺にとっては文化祭実行委員というだけでなく──失恋探偵のクライアントでもあり、百瀬との関係を相談した間柄でもあった。彼女が現在の失恋探偵について詳しいのも、当時のことがあって気にしてくれているのかもしれない。

　矜持ヶ谷さんはポケットから携帯を取り出し、しばし荻野目先輩と話すと、

「はい、はい……ありがとうございます。ではまた今度。……詳細がわかったわ」

　こちらを向いてそう言った。

「先週なのだけど、失恋探偵助手の女の子が、学校のいろんなところに短い文章の書かれた小さな紙が貼はられているのに気が付いたそうなの。全然つながりのない、それだけでは意味も把は握あくしきれない短文の書かれた紙があることに。で、誰だれがどんな理由でそんな掲けい示じをしたんだろうって気になって、探偵役の男の子と調査を始めた、ってことらしいわ」

「なるほど……外部の依頼じゃなくて、助手の発案なのか……」

「そうらしいわね」

　だとしたら、もめごとにつながる可能性も低いだろう。

　でも、校内に貼られた紙か……何か意味があるのだろうか。特に深い目的がないいたずらの可能性もあるだろうけれど、半ば反射的にその内容に想像を巡らせてしまう。

「……気になります」

　背中の百瀬が、妙にはっきりした声でそう言った。

「その紙、気になります……実際に、見てみたいです……」

　……彼女も俺と、同じような気分だったようだ。

　酔いは少しずつ醒さめはじめているのか。その目には、しっかりと彼女の意思が宿っていた。

「あら、ほんと？」

「はい」

「どうしたの？　急に」

「……いえ、その」

　百瀬は口ごもった。

「なんと言いますか……今の失恋探偵は、どんな依頼を受けているのか知りたくって……。それにほら、先代として見守る義務があるというか……」

「そう……。じゃあ明日見に行ってみる？　ＯＢ、ＯＧだし、学校には入れると思うわ」

「はい、行きたいです……！」

　真剣な表情で、百瀬はこくりとうなずいた。

　その顔色に──俺は百瀬の気持ちを理解する。

　そして同時に──自覚していなかった俺自身の気持ちも。

「……もしかして百瀬」

「……なんですか？」

「学校、行きたいんじゃないか？」

「……」

　百瀬は黙り込む。

　そして、しばらくの沈ちん黙もくの後に、

「……そうかもしれませんね」

　そう言ってゆっくりうなずいた。

「学校に行って、久しぶりに、先輩と調査してみたいのかもしれません……」

　……やっぱりそうだ。

　もう一度、学校に行きたいのだ──俺も百瀬も。

　あの頃に未練があるわけではない。やり残したことがあるわけでもない。

　でも少しだけ──もう一度、探偵のまねごとをしてみたいと、そんな風に思った。

　酔っ払ったせいで、変にセンチメンタルになってしまっているのかもしれない。

「……よし」

　言って、俺は百瀬の目を見た。

「じゃあ、一日だけ復活するか、初代失恋探偵」

「ありがとうございます」

　百瀬はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「すごく、楽しみです」
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「さて、では初代失恋探偵、久々の調査と参りましょう」

　翌日。

　数年ぶりに足を踏み入れた宇田路中央高校北校舎一階にて。

　百瀬はどこか厳おごそかな口調でそう言った。ずいぶんと気合いが入っている様子だ。その隣で、俺も彼女の歩調に合わせて足を前に運ぶ。

　そして、今日ここにいるのは俺たち二人だけではない。

「紙が貼られているのは、校内の所々にある掲示板よ」

　彼女の後ろで、同行してくれた矜持ヶ谷さんがそう説明した。

「ほら、廊下にちょこちょこあったでしょう？　部活の部員募集の紙なんかが貼ってある掲示板。あれに貼ってあったのよね」

「じゃあ、手近なものから見てくッスかね！」

　隣の志穂里もそれに続く。

　──以前の百瀬だったら、俺以外の人間が調査に付いてくるのを嫌いやがったかもしれない。

　それでも、今なら志穂里たちがいることも受け入れられるようで、「近くってことは……そこの曲がり角かな？」「そうだね、そこが一番近いな」なんて話をしながら、彼女はとことこ歩みを進めていた。

　言ったとおりの位置で、一枚目の紙は見つかった。

　短い文章が書かれた、手のひらの四分の一くらいの小さな紙。

　書かれているのは、何かの物語の一節みたいにも見える短い一文だ。確かに、これだけ見ても意味や意図は理解できない。

「ふうむ、こういう感じのがいくつも貼られてるってことだな」

「そうみたいですね……」

　紙を手にあごを撫なでる俺の横で、百瀬も書かれている文章にじっと目をやった。

　……そこで俺はふと、掲示板の横に以前はなかった絵画が掲かかげられているのに気が付く。どこか見覚えがある、暖かい色合いの抽ちゅう象しょう画が。その額縁の下には──卒業生作品、題名「永遠」酒さか井い春はる臣おみ、と記載されたプレートが貼り付けられていた。




　校舎内を歩き、次々に紙を見つけていく。

　そのどれもが、一枚目と同様物語風の一文が書かれたものだった。ここまで見る限りでは、同じ内容を記した紙は一つもない。

　そして、そんな風に調査を進めるうちに、

「あれ、あの子たち……」

「……中学生、みたいですね」

　北校舎三階の廊下にて、近所の中学校の制服を着た女の子三人が周囲をきょろきょろ見回しているのを見つけた。

　まじめそうな子、派手な茶髪の子、めがねのおとなしそうな子、といった取り合わせ。

「……あのう、すみません」

　見ていると、まじめそうな子が申し訳なさげに声をかけてきた。

「私たち、稲いな穂ほ中学校の生徒で、高校受験に備えて学校訪問をしていたのですが……案内してくれていた先生がどこかに行ってしまって……」

　……なるほど、学校訪問か。

「ひとまず職員室に戻りたいのですが、どこにあるかご存じですか……？」

「そういうことね」

　教師志望の矜持ヶ谷さんが、優しい声こわ色いろで彼女たちに微笑みかける。

「職員室なら、この北校舎の二階、西の端はしよ。付いて行きましょうか？」

「あ、いえ、大丈夫です！　ご丁てい寧ねいにありがとうございました！」

　言って、三人並んで頭を下げると、彼女たちは矜持ヶ谷さんに言われたとおり手近な階段に向かって歩きはじめた。

「……ねえ蒼そ空ら、なんかあの人たち、見覚えなかった？」

「確かに、どこかで会った気がするんだよね……」

　そんな声が、彼女たちの方から小さく聞こえてきた。




「……俺たちの通ってた教室だな」

　二年生の頃、俺と矜持ヶ谷さんが授業を受けていた教室前を通りかかった。

　矜持ヶ谷さんは足を止め、俺に尋ねる。

「……懐かしいわね……ちょっと寄っていかない？」

「……そうだね、せっかくだしそうしよう」

　うなずいて、俺たちはあの頃、日々を過ごしていた部屋に入った。

　窓まど際ぎわ真ん中辺り、自分の席があった場所に立つ。

　懐かしい角度から見る黒板。

　振り返ったちょっとその先にあるのが、当時の矜持ヶ谷さんの席だ。彼女もその辺りから、感慨深げに教室の中を眺めていた。

　──なんだか無む性しょうに、胸が苦しくなる。

　あれから四年が経った。

　見知らぬ貼り紙や以前と違う席の配置には、よそよそしい雰囲気も感じる。

　ここはもう「俺たちの教室」ではないのだ。

　だけど、白い壁、耐たい震しん補強のされた窓、漂うにおいはあの頃のままで──記き憶おくが、感覚が、体中を駆け抜けていった。

「……なんだか夢みたいね……ここで野々村君と私が、一緒に授業を受けていたなんて」

「そうだね」

「じゃあいつか、こうやってみんなでもう一度ここに来たことも、夢みたいに思う日がくるのかしらね……」

　……そうなのかもしれない。

　こうやってみんなでそばにいたことも、高校時代を懐かしんだことすらも、いつか自分の中で、現実味のない記憶に変わっていくのかもしれない。

　そのことがちょっと悲しくて、俺は言葉を返すことができなかった。

「……ああ、そうだ」

　俺たちの様子を見ていた志穂里が、ふと思い付いたように声を上げた。

「あの、ちょっと個人的に見たいものがあるんスけど……」

　そして、彼女は珍めずらしく控えめな声色で尋ねる。

「そこ行ってみて、いいッスかね？」




　志穂里が向かったのは──校庭の片隅にある、塀へいの前だった。

　俺と百瀬は、すぐ「その場所」の意味に思い当たる。

「……あったッスね」

　そういう志穂里の視線の先にあるのは──壁に掘られたいくつもの「正」の字だった。

　志穂里と別れたばかりの元カレである尾崎君が、付き合ってから毎日記し続けた、恋の証あかし。

　二人の関係が終わってしまっても、それは消えることなくこの場所に残り続けている。

「あー」

　そう言って、志穂里は赤らんだ目をこすった。

「好きだったんだよなー、あいつのこと」

「……そうだよね」

　百瀬が志穂里に寄り添い、手をぎゅっと握にぎる。

「別れたこと、間違いだったとは思わないけど……こう言うの見ちゃうと、切ないな……」

「……そういえば、私も恋してたわね」

　志穂里たちの様子を見ていた矜持ヶ谷さんも、俺の隣でつぶやくように言う。

「本当に、どうしようもない恋だったけれど……私は本気で彼のことが好きで、そんな日々をここですごしていたのね……」

　──そうだ。

　色々なことが、ここで。

　宇田路中央高校であったのだ。

　たくさんの恋が芽生え、終わりをつげ、そして今もまた、新しい恋が生まれている。

　今はもう、ずいぶんとこの場所から遠ざかってしまった。

　皆自分が進むべき道を歩きはじめてしまった。

　それでも、俺たちは確かに、ここで恋をしていた。




　久しぶりの校内巡りの終点は──ミス研の部室だった。

　俺と百瀬が、失恋探偵が拠点としていたこの場所。

「校内で、一番印象深いのはここだな……」

　言いながら、俺は木製の扉を撫でる。

「鍵かぎ閉まってるから中は見れないけど……うん、またここにこれてよかったよ」

「……実は、先輩」

　百瀬がポケットをまさぐりながらそう言う。

「私……こんなものを持ってまして」

　彼女が取り出したのは──一本の鍵だった。

　そして、彼女はそれを目の前の扉の鍵穴に差し込むと、ゆっくりそれを回し、難なく解かい錠じょうした。

「作ってたんですよね、合い鍵……いつか何かの役に立つかもしれないと思って」

「……いつの間にそんなことしてたんだよ」

「先輩がいる頃ですよ？　あの頃はよく喧けん嘩かもしていたから、閉め出されたりしたらこれで開けてやろうと思っていたのです」

　そう言って、いたずらっぽく微笑む百瀬。

　俺は彼女に苦笑してからドアノブに手をかけ──ゆっくりと扉を開いた。

　──昔と同じく、並んでいる机。

　少しだけ埃ほこりっぽい、古い教室のにおい。

　窓から見える夕焼けは──俺たちがいた頃と全く同じ色合いで、部屋の中を照らしていた。

　俺はその中に一歩足を踏み入れ、

「……百瀬」

　入り口にたたずんだままの彼女の名前を呼ぶ。

「……はい」

　百瀬は小さく深呼吸をすると部室に入り──

「……まさか、またここに先輩と来れるとは思いませんでしたよ」

　──目の前の机を撫で、そう言った。

「ずいぶんかかりましたけれど、戻ってこれましたね」

　その言葉に、失恋探偵として活動していた日々のことがフラッシュバックする。

　二人で調査について話した日を。

　意見が割れて言い合いした日を。

　依頼を待って、二人でぼーっとした日を。

　そして俺は──この部屋の扉に貼られた「部員募集中」の貼り紙が、百瀬が入学してきた年、俺が貼り付けたものであるのに気が付く。




　部室を出たところにある掲示板にも、文章の書かれた紙が貼ってあった。

「これが最後みたいですッスね」

　言って、志穂里はスマホで紙面の写真を撮る。

「そうね……全部で二十五枚あったことになるわ。結構な数ね……」

　矜持ヶ谷さんはあごに手を当て、貼られた紙の文面をじっと見ていた。

「さて、ではこれが誰によるもので、どんな意味があるのか、というところですが……」

　思考を開始したのか、彼女は髪をぐしゃぐしゃと搔かきはじめる。

　百瀬のこの癖くせが出るのも、本当に久しぶりのことだ。

　考えがひとまとまりしたら、俺が乱れた部分を手ぐしで直してやろう。

　………と、そのとき。

　俺は目の前の紙の文章に、既視感を覚える。

　どこかで読んだことがあるような、そんな気がする。

　そして、

「……そうだ」

　しばらく考えて、俺は「ある心当たり」に行き当たった。

「百瀬、もしかしたらこれ……」

　言って、俺は彼女に「心当たり」を伝える。

「なるほど、そういうことですか……」

　百瀬は髪を搔き、顔を上げると、

「では先輩──最後の謎解きを終わらせましょう」

　そう言ってもう一度部室の中に入った。

「この調査は、きっとこの部屋で完結するはずです」
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　──その晩。

　宇田路運河沿い。

　俺と百瀬は、キャンドルの灯ともされた道を並んで歩いていた。

　運河の水面にも無数の灯あかりが浮かび、ゆらゆらと淡い光を放っている。

　対岸に作られたステージでは「宇田路が生んだ音楽ユニット、ユウト＆マナブ」による演奏が行われていた。

　市をあげて行われるイベント「雪あかりの路」も、今年は今夜で終了だ。

　至る所でフィナーレに向け小規模な盛り上がりが発生し、開催終了を惜おしむ人々で混み合っている。

　矜持ヶ谷さんと志穂里は、この場にはいない。

「謎解きの結末は、失恋探偵で確認してきなさい」なんて言って、俺たち二人だけにしてくれたのだ。きっと、気を遣っているのだろう。

　──貼られた紙の意図は、解き明かすことができた。

　──書かれていたのは、部室の本棚にもある名作推理小説の一節だったのだ。

　それらのタイトルの頭文字を、部室から昇降口までの順番に読んでいくと「あるメッセージ」が浮かび上がる。

　その「メッセージ」の行く末を確認するため、俺と百瀬は「雪あかりの路」の会場の一角にある、「星に願いを」という星形のオブジェへ向かっていた。

　チャラ男とまじめそうな女性のカップルにぶつかりかけ「おっと、すいません」なんて声を上げながら、百瀬と歩く。辺りは色とりどりのキャンドルやオブジェで彩いりどられ、夢の中かと見まごうような幻想的な光景が広がっていた。

　ところどころ、この街出身のフィギュア造形師が作ったらしい萌もえ雪人形が並んでいるのだけど、それすらも今はファンタジー世界の産物のように見えた。

　しばらく歩いて、目的地の「星に願いを」に到着した。

　五ご芒ぼう星せいの形に固められた雪の中には──市内の時計店の寄贈らしい大おお盤ばんの時計がはめ込まれている。示している時間は、予定時刻ちょうど。

　その前にはすでに──一人の女の子がたたずんでいた。

　背が低くて髪が長くて、どこか勝ち気な印象の女の子。

　彼女は落ち着かない様子で周囲をきょろきょろと見渡し、何度も時計を見てため息をついていた。

「あの子のようですね……」

「そうだな……」

　彼女の邪じゃ魔まにならないよう、俺たちは少し離れた位置から動向を伺いはじめた。

「うまくいくといいのですが……」

「そればっかりは、俺たちには祈ることしかできないな……」

「はい……」

　他ひ人と事ごとながら、鼓こ動どうが妙に高鳴った。

　百瀬とつないだ手のひらに、汗がじわじわとにじみ出した。

　大学に入って以来、他人の「こういう現場」に立ち会う機会はなかった。

　数年ぶりの「この機会」には、どうしたって冷静でいることはできない。

　そして──数分ほどして、

「……ごめん、遅くなった」

　優しそうな顔立ちの、背の高い男の子が現れた。

　抜けた表情をしているものの、賢そうな雰囲気の高校生くらいの男の子。

　彼は慌あわてた様子で女の子に駆け寄ると、

「妹が一緒に行きたいってぐずってさ……ほんとごめん」

　そう言って、ぺこりと頭を下げる。

「ううん、別にいいよ。私が無理に呼び出したんだし……」

　妙にぶっきらぼうに、女の子は言葉を返した。

「ならいいんだけど……ああ、そうそう、で、どうしたのかな？　あんな紙使って呼び出すなんて……何か言いにくい話？」

「……まあね」

　女の子は答えると、困ったようなあきらめたような表情で深く息を吐はいた。

「ていうか、やっぱり意味わかっちゃったか、あの紙の……」

「そうだね、そんなに悩みはしなかったかな……」

「そっか……ハジメなら気づくだろうなと思ってたけど、やっぱりそうだよな……」

　女の子は、自じ嘲ちょうするように笑った。

「ハジメ、ミステリ好きだもんな……もっと難しいのにしておけばよかった……」




　──ゆきあかりのみち　さいごのひ　はちじ　ほしにねがいを　きて




　紙に隠されていたメッセージは、そんな内容のものだった。

　誰かが誰かをこの場所に呼び出すメッセージ。

　推理小説がらみであること、ミス研の部室を起点としてメッセージが組まれていたことを考えると──きっとメッセージの主は「現失恋探偵助手」だろう。そしてその宛あて先さきは「現失恋探偵」。きっと彼女が何か大切なことを伝えたくて、謎解きに見せかけて彼を呼び出したのだ。

　つまり──俺たちの目の前にいるのが、今の失恋探偵とその助手。

　──彼女は今、彼に大事なことを告げようとしている。

「え、ごめん……ちょっとまだ、レイの言ってることが理解できないんだけど……」

「だよな、えっと……」

　ばつが悪そうに視線を落とし、「レイ」と呼ばれた子は説明を始める。

「これはちょっと……賭かけみたいなものだったんだよ。ハジメが謎解きできなかったら、気持ちは隠し続ける。謎解きできたら……全部伝えるって」

「……気持ちって？」

「あのさ……」

　言って、彼女は目を泳がせ大きく息を吸い込むと──固く目をつむり男の子に向き合った。

　──隣の百瀬が、俺の手を強く握った。

「私たち、今は助手と探偵って関係だけど……私にとっては、ハジメはただそれだけの人じゃなくて……」

　目を開き、今にも泣きそうな表情で、レイちゃんはハジメ君を見据える。

　そして彼女は──

「……私は、ハジメが好き」

　──はっきりと、そう言った。

　ハジメ君が目を見開く。

「失恋探偵を始めて、もう半年以上？　その間、ずっと自分の気持ちを考えてたんだけど、私はやっぱりハジメのことが好き。これからも、助手として活動を手伝いたいけど、それだけじゃなくて、私を彼女にしてほしい」

　──短い沈黙が、二人の間に舞い降りる。

　周囲の観光客たちも、何かが起きているのに気づいた様子で彼女たちにちらちらと視線をやっていた。

「……急にこんなこと言われても、ビビるよね」

　耐えきれなくなった様子で、レイちゃんが沈黙を破る。

「そっちが私をそういう風に見てなかったのはわかってたし、自分だって、これが恋だなんて気づいたときは驚おどろいたし……。でも、迷めい惑わくかもしれないけど……私、本気だから」

　顔を上げ、彼女はもう一度ハジメ君の目を見た。

「ちゃんと……考えてほしい」

「……わ、わかった」

　一いっ瞬しゅん言葉につまりながらも、ハジメ君はレイちゃんにはっきりとうなずいて見せた。

「う、うん、びっくりしたけど……うん、考える。ちゃんと考えるよ……。あと……」

　ハジメ君は、優しい笑みをレイちゃんに向けた。

「ありがとう……」

「……ありがとうとか、言うなよ……期待しちゃうだろ……」

「……でも……うれしかったから……」

「……うれしい？」

　レイちゃんは顔を上げた。

「私に告られたの、うれしいの？」

「……あ、ああ」

　自分が言ったことの意味にようやく気づいた様子で、ハジメ君の顔もあっという間に赤くなる。

「……そ、そうだね、うれしかった……かも」

「……そっか」

　小さく微笑むと──レイちゃんは、ハジメ君の手を取った。

「ならよかった……。答えは急がないから、今度聴きかせて……」

「うん、わかった……」

　言い合うと、二人は手をつなぎ、キャンドルの灯る道を歩いて行った。
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　百瀬と並び、夜の宇田路の街を見下ろす。

「雪あかりの路」も最終盤。

　俺と百瀬は「思い出の展望台」から、灯りの消えていく街並みを見送っていた。

　たくさんのキャンドルが灯る中、展望台にいるのは俺と彼女だけだ。

　この場所で起きたたくさんのことが、自然と思い起こされる。

　初めてお互いに気持ちを確かめ合ったあの日から、離ればなれになったあの日のことまで。

　──高校時代は、終わってしまった。

　もうあの頃は戻ってこないし、どうやったって戻ることはできない。

　隣にいる百瀬はあの頃とは違うし、俺だって、きっと変わったはずだ。

　それだけじゃない。

　今この瞬間も、あっという間に過去になって、いつかきっと忘れてしまう。

　ぼんやりと、空を見上げた。

　無数の星が輝かがやく、漆しっ黒こくの宇田路の夜空。

　高校の頃から変わらないはずのそれだって、遠い未来のいつか、その様相を変えてしまう。

　きっと、一瞬みたいな時間なのだ、俺と百瀬が一緒にいられるのは。

　でも俺は……いや、だからこそ俺は、その時間を大切にしたい。

　一秒一秒を大切に過ごしたい。

　そのためにできること……。一体何があるのだろう。

　……しばし考えた俺は、ごくシンプルな「ある結論」にたどり着いた。

　いや、正確に言えばそれは「結論」でもなんでもなくて、ただの俺の願望だ。

　単純に、俺が今、百瀬に対して抱いている気持ちだ。

　でもきっとその気持ちは──俺にとっての、一つの答えになると思う。

　前を向き、俺は息を吸い込む。

　今、この胸に浮かんだ気持ちを──百瀬に伝えたいと思った。

「……いつかさ」

「……はい」

「いや……いつかじゃないな。俺が大学卒業して、就職して、一人前に稼かせげるようになって……百瀬も大学卒業して、次の進路に進んだら……」

　──瞬間。

　百瀬に初めて出会ったそのときの光景が、脳裏に浮かんだ。

　自転車置き場の裏側で、無表情に途方に暮れていた一人の少女。

　たくさん遠回りをして、俺たちは今……ここまでたどり着いた。

　──その言葉は、案外あっさりと口に出た。

「……結婚しよう」

　百瀬は何も言わないまま、前を向き歩いている。

「突然かもしれないけど……そうしたいと思ったんだ。これからもずっと、百瀬にそばにいてほしいと思ったんだ。高校時代がどんなに遠くなっても、今がどんなに過去になっても、百瀬には一番近くにいてもらいたい」

「……不思議なものですね」

　百瀬は顔を上げ、こちらを向いた。

「私も、同じこと思ってました」

「……そっか」

「私も、学校を卒業して、大人として生活ができるようになったら、先輩と結婚したいです」

「……わかった……ありがとう」

　喜びで胸が満たされた俺は……ぼんやりと、百瀬の姿を眺める。

　小さな顔に不釣り合いなほど大きい目。

　主張しすぎないが通った鼻筋。

　薄うすい唇は花びらのような桃色で、頰に差すわずかな赤みや、俺の手をつかむ指はやや幼い印象だ。

　俺の位置からはその髪が、石せっ鹸けんみたいに白い肌が、冬服に包まれた小柄な体が、柔らかな光にうっすら滲にじんで溶けていってしまいそうに見えた。

　揺らめくキャンドルの灯りは、照らし続ける二月の月光は、どこか儚はかない。

　何となく百瀬、と呼びかけると、彼女はもう一度俺の目を見る。

「……ごめん、呼んでみただけ」

「ええ……知ってますよ」

　彼女は微笑んだ。

　その柔らかそうな頰に、細められた目に、俺は思った。

　きっと俺はこの光景を、一生忘れない。

　すべてが過去になって、消えていくのだとしても、忘れない。

　前を向くと、もう一度百瀬の手を強く握った。

　そして百瀬も──その細い指で、俺の手をぎゅっと握り返した。
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